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むし ば さい じ

2月28日実施の３歳児健診で虫歯のなかったお子さんを紹介します。
ぴかぴかの歯と、すてきな笑顔を見せてくれました。

 ～ 虫歯ゼロの３歳児 ～ 

おだはら  　 こうや

小田原 晄也 くん
なかむら　しん

中村 心 くん
かわうち　しゅうま

河内 柊卓 くん

西川 瑠華ちゃん
にしがわ　  る    か

岡本 依颯 ちゃん
おかもと　  いちか

畠山 瑛太くん
はたけやま   えいた

大原 颯 くん
おおはら　りく

刈谷 仁 くん
かりや　 じん

これからも、
しっかり歯みがきをして、
きれいな歯を守ってね！

<>
パ
タ
パ
タ
<>
通
信

【
先
日
の
よ
コ
ジ
ロ
ー
】

　
宮
の
前
公
園
に
お
花
見
に
や

っ
て
き
た
、
よ
コ
ジ
ロ
ー
。

　
今
年
も
き
れ
い
に
咲
い
た
桜

の
花
に
胸
が
高
鳴
り
、
足
取
り

軽
く
楽
し
そ
う
に
お
散
歩
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

宮の前公園にいる「よコジロー」

新
し
い
こ
と
が
は
じ
ま
る

ど
き
ど
き
な
季
節
だ
ね
。

ぼ
く
も
み
ん
な
に
元
気
を

あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
く
よ
〜
!!

越知中学校卒業式(3月9日)越知中学校卒業式(3月9日)



　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
て
、
五
味
集
会
所

が
46
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地

域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地
域

の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
等
を
対
象
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
五
味
集
会
所
は
、
集
落
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
施
設

で
あ
る
も
の
の
、
築
40
年
以
上
経

過
し
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
併
せ
て
五
味
地
区
は
、
約
50
世

帯
と
世
帯
数
も
多
い
集
落
で
あ
る

た
め
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
集
会

所
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
集
会
所
は
、
ス
ロ
ー
プ

や
多
目
的
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
さ
ら
に
災
害
の
際
に
は
、
地

域
住
民
の
新
た
な
防
災
拠
点
と
し

て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
五
味
集
会
所
】

　
構
　
　
造
　
木
造
　
平
屋
建

　
建
築
面
積
　
86
・
39
㎡

　
延
床
面
積
　
68
・
47
㎡

　
越
知
中
学
校
３
年
生
の
山
中
海

心
さ
ん
が
「
高
知
県
児
童
生
徒
表

彰
」（
ス
ポ
ー
ツ
の
部
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
知
県
内
の
小
学

校
、
中
学
校
等
を
対
象
に
善
行
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
芸
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
活
動
そ
れ
ぞ
れ

の
区
分
に
応
じ
て
、
功
績
が
顕
著

な
者
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
山
中
さ
ん
は
、
今
年
度
、
県
の

柔
道
大
会
で
３
度
優
勝
し
ま
し

た
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
本
町

の
被
災
地
支
援
対
応
状
況
は
、
人

的
な
支
援
と
し
て
、
県
職
員
を
リ

ー
ダ
ー
と
し
た
職
員
派
遣
チ
ー
ム

に
加
わ
り
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月

下
旬
に
か
け
て
、
建
設
課
と
危
機

管
理
課
の
職
員
２
人
を
被
災
地
で

あ
る
石
川
県
に
派
遣
し
た
。

　
支
援
業
務
は
、
建
設
課
職
員
は

輪
島
市
で
の
住
家
被
害
認
定
調

査
、
危
機
管
理
課
職
員
は
金
沢
市

で
の
避
難
所
運
営
に
、
そ
れ
ぞ
れ

10
日
間
携
わ
っ
た
。

　
物
的
な
支
援
は
、
日
赤
高
知
県

支
部
を
通
じ
て
、
義
援
金
１
０
０

万
円
を
石
川
県
に
送
り
、
併
せ

て
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
50
床
を
提

供
す
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
①
若
者
の
増
加
、②
婚
姻
数
の

増
加
、③
出
生
率
の
向
上
、④
共
働

き
共
育
て
の
推
進
に
該
当
す
る
事

業
が
対
象
と
な
る
。

　
人
口
割
、
均
等
割
等
に
よ
り
全

市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
基
本
配
分

型
と
県
の
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
に
加
算
す
る

連
携
加
算
型
（
手
挙
げ
型
）
の
２

通
り
が
あ
る
。

　
本
町
は
、
連
携
加
算
型
の
交
付

金
獲
得
に
向
け
て
、
各
課
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
含
む
会
計
年
度

任
用
職
員
ま
で
、
ほ
ぼ
職
員
全
員

で
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
（
ア

イ
デ
ア
出
し
）
を
行
っ
た
。

　
実
現
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、
現
段

階
で
予
想
を
上
回
る
量
の
ア
イ
デ

ア
が
集
ま
り
、
分
類
・
集
約
ま
で

完
了
し
て
い
る
。

　
庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
立
ち
上
げ
、
ア
イ
デ
ア
の
絞
り

込
み
、
施
策
の
立
案
・
予
算
化
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
町
民
の
意

見
を
聞
く
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　
１
月
末
時
点
の
寄
附
金
額
は
、

１
億
３
４
６
２
万
円
で
昨
年
度
同

期
の
１
億
４
２
４
８
万
円
と
比
較

す
る
と
約
95
％
。
決
算
額
が
前
年

度
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
関
西
戦
略
の
分
を
含
め
４
件
の

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
１

件
を
「
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
募
集

し
、
６
０
０
万
円
を
超
え
る
寄
附

金
を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、

越
知
町
出
身
の
大
学
生
へ
の
食
料

支
援
を
す
る
よ
う
に
、
令
和
６
年

度
当
初
予
算
へ
計
上
し
て
い
る
。

　
越
知
町
地
域
振
興
券
を
総
額
１

５
１
８
万
円
発
行
。
利
用
額
１
５

０
４
万
６
千
円
、
利
用
率
99
・
１

％
。

　
農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策
支
援

金
は
、
申
請
者
数
58
人
、
合
計
支

援
額
３
２
６
万
円
。

　
運
送
事
業
者
等
燃
料
価
格
高
騰

対
策
支
援
金
は
、
申
請
事
業
者
数

７
件
、
支
援
額
３
４
１
万
９
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
よ
り
（
仮
称
）「
越

知
町
す
ま
い
る
収
集
事
業
」
を
開

始
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
ら
ご
み
を
集

積
所
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
困

難
な
方
、
ま
た
、
お
近
く
に
親
族

が
住
ま
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
他

者
か
ら
の
ご
み
出
し
の
協
力
が
得

ら
れ
な
い
方
の
支
援
を
行
う
も
の

で
、
お
家
の
前
に
出
さ
れ
た
ご
み

を
個
別
に
回
収
す
る
。

　
対
象
は
、
越
知
町
に
住
む
75
歳

以
上
の
高
齢
者
や
65
歳
以
上
の
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

た
ち
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
が

対
象
と
な
る
。

　
国
道
33
号
「
高
知
松
山
自
動
車

道
い
の
〜
越
知
」
間
の
進
捗
状
況

は
、「
新
規
事
業
採
択
」
ま
で
の

ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
「
計
画

段
階
評
価
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
、「
社
会
資
本
整

備
審
議
会 

道
路
分
科
会 

四
国
地

方
小
委
員
会
」
で
、
こ
の
評
価
に

対
す
る
対
応
方
針
案
が
「
妥
当
」

と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
業
化
に
向
け
て
一
歩
進
む
。

　
県
営
事
業
の
柳
瀬
川
河
川
改
修

事
業
の
進
捗
は
、
第
１
工
区
右
岸

（
柴
尾
側
）
に
お
い
て
、
交
渉
し

て
い
た
３
筆
（
１
人
）
の
地
権
者

か
ら
了
解
を
得
ら
れ
、
用
地
契
約

が
完
了
し
た
。

　
今
回
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
得

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
が
大

き
く
前
進
す
る
。

　
１
月
９
日
に
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
の
大
谷
翔
平
選
手
か
ら
、
越

知
小
学
校
に
３
つ
の
野
球
グ
ロ
ー

ブ
が
届
い
た
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
児

童
交
流
は
今
回
で
11
回
目
。
今
年

度
は
小
学
５
年
生
お
よ
び
令
和
２

年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
リ
モ
ー
ト
交
流

の
み
だ
っ
た
現
中
学
２
年
生
の
２

学
年
の
交
流
を
行
う
こ
と
と
し

て
、
昨
年
７
月
に
滝
上
町
児
童
・

３
月
定
例
会
　町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
要
旨
）

　
３
月
１
日
〜
６
日
ま
で
町
議
会
３
月
定
例
会
が
開
か
れ
「
防
災
行

政
」「
高
知
県
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
事
業
」「
ふ
る
さ
と
納

税
」
な
ど
の
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。。

防
災
行
政

ふ
る
さ
と
納
税

高
知
県
人
口
減
少
対
策

総
合
交
付
金
事
業

お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

環
境
行
政

土
木
行
政

教
育
行
政

児
童
交
流
事
業

生
徒
ら
が
来
町
し
て
の
夏
の
交
流

事
業
を
行
っ
た
。

　
本
年
２
月
に
は
本
町
児
童
・
生

徒
が
滝
上
町
へ
訪
問
す
る
冬
の
交

流
事
業
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、

小
学
５
年
生
21
人
と
越
知
中
学
２

年
生
19
人
、
そ
し
て
令
和
２
年
度

当
時
越
知
小
学
校
５
年
生
で
、
現

在
町
外
の
中
学
校
に
進
学
し
て
い

る
中
学
２
年
生
８
人
の
合
計
48
人

が
訪
問
し
、
旭
山
動
物
園
の
見

学
、
真
冬
の
北
海
道
で
の
氷
点
下

20
度
前
後
の
世
界
、
滝
上
町
児

童
・
生
徒
と
一
緒
に
ソ
リ
や
ス
キ

ー
の
体
験
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流

氷
の
中
で
の
遊
覧
体
験
等
、
北
海

道
の
大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
１
月
21
日
に
「
越
知
町
ピ
ッ
タ

リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
を
開
催
し

た
。

　
今
年
度
は
、
越
知
小
学
校
が
学

校
行
事
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
も

あ
り
、
小
学
生
１
３
１
人
、
一
般

42
人
の
合
計
１
７
３
人
と
、
近
年

に
な
い
多
く
の
参
加
者
数
と
な

り
、
参
加
者
全
員
が
元
気
に
力
強

く
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
た
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
と
と
も
に

３
年
に
一
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、

今
回
で
第
９
期
と
な
る
。

　
計
画
策
定
委
員
会
で
、
保
険
料

は
今
回
初
め
て
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
準
備
基
金
の
一
部
を
取

り
崩
し
、
基
準
月
額
を
５
９
０
０

円
、
第
８
期
と
比
較
す
る
と
７
３

０
円
の
減
額
と
す
る
こ
と
の
承
認

を
得
た
。
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
６
５
８
円
の
保
険
料
押
し
下
げ

効
果
が
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
は
、
私
た
ち
に

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
自
然
災

害
へ
の
備
え
を
促
し
て
い
る
と
捉

え
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
防
災

対
策
や
環
境
整
備
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
若
者
世
代
の
越
知
町
定
住
を

何
と
し
て
も
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
高
知
県
人
口
減
少
対
策
総
合
交

付
金
を
活
用
す
る
と
と
も
に
県
と

強
く
連
携
し
、
県
外
か
ら
の
Ⅰ
・

Ｕ
タ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
施
策
を

強
力
に
進
め
る
。

介
護
保
険
料
の
改
定

ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

お
わ
り
に

五
味
集
会
所
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

高
知
県
児
童
生
徒
表
彰
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一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
て
、
五
味
集
会
所

が
46
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地

域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地
域

の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
等
を
対
象
に
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
五
味
集
会
所
は
、
集
落
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
施
設

で
あ
る
も
の
の
、
築
40
年
以
上
経

過
し
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
併
せ
て
五
味
地
区
は
、
約
50
世

帯
と
世
帯
数
も
多
い
集
落
で
あ
る

た
め
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
集
会

所
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
集
会
所
は
、
ス
ロ
ー
プ

や
多
目
的
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
さ
ら
に
災
害
の
際
に
は
、
地

域
住
民
の
新
た
な
防
災
拠
点
と
し

て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
五
味
集
会
所
】

　
構
　
　
造
　
木
造
　
平
屋
建

　
建
築
面
積
　
86
・
39
㎡

　
延
床
面
積
　
68
・
47
㎡

　
越
知
中
学
校
３
年
生
の
山
中
海

心
さ
ん
が
「
高
知
県
児
童
生
徒
表

彰
」（
ス
ポ
ー
ツ
の
部
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
高
知
県
内
の
小
学

校
、
中
学
校
等
を
対
象
に
善
行
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
芸
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
活
動
そ
れ
ぞ
れ

の
区
分
に
応
じ
て
、
功
績
が
顕
著

な
者
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　
山
中
さ
ん
は
、
今
年
度
、
県
の

柔
道
大
会
で
３
度
優
勝
し
ま
し

た
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
本
町

の
被
災
地
支
援
対
応
状
況
は
、
人

的
な
支
援
と
し
て
、
県
職
員
を
リ

ー
ダ
ー
と
し
た
職
員
派
遣
チ
ー
ム

に
加
わ
り
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月

下
旬
に
か
け
て
、
建
設
課
と
危
機

管
理
課
の
職
員
２
人
を
被
災
地
で

あ
る
石
川
県
に
派
遣
し
た
。

　
支
援
業
務
は
、
建
設
課
職
員
は

輪
島
市
で
の
住
家
被
害
認
定
調

査
、
危
機
管
理
課
職
員
は
金
沢
市

で
の
避
難
所
運
営
に
、
そ
れ
ぞ
れ

10
日
間
携
わ
っ
た
。

　
物
的
な
支
援
は
、
日
赤
高
知
県

支
部
を
通
じ
て
、
義
援
金
１
０
０

万
円
を
石
川
県
に
送
り
、
併
せ

て
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
50
床
を
提

供
す
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
①
若
者
の
増
加
、②
婚
姻
数
の

増
加
、③
出
生
率
の
向
上
、④
共
働

き
共
育
て
の
推
進
に
該
当
す
る
事

業
が
対
象
と
な
る
。

　
人
口
割
、
均
等
割
等
に
よ
り
全

市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
基
本
配
分

型
と
県
の
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
に
加
算
す
る

連
携
加
算
型
（
手
挙
げ
型
）
の
２

通
り
が
あ
る
。

　
本
町
は
、
連
携
加
算
型
の
交
付

金
獲
得
に
向
け
て
、
各
課
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
含
む
会
計
年
度

任
用
職
員
ま
で
、
ほ
ぼ
職
員
全
員

で
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
（
ア

イ
デ
ア
出
し
）
を
行
っ
た
。

　
実
現
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
ア

イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、
現
段

階
で
予
想
を
上
回
る
量
の
ア
イ
デ

ア
が
集
ま
り
、
分
類
・
集
約
ま
で

完
了
し
て
い
る
。

　
庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
立
ち
上
げ
、
ア
イ
デ
ア
の
絞
り

込
み
、
施
策
の
立
案
・
予
算
化
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
町
民
の
意

見
を
聞
く
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　
１
月
末
時
点
の
寄
附
金
額
は
、

１
億
３
４
６
２
万
円
で
昨
年
度
同

期
の
１
億
４
２
４
８
万
円
と
比
較

す
る
と
約
95
％
。
決
算
額
が
前
年

度
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
関
西
戦
略
の
分
を
含
め
４
件
の

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
１

件
を
「
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
募
集

し
、
６
０
０
万
円
を
超
え
る
寄
附

金
を
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
寄
附
金
を
財
源
と
し
て
、

越
知
町
出
身
の
大
学
生
へ
の
食
料

支
援
を
す
る
よ
う
に
、
令
和
６
年

度
当
初
予
算
へ
計
上
し
て
い
る
。

　
越
知
町
地
域
振
興
券
を
総
額
１

５
１
８
万
円
発
行
。
利
用
額
１
５

０
４
万
６
千
円
、
利
用
率
99
・
１

％
。

　
農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策
支
援

金
は
、
申
請
者
数
58
人
、
合
計
支

援
額
３
２
６
万
円
。

　
運
送
事
業
者
等
燃
料
価
格
高
騰

対
策
支
援
金
は
、
申
請
事
業
者
数

７
件
、
支
援
額
３
４
１
万
９
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
よ
り
（
仮
称
）「
越

知
町
す
ま
い
る
収
集
事
業
」
を
開

始
す
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
ら
ご
み
を
集

積
所
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
が
困

難
な
方
、
ま
た
、
お
近
く
に
親
族

が
住
ま
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
他

者
か
ら
の
ご
み
出
し
の
協
力
が
得

ら
れ
な
い
方
の
支
援
を
行
う
も
の

で
、
お
家
の
前
に
出
さ
れ
た
ご
み

を
個
別
に
回
収
す
る
。

　
対
象
は
、
越
知
町
に
住
む
75
歳

以
上
の
高
齢
者
や
65
歳
以
上
の
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

た
ち
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
が

対
象
と
な
る
。

　
国
道
33
号
「
高
知
松
山
自
動
車

道
い
の
〜
越
知
」
間
の
進
捗
状
況

は
、「
新
規
事
業
採
択
」
ま
で
の

ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
「
計
画

段
階
評
価
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
、「
社
会
資
本
整

備
審
議
会 

道
路
分
科
会 

四
国
地

方
小
委
員
会
」
で
、
こ
の
評
価
に

対
す
る
対
応
方
針
案
が
「
妥
当
」

と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

事
業
化
に
向
け
て
一
歩
進
む
。

　
県
営
事
業
の
柳
瀬
川
河
川
改
修

事
業
の
進
捗
は
、
第
１
工
区
右
岸

（
柴
尾
側
）
に
お
い
て
、
交
渉
し

て
い
た
３
筆
（
１
人
）
の
地
権
者

か
ら
了
解
を
得
ら
れ
、
用
地
契
約

が
完
了
し
た
。

　
今
回
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
得

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
が
大

き
く
前
進
す
る
。

　
１
月
９
日
に
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
の
大
谷
翔
平
選
手
か
ら
、
越

知
小
学
校
に
３
つ
の
野
球
グ
ロ
ー

ブ
が
届
い
た
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
児

童
交
流
は
今
回
で
11
回
目
。
今
年

度
は
小
学
５
年
生
お
よ
び
令
和
２

年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
か
ら
リ
モ
ー
ト
交
流

の
み
だ
っ
た
現
中
学
２
年
生
の
２

学
年
の
交
流
を
行
う
こ
と
と
し

て
、
昨
年
７
月
に
滝
上
町
児
童
・

３
月
定
例
会
　町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
要
旨
）

　
３
月
１
日
〜
６
日
ま
で
町
議
会
３
月
定
例
会
が
開
か
れ
「
防
災
行

政
」「
高
知
県
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
事
業
」「
ふ
る
さ
と
納

税
」
な
ど
の
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。。

防
災
行
政

ふ
る
さ
と
納
税

高
知
県
人
口
減
少
対
策

総
合
交
付
金
事
業

お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

環
境
行
政

土
木
行
政

教
育
行
政

児
童
交
流
事
業

生
徒
ら
が
来
町
し
て
の
夏
の
交
流

事
業
を
行
っ
た
。

　
本
年
２
月
に
は
本
町
児
童
・
生

徒
が
滝
上
町
へ
訪
問
す
る
冬
の
交

流
事
業
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、

小
学
５
年
生
21
人
と
越
知
中
学
２

年
生
19
人
、
そ
し
て
令
和
２
年
度

当
時
越
知
小
学
校
５
年
生
で
、
現

在
町
外
の
中
学
校
に
進
学
し
て
い

る
中
学
２
年
生
８
人
の
合
計
48
人

が
訪
問
し
、
旭
山
動
物
園
の
見

学
、
真
冬
の
北
海
道
で
の
氷
点
下

20
度
前
後
の
世
界
、
滝
上
町
児

童
・
生
徒
と
一
緒
に
ソ
リ
や
ス
キ

ー
の
体
験
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
流

氷
の
中
で
の
遊
覧
体
験
等
、
北
海

道
の
大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
１
月
21
日
に
「
越
知
町
ピ
ッ
タ

リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
を
開
催
し

た
。

　
今
年
度
は
、
越
知
小
学
校
が
学

校
行
事
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
も

あ
り
、
小
学
生
１
３
１
人
、
一
般

42
人
の
合
計
１
７
３
人
と
、
近
年

に
な
い
多
く
の
参
加
者
数
と
な

り
、
参
加
者
全
員
が
元
気
に
力
強

く
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
た
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
と
と
も
に

３
年
に
一
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、

今
回
で
第
９
期
と
な
る
。

　
計
画
策
定
委
員
会
で
、
保
険
料

は
今
回
初
め
て
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
準
備
基
金
の
一
部
を
取

り
崩
し
、
基
準
月
額
を
５
９
０
０

円
、
第
８
期
と
比
較
す
る
と
７
３

０
円
の
減
額
と
す
る
こ
と
の
承
認

を
得
た
。
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
６
５
８
円
の
保
険
料
押
し
下
げ

効
果
が
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
は
、
私
た
ち
に

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
自
然
災

害
へ
の
備
え
を
促
し
て
い
る
と
捉

え
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
防
災

対
策
や
環
境
整
備
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
若
者
世
代
の
越
知
町
定
住
を

何
と
し
て
も
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
高
知
県
人
口
減
少
対
策
総
合
交

付
金
を
活
用
す
る
と
と
も
に
県
と

強
く
連
携
し
、
県
外
か
ら
の
Ⅰ
・

Ｕ
タ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
施
策
を

強
力
に
進
め
る
。

介
護
保
険
料
の
改
定

ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

お
わ
り
に

五
味
集
会
所
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

高
知
県
児
童
生
徒
表
彰
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ま
し
た
。
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
ス
キ
ー
を
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
上

手
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
バ
ラ
ン

ス
や
滑
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
リ
フ
ト
に
乗
っ
て

上
か
ら
滑
り
ま
し
た
。
１
回
目

は
、
何
回
か
こ
け
た
け
ど
、
２
回

目
は
、
１
回
目
よ
り
こ
け
ず
に
滑

れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
夜
の

ご
飯
で
は
、
滝
上
の
人
も
一
緒
に

食
べ
ま
し
た
。
滝
上
町
の
人
た
ち

に
私
た
ち
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
を
見
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
３
日
目
は
、
ガ
リ
ン
コ
号
に
乗

り
ま
し
た
。
私
が
す
ご
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
船
の
機
械
で
氷
を
け

ず
っ
て
い
た
の
が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
も
う
１
つ
は
、
海
が
ほ

と
ん
ど
氷
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

び
っ
く
り
し
た
し
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
次
に
、
流
氷
科
学
セ
ン

タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
流
氷
科
学

セ
ン
タ
ー
で
は
映
画
を
見
た
後
お

昼
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。

　
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た

後
み
ん
な
で
飛
行
機
に
乗
っ
て
帰

り
ま
し
た
。
友
達
と
た
く
さ
ん
い

ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
バ

ス
で
学
校
に
帰
る
と
た
く
さ
ん
の

親
の
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
私
の

お
母
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
来
て

く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

【
中
学
生
感
想
文
】

　
　
中
学
２
年
　
岡
田
　
実
桜

　
今
回
の
交
流
会
は
、
高
知
で
は

体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
思
い
出
に
残
る

交
流
会
で
し
た
。
私
が
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
雪
遊
び
で

す
。

　
滝
上
の
方
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
雪
遊
び
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
私
は
心
か
ら
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

の
ふ
か
ふ
か
の
雪
で
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
し
た
い
、
ま
た
訪
れ
た

い
！
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
一

生
の
思
い
出
で
す
！
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
滝
上
町
の
方
々
へ
」

　
ス
キ
ー
体
験
の
時
に
は
、
１
人

１
人
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ

り
、
雪
遊
び
や
交
流
セ
レ
モ
ニ
ー

の
際
に
も
た
く
さ
ん
ご
協
力
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
滝
上
町
を
満
喫
で

き
ま
し
た
。
滝
上
に
行
っ
て
み
て

皆
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
が
素
敵
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
中
学
２
年
　
堅
田
　
心
結

　
私
は
こ
の
滝
上
町
と
の
交
流
会

を
通
し
て
、
北
海
道
で
し
か
体
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ス
キ
ー

や
雪
遊
び
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
特
に
ス
キ
ー

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
て
、
滝
上

中
学
校
の
生
徒
が
簡
単
そ
う
に
滑

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
実

際
は
と
て
も
難
し
く
て
最
初
は
た

く
さ
ん
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
練
習
し
て
い
く
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
後

に
は
雪
山
を
滑
り
降
り
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
も
雪
遊
び

も
本
当
に
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
滝
上
中
学
校
の
人

と
少
し
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
互
い
の
地
域
の
こ
と
を
教

え
合
う
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

「
滝
上
町
の
方
々
へ
」

　
こ
の
交
流
会
で
お
世
話
に
な
っ

た
滝
上
町
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
の

思
い
出
に
残
る
交
流
会
を
計
画
し

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
海
道
で
行

っ
た
場
所
や
体
験
し
た
こ
と
は
、

ど
れ
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
と
て

も
楽
し
く
て
北
海
道
か
ら
離
れ
る

の
が
嫌
だ
と
思
う
く
ら
い
で
し

た
。

　
ま
た
越
知
町
に
も
来
て
く
だ
さ

い
ね
！

　
中
学
２
年
　
村
上
　
葵

　
最
初
の
旭
山
動
物
園
で
は
、
オ

オ
カ
ミ
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
滝
上

の
人
た
ち
と
は
夏
ぶ
り
だ
っ
た
の

で
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
で

き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
早
朝
体

験
で
寒
い
北
海
道
だ
か
ら
で
き
る

タ
オ
ル
を
凍
ら
せ
た
り
、
雪
を
投

げ
た
り
し
て
と
て
も
寒
か
っ
た
け

ど
、
寒
さ
を
忘
れ
る
く
ら
い
楽
し

か
っ
た
で
す
。
雪
遊
び
で
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
ソ
リ
で
滑

っ
た
り
な
ど
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
も
っ
と
遊
ん
で
い
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は

全
く
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
教
え

て
く
れ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ガ
リ
ン
コ
号
で
は
、
今
ま

で
流
氷
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
一
緒
に
話
し
た
り
、
ご

飯
を
食
べ
た
り
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
滝
上
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な

れ
た
気
が
し
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

「
滝
上
町
の
方
々
へ
」

　
３
日
間
、
私
た
ち
の
た
め
に
交

流
会
の
計
画
を
し
て
く
だ
さ
り
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
、
早
朝
体

験
な
ど
、
越
知
町
で
は
体
験
で
き

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
と
て

も
思
い
出
に
残
っ
た
交
流
で
し

た
。

　
ま
た
越
知
町
に
も
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
！

　
広
報
３
月
号
に
も
掲
載
し
ま
し

た
が
、
２
月
７
〜
９
日
の
３
日

間
、
越
知
小
学
校
５
年
生
21
人
と

越
知
町
中
学
生
27
人
（
町
外
の
中

学
校
へ
通
学
す
る
生
徒
含
む
）
と

引
率
者
15
人
が
友
好
交
流
町
で
あ

る
、
北
海
道
滝
上
町
を
訪
問
し
、

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
流
に
参
加
し
た
児
童
・
生
徒

の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

（
要
約
・
敬
称
略
）

【
小
学
生
感
想
文
】

「
北
海
道
に
行
っ
て
」

小
学
５
年
　
畑
山 

苺
音

　
今
か
ら
北
海
道
へ
行
っ
て
楽
し

か
っ
た
こ
と
ベ
ス
ト
７
を
紹
介
し

ま
す
。

　
第
１
位
は
、
ス
キ
ー
で
す
。
理

由
は
、
最
初
は
で
き
な
く
て
い
ら

い
ら
し
た
け
ど
、
滝
上
町
の
友
達

が
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
て
す
ご

い
な
あ
と
思
っ
て
、
自
分
で
や
っ

て
み
る
と
な
か
な
か
で
き
な
く
て

時
間
が
か
か
っ
た
け
ど
、
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
楽
し
く
な
っ
て
リ

フ
ト
に
乗
っ
て
、
上
ま
で
行
っ
て

滑
っ
て
い
く
と
自
分
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
実
感
で
き

ま
し
た
。
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

楽
し
く
て
も
っ
と
や
り
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　
第
２
位
は
、
冬
遊
び
で
す
。
理

由
は
、
越
知
町
で
は
で
き
な
い
遊

び
ば
か
り
で
、
私
は
と
く
に
尻
滑

り
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
ソ
リ
と
か
も
い
ろ
ん
な
種
類

が
あ
っ
た
け
ど
、
尻
滑
り
の
方
が

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
し
、
担
当
し
て

い
る
人
も
お
も
し
ろ
い
人
な
の
で

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
第
３
位
は
、
旭
山
動
物
園
に
行

っ
た
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
高
知

県
に
は
い
な
い
動
物
が
い
た
り
、

た
く
さ
ん
の
お
み
や
げ
を
売
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
私
が
動
物
園
で
す
ご
い

と
思
っ
た
の
は
、
マ
ヌ
ル
ネ
コ
と

い
う
動
物
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
高

知
県
の
動
物
園
に
は
い
な
い
動
物

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
第
４
位
は
、
２
日
目
の
夜
の
ご

は
ん
の
時
間
で
す
。
理
由
は
、
滝

上
町
の
友
達
が
ク
イ
ズ
を
出
し
物

に
し
て
み
ん
な
が
全
然
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
し
、
私

が
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
北

海
道
で
は
、
ラ
ー
メ
ン
を
も
う
一

つ
の
食
べ
方
で
食
べ
て
い
て
、
そ

れ
が
サ
ラ
ダ
ラ
ー
メ
ン
と
知
っ
て

と
っ
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
滝
上
町
の
中
学
生
の

発
表
で
Ｎ
Ｇ
集
が
と
っ
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ピ
コ

ロ
か
ら
も
た
く
さ
ん
お
み
や
げ
を

も
ら
っ
た
し
、
滝
上
町
の
方
か
ら

も
、
あ
め
を
も
ら
っ
て
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
２
日
目
の
夜
ご
は
ん

で
し
た
。

　
第
５
位
は
、
飛
行
機
で
す
。
理

由
は
、
着
陸
の
時
と
離
陸
の
時
に

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
音
を
た
て
な
が

ら
着
陸
し
た
り
、
ウ
ィ
ー
ン
と
か

い
い
な
が
ら
離
陸
し
た
り
し
て
、

着
陸
と
離
陸
の
と
き
は
ち
ょ
っ
と

酔
う
ち
ゃ
っ
た
け
ど
飛
行
機
は
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
第
６
位
は
、
お
風
呂
で
す
。
理

由
は
、
大
浴
場
で
み
ん
な
と
入
っ

て
お
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
み
ん
な

と
た
く
さ
ん
お
話
を
し
た
り
、
岩

の
ま
わ
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
た
り

し
て
、
楽
し
く
み
ん
な
と
お
風
呂

に
入
れ
た
か
ら
で
す
。

　
第
７
位
は
、
友
達
と
ホ
テ
ル
で

２
泊
３
日
す
ご
し
た
こ
と
で
す
。

理
由
は
、
い
つ
も
じ
ゃ
話
せ
な
い

こ
と
を
話
し
た
り
し
た
か
ら
で

す
。

　
こ
の
旅
で
成
長
し
た
こ
と
は
、

い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
っ
て
、
よ
い

友
達
関
係
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
こ
の
旅
で
自
分
が
成
長

し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
滝
上
で
し
か
で
き
な
い
体
験

や
、
あ
ま
り
行
け
な
い
北
海
道
へ

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て

と
っ
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
滝
上
町

の
人
と
会
え
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
。

「
初
め
て
北
海
道
に
行
っ
た
よ
」

小
学
５
年
　
大
原
　
瑠
心

　
私
は
、
２
月
７
日
に
北
海
道
滝

上
町
に
行
き
ま
し
た
。
朝
起
き
た

ら
外
が
真
っ
暗
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
学
校
に
行
く
と
ほ
と
ん
ど

の
ク
ラ
ス
の
友
達
や
中
２
の
人
が

来
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
で
出
発
す

る
と
き
、
親
の
人
や
先
生
な
ど
が

手
を
振
っ
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
バ
ス
で
は
、
友
達
の
み
ん
な
と

話
し
た
り
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
高
知
空
港
に
着
く
と
、
荷

物
検
査
を
し
ま
し
た
。
私
は
初
め

て
飛
行
機
に
乗
る
の
で
墜
落
す
る

の
が
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
さ
ん
や
Ｃ
Ａ
さ
ん
な
ど
が
や

さ
し
く
声
が
け
な
ど
を
し
て
く
れ

て
少
し
安
心
し
ま
し
た
。
高
知
か

ら
東
京
に
行
っ
て
い
る
時
に
、
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
や
富
士
山
が
見
え
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
　

　
旭
川
空
港
に
着
い
た
後
、
旭
山

動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。
実
際
に

見
た
こ
と
が
な
い
動
物
が
た
く
さ

ん
見
え
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

夕
方
く
ら
い
に
な
る
と
、
ホ
テ
ル

に
バ
ス
で
行
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

に
行
く
と
す
ご
く
き
れ
い
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
部
屋
や
大
浴
場

で
友
達
と
た
く
さ
ん
話
せ
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
で
は
、
朝
早
く
か
ら
早

朝
体
験
を
し
ま
し
た
。
ぬ
れ
た
タ

オ
ル
を
振
り
回
し
た
り
、
つ
ら
ら

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
９
時
45
分
か
ら
、
滝
上
町
の
人

た
ち
と
冬
遊
び
体
験
を
し
ま
し

た
。

　
特
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
尻

滑
り
で
す
。
理
由
は
、
足
を
上
げ

て
み
ん
な
で
競
争
を
し
た
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
お
昼
に

は
濁
川
小
学
校
で
カ
レ
ー
を
食
べ

越
知
町・滝
上
町
児
童
交
流
感
想
文

　
　
　
　
　
　
　（冬
の
交
流
事
業
）

5 4広報おち―4月号 広報おち―4月号



ま
し
た
。
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

　
午
後
か
ら
は
、
ス
キ
ー
を
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
上

手
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
バ
ラ
ン

ス
や
滑
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。
リ
フ
ト
に
乗
っ
て

上
か
ら
滑
り
ま
し
た
。
１
回
目

は
、
何
回
か
こ
け
た
け
ど
、
２
回

目
は
、
１
回
目
よ
り
こ
け
ず
に
滑

れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
夜
の

ご
飯
で
は
、
滝
上
の
人
も
一
緒
に

食
べ
ま
し
た
。
滝
上
町
の
人
た
ち

に
私
た
ち
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
を
見
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
３
日
目
は
、
ガ
リ
ン
コ
号
に
乗

り
ま
し
た
。
私
が
す
ご
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
船
の
機
械
で
氷
を
け

ず
っ
て
い
た
の
が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
も
う
１
つ
は
、
海
が
ほ

と
ん
ど
氷
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

び
っ
く
り
し
た
し
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
次
に
、
流
氷
科
学
セ
ン

タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
流
氷
科
学

セ
ン
タ
ー
で
は
映
画
を
見
た
後
お

昼
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。

　
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た

後
み
ん
な
で
飛
行
機
に
乗
っ
て
帰

り
ま
し
た
。
友
達
と
た
く
さ
ん
い

ろ
ん
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
バ

ス
で
学
校
に
帰
る
と
た
く
さ
ん
の

親
の
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
私
の

お
母
さ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が
来
て

く
れ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

【
中
学
生
感
想
文
】

　
　
中
学
２
年
　
岡
田
　
実
桜

　
今
回
の
交
流
会
は
、
高
知
で
は

体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
思
い
出
に
残
る

交
流
会
で
し
た
。
私
が
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
雪
遊
び
で

す
。

　
滝
上
の
方
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
雪
遊
び
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
私
は
心
か
ら
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

の
ふ
か
ふ
か
の
雪
で
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
し
た
い
、
ま
た
訪
れ
た

い
！
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
一

生
の
思
い
出
で
す
！
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
滝
上
町
の
方
々
へ
」

　
ス
キ
ー
体
験
の
時
に
は
、
１
人

１
人
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ

り
、
雪
遊
び
や
交
流
セ
レ
モ
ニ
ー

の
際
に
も
た
く
さ
ん
ご
協
力
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
で
滝
上
町
を
満
喫
で

き
ま
し
た
。
滝
上
に
行
っ
て
み
て

皆
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
が
素
敵
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
中
学
２
年
　
堅
田
　
心
結

　
私
は
こ
の
滝
上
町
と
の
交
流
会

を
通
し
て
、
北
海
道
で
し
か
体
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
ス
キ
ー

や
雪
遊
び
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
特
に
ス
キ
ー

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
て
、
滝
上

中
学
校
の
生
徒
が
簡
単
そ
う
に
滑

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
実

際
は
と
て
も
難
し
く
て
最
初
は
た

く
さ
ん
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
練
習
し
て
い
く
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
後

に
は
雪
山
を
滑
り
降
り
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
も
雪
遊
び

も
本
当
に
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
滝
上
中
学
校
の
人

と
少
し
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
互
い
の
地
域
の
こ
と
を
教

え
合
う
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

「
滝
上
町
の
方
々
へ
」

　
こ
の
交
流
会
で
お
世
話
に
な
っ

た
滝
上
町
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
の

思
い
出
に
残
る
交
流
会
を
計
画
し

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
海
道
で
行

っ
た
場
所
や
体
験
し
た
こ
と
は
、

ど
れ
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
と
て

も
楽
し
く
て
北
海
道
か
ら
離
れ
る

の
が
嫌
だ
と
思
う
く
ら
い
で
し

た
。

　
ま
た
越
知
町
に
も
来
て
く
だ
さ

い
ね
！

　
中
学
２
年
　
村
上
　
葵

　
最
初
の
旭
山
動
物
園
で
は
、
オ

オ
カ
ミ
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
滝
上

の
人
た
ち
と
は
夏
ぶ
り
だ
っ
た
の

で
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
こ
と
が
で

き
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
早
朝
体

験
で
寒
い
北
海
道
だ
か
ら
で
き
る

タ
オ
ル
を
凍
ら
せ
た
り
、
雪
を
投

げ
た
り
し
て
と
て
も
寒
か
っ
た
け

ど
、
寒
さ
を
忘
れ
る
く
ら
い
楽
し

か
っ
た
で
す
。
雪
遊
び
で
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
ソ
リ
で
滑

っ
た
り
な
ど
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
も
っ
と
遊
ん
で
い
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は

全
く
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
教
え

て
く
れ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ガ
リ
ン
コ
号
で
は
、
今
ま

で
流
氷
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
で
一
緒
に
話
し
た
り
、
ご

飯
を
食
べ
た
り
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
滝
上
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な

れ
た
気
が
し
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

「
滝
上
町
の
方
々
へ
」

　
３
日
間
、
私
た
ち
の
た
め
に
交

流
会
の
計
画
を
し
て
く
だ
さ
り
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
、
早
朝
体

験
な
ど
、
越
知
町
で
は
体
験
で
き

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
と
て

も
思
い
出
に
残
っ
た
交
流
で
し

た
。

　
ま
た
越
知
町
に
も
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
！

　
広
報
３
月
号
に
も
掲
載
し
ま
し

た
が
、
２
月
７
〜
９
日
の
３
日

間
、
越
知
小
学
校
５
年
生
21
人
と

越
知
町
中
学
生
27
人
（
町
外
の
中

学
校
へ
通
学
す
る
生
徒
含
む
）
と

引
率
者
15
人
が
友
好
交
流
町
で
あ

る
、
北
海
道
滝
上
町
を
訪
問
し
、

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
流
に
参
加
し
た
児
童
・
生
徒

の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

（
要
約
・
敬
称
略
）

【
小
学
生
感
想
文
】

「
北
海
道
に
行
っ
て
」

小
学
５
年
　
畑
山 

苺
音

　
今
か
ら
北
海
道
へ
行
っ
て
楽
し

か
っ
た
こ
と
ベ
ス
ト
７
を
紹
介
し

ま
す
。

　
第
１
位
は
、
ス
キ
ー
で
す
。
理

由
は
、
最
初
は
で
き
な
く
て
い
ら

い
ら
し
た
け
ど
、
滝
上
町
の
友
達

が
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
て
す
ご

い
な
あ
と
思
っ
て
、
自
分
で
や
っ

て
み
る
と
な
か
な
か
で
き
な
く
て

時
間
が
か
か
っ
た
け
ど
、
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
楽
し
く
な
っ
て
リ

フ
ト
に
乗
っ
て
、
上
ま
で
行
っ
て

滑
っ
て
い
く
と
自
分
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
実
感
で
き

ま
し
た
。
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

楽
し
く
て
も
っ
と
や
り
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　
第
２
位
は
、
冬
遊
び
で
す
。
理

由
は
、
越
知
町
で
は
で
き
な
い
遊

び
ば
か
り
で
、
私
は
と
く
に
尻
滑

り
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
ソ
リ
と
か
も
い
ろ
ん
な
種
類

が
あ
っ
た
け
ど
、
尻
滑
り
の
方
が

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
し
、
担
当
し
て

い
る
人
も
お
も
し
ろ
い
人
な
の
で

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
第
３
位
は
、
旭
山
動
物
園
に
行

っ
た
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
高
知

県
に
は
い
な
い
動
物
が
い
た
り
、

た
く
さ
ん
の
お
み
や
げ
を
売
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
私
が
動
物
園
で
す
ご
い

と
思
っ
た
の
は
、
マ
ヌ
ル
ネ
コ
と

い
う
動
物
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
高

知
県
の
動
物
園
に
は
い
な
い
動
物

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
第
４
位
は
、
２
日
目
の
夜
の
ご

は
ん
の
時
間
で
す
。
理
由
は
、
滝

上
町
の
友
達
が
ク
イ
ズ
を
出
し
物

に
し
て
み
ん
な
が
全
然
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
し
、
私

が
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
北

海
道
で
は
、
ラ
ー
メ
ン
を
も
う
一

つ
の
食
べ
方
で
食
べ
て
い
て
、
そ

れ
が
サ
ラ
ダ
ラ
ー
メ
ン
と
知
っ
て

と
っ
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
滝
上
町
の
中
学
生
の

発
表
で
Ｎ
Ｇ
集
が
と
っ
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ピ
コ

ロ
か
ら
も
た
く
さ
ん
お
み
や
げ
を

も
ら
っ
た
し
、
滝
上
町
の
方
か
ら

も
、
あ
め
を
も
ら
っ
て
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
２
日
目
の
夜
ご
は
ん

で
し
た
。

　
第
５
位
は
、
飛
行
機
で
す
。
理

由
は
、
着
陸
の
時
と
離
陸
の
時
に

ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
音
を
た
て
な
が

ら
着
陸
し
た
り
、
ウ
ィ
ー
ン
と
か

い
い
な
が
ら
離
陸
し
た
り
し
て
、

着
陸
と
離
陸
の
と
き
は
ち
ょ
っ
と

酔
う
ち
ゃ
っ
た
け
ど
飛
行
機
は
と

っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
第
６
位
は
、
お
風
呂
で
す
。
理

由
は
、
大
浴
場
で
み
ん
な
と
入
っ

て
お
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
み
ん
な

と
た
く
さ
ん
お
話
を
し
た
り
、
岩

の
ま
わ
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
た
り

し
て
、
楽
し
く
み
ん
な
と
お
風
呂

に
入
れ
た
か
ら
で
す
。

　
第
７
位
は
、
友
達
と
ホ
テ
ル
で

２
泊
３
日
す
ご
し
た
こ
と
で
す
。

理
由
は
、
い
つ
も
じ
ゃ
話
せ
な
い

こ
と
を
話
し
た
り
し
た
か
ら
で

す
。

　
こ
の
旅
で
成
長
し
た
こ
と
は
、

い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
っ
て
、
よ
い

友
達
関
係
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
こ
の
旅
で
自
分
が
成
長

し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
滝
上
で
し
か
で
き
な
い
体
験

や
、
あ
ま
り
行
け
な
い
北
海
道
へ

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て

と
っ
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
滝
上
町

の
人
と
会
え
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
。

「
初
め
て
北
海
道
に
行
っ
た
よ
」

小
学
５
年
　
大
原
　
瑠
心

　
私
は
、
２
月
７
日
に
北
海
道
滝

上
町
に
行
き
ま
し
た
。
朝
起
き
た

ら
外
が
真
っ
暗
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
学
校
に
行
く
と
ほ
と
ん
ど

の
ク
ラ
ス
の
友
達
や
中
２
の
人
が

来
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
で
出
発
す

る
と
き
、
親
の
人
や
先
生
な
ど
が

手
を
振
っ
て
く
れ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　
バ
ス
で
は
、
友
達
の
み
ん
な
と

話
し
た
り
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
高
知
空
港
に
着
く
と
、
荷

物
検
査
を
し
ま
し
た
。
私
は
初
め

て
飛
行
機
に
乗
る
の
で
墜
落
す
る

の
が
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
さ
ん
や
Ｃ
Ａ
さ
ん
な
ど
が
や

さ
し
く
声
が
け
な
ど
を
し
て
く
れ

て
少
し
安
心
し
ま
し
た
。
高
知
か

ら
東
京
に
行
っ
て
い
る
時
に
、
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
や
富
士
山
が
見
え
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
　

　
旭
川
空
港
に
着
い
た
後
、
旭
山

動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。
実
際
に

見
た
こ
と
が
な
い
動
物
が
た
く
さ

ん
見
え
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

夕
方
く
ら
い
に
な
る
と
、
ホ
テ
ル

に
バ
ス
で
行
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

に
行
く
と
す
ご
く
き
れ
い
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
部
屋
や
大
浴
場

で
友
達
と
た
く
さ
ん
話
せ
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
で
は
、
朝
早
く
か
ら
早

朝
体
験
を
し
ま
し
た
。
ぬ
れ
た
タ

オ
ル
を
振
り
回
し
た
り
、
つ
ら
ら

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
９
時
45
分
か
ら
、
滝
上
町
の
人

た
ち
と
冬
遊
び
体
験
を
し
ま
し

た
。

　
特
に
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
尻

滑
り
で
す
。
理
由
は
、
足
を
上
げ

て
み
ん
な
で
競
争
を
し
た
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
お
昼
に

は
濁
川
小
学
校
で
カ
レ
ー
を
食
べ

越
知
町・滝
上
町
児
童
交
流
感
想
文

　
　
　
　
　
　
　（冬
の
交
流
事
業
）
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こ
ん
に
ち
は
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク

お
ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
の
柏
野
で
す
。

 

　
私
は
兵
庫
県
出
身
で
越
知
町
を

流
れ
る
仁
淀
川
に
心
引
か
れ
、
心

奪
わ
れ
た
男
の
一
人
で
す
。
趣
味

は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
歴
15
年
）
と

カ
ヤ
ッ
ク
（
歴
８
年
）
で
す
。
　

　
学
生
の
頃
か
ら
今
日
ま
で
、
休

日
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
全

国
の
岩
場
と
川
を
駆
け
ず
り
回
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
、
仁
淀
川
流
域
で
の
登
攀
と
川

下
り
が
大
好
き
に
な
り
、
頻
繁
に

兵
庫
か
ら
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
多
い
と
き
に
は
月
に
８
回
ほ

ど
。
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
く
う

ち
に
四
季
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
仁
淀

川
の
自
然
、
旅
の
途
中
で
出
会
っ

た
心
温
か
い
地
元
の
方
々
に
魅
了

さ
れ
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ

な
く
な
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
兵
庫

を
離
れ
２
年
前
の
春
に
高
知
県
に

移
住
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
私
は
、
仁
淀
川
の

自
然
の
美
し
さ
、
キ
ャ
ン
プ
を
通

し
た
野
遊
び
の
魅
力
を
県
内
外
の

多
く
の
方
に
ご
案
内
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
お

ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
し
て

い
ま
す
。

　
私
の
大
好
き
な
仁
淀
川
の
魅
力

を
満
喫
で
き
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
お

ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

と
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
か
わ
の
駅
お

ち
で
は
、
越
知
町
に
関
わ
る
す
べ

て
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
宿
泊
利
用
料
が
半
額

と
な
る
「
お
ち
割
」
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

　
対
象
者
は
越
知
町
民
の
皆
さ

ん
、
越
知
町
内
企
業
勤
務
者
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
予
約
等

詳
細
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
10
区
の
仁
野
村
満
さ
ん
よ
り
、

越
知
小
学
校
に
卓
球
台
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
卓
球
台
は
、
越
知

小
学
校
児
童
の
た
め
に
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
お
ち
仁
淀
川
キ

ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

　
℡（
２
７
）
２
６
２
２

　
３
月
３
日
、
越
知
小
学
生
が
こ

ば
な
し
な
ど
を
披
露
す
る
「
お
ち

１
グ
ラ
ン
プ
リ
〜
越
知
小
学
生
お

笑
い
の
び
の
び
発
表
会
〜
」
が
町

民
会
館
で
行
わ
れ
、
約
60
人
の
観

客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
観
光
お
ち

大
使
」
で
あ
り
、
越
知
小
学
校
落

語
教
室
の
先
生
で
も
あ
る
淀
家
萬

月
さ
ん
が
企
画
し
、
今
年
度
で
８

回
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
３

年
生
７
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
授

業
で
習
っ
た
小
ば
な
し
や
、
即
興

で
あ
い
う
え
お
作
文
を
披
露
し
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
見
事
な
話
芸

に
、
会
場
内
は
笑
い
に
包
ま
れ
、

特
別
ゲ
ス
ト
の
オ
ダ
ウ
エ
ダ
の
お

二
人
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

【
出
場
者
芸
名
】

　（小
ば
な
し
演
目
）

●

仁
淀
家
　
ひ
ろ

　（
総
理
の
資
質
、
化
粧
）

●

越
知
亭
　
杏
子

　（
運
動
会
、
ご
自
由
）

●

越
知
亭
　
ヨ
ッ
シ
ー

　（
神
様
、
も
の
わ
す
れ
）

●

越
知
亭
　
ヨ
コ
ロ
ー

　（
魚
屋
、
ひ
つ
じ
）

●

仁
淀
家
　
し
お
り

　（
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ピ
カ
ソ
、
帰

り
道
）

●

越
知
亭
　
み
か

　（
く
じ
引
き
、
ち
が
う
）

●

越
知
亭
　
陸
ノ
助

　（
ミ
カ
ン
、
海
女
さ
ん
）

お
ち
１
グ
ラ
ン
プ
リ

〜
越
知
小
学
生
お
笑
い
の
び
の
び
発
表
会
〜

〜
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ス
タ
ッ
フ
か
ら
〜

  

仁
淀
川
に
心
引
か
れ
て

小
学
校
に
卓
球
台

を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

　
３
月
３
日
、
越
知
町
消
防
団
に

よ
る
大
桐
地
区
、
野
老
山
地
区
、

横
畠
地
区
の
消
防
水
利
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
点
検
は
、
火
災
発
生
時
に

速
や
か
な
消
火
活
動
を
行
う
た
め

に
、
毎
年
春
と
秋
に
消
防
団
行
事

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
越
知
町
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら

も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
し

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

　
滝
上
町
は
２
月
29
日
に
、
北
海

道
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
日
本

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
加
盟
す

る
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
を

運
営
す
る
『
株
式
会
社
コ
ン
サ

ド
ー
レ
』
と
、
地
域
活
性
化
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
育
成
な
ど
を
目
指
し
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し

て
活
動
す
る
『
一
般
社
団
法
人
コ

ン
サ
ド
ー
レ
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
』
と
の
間
で
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
滝
上
小
学
校
で
包
括
連
携
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社
コ

ン
サ
ド
ー
レ
の
河
合
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
コ

ン
サ
ド
ー
レ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

チ
ー
ム
・
キ
ャ
プ
テ
ン
）
と
コ
ン

サ
ド
ー
レ
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
岩
崎
代
表
理
事
が
、
清
原
町

長
と
包
括
連
携
協
定
の
サ
イ
ン
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
の
前
後
に
は
、
子
ど
も

た
ち
と
コ
ン
サ
ド
ー
レ
で
活
躍
し

た
河
合
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
の
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
交
流
も
行
わ
れ
、
サ
ッ

カ
ー
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
の
活
性
に
つ
な
が
る
連
携
協
定

の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
新
た
な
地
域
活
性
に
！

  

〜「
滝
上
町×

コ
ン
サ
ド
ー
レ
」

　
　 

　
　
包
括
連
携
協
定
締
結
〜

ピコロ通信

【北海道滝上町】

（左から）岩崎代表理事、河合ＣＲＣ、清原町長が
サインを交わしました

水利点検の様子

あいうえお作文を披露 出演者の皆さん

プロで活躍した選手とのサッカー交流を楽しむ
子どもたち

越
知
町
消
防
団
　

春
の
水
利
点
検と

う
は
ん

　
令
和
５
年
度
の
総
合
健
診
で
特

定
健
康
診
査
を
受
け
た
30
歳
か
ら

74
歳
、総
勢
２
７
１
人
の
中
か
ら
、

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
左
記
の

10
人
の
方
に
血
圧
計
や
歯
周
病
予

防
セ
ッ
ト
が
当
た
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
選
し
た
方
は
、「
予
防
セ
ッ

ト
で
歯
の
健
康
に
気
を
つ
け
た

い
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
当
選
者
】
　

（
１
区
） 

古
味
都
喜
美
さ
ん

（
１
区
） 

坂
口
　
文
惠
さ
ん

（
６
区
） 

岡
林
　
泰
秀
さ
ん

（
10
区
） 

大
川
口
　
修
さ
ん

（
10
区
） 

藤
原
　
眞
一
さ
ん

（
佐
之
国
） 

白
井
　
千
晃
さ
ん

（
袖
野
） 

山
本
　
清
美
さ
ん

（
鎌
井
田
） 

藤
田
美
智
子
さ
ん

（
谷
ノ
内
） 

中
川
　
立
子
さ
ん

 

他
１
人

　
今
年
度
も
総
合
健
診
で
の
特
定

健
診
受
診
で
健
康
グ
ッ
ズ
が
当
た

り
ま
す
（
国
保
の
方
に
限
り
ま

す
）。
　
　

　
次
回
、
当
選
す
る
の
は
あ
な
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
健
康
と
楽
し

み
を
一
緒
に
手
に
入
れ
て
み
ま
せ

ん
か
？

当
選
者
発
表

特
定
健
診
を
受
け
て
、「
健
康
グ
ッ
ズ
」を
当
て
よ
う
！町長が抽選をしました

健康グッズ

歯周病予防セットが当たりました
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こ
ん
に
ち
は
。
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク

お
ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル

ド
の
柏
野
で
す
。

 

　
私
は
兵
庫
県
出
身
で
越
知
町
を

流
れ
る
仁
淀
川
に
心
引
か
れ
、
心

奪
わ
れ
た
男
の
一
人
で
す
。
趣
味

は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
歴
15
年
）
と

カ
ヤ
ッ
ク
（
歴
８
年
）
で
す
。
　

　
学
生
の
頃
か
ら
今
日
ま
で
、
休

日
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
全

国
の
岩
場
と
川
を
駆
け
ず
り
回
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特

に
、
仁
淀
川
流
域
で
の
登
攀
と
川

下
り
が
大
好
き
に
な
り
、
頻
繁
に

兵
庫
か
ら
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
多
い
と
き
に
は
月
に
８
回
ほ

ど
。
そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
く
う

ち
に
四
季
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
仁
淀

川
の
自
然
、
旅
の
途
中
で
出
会
っ

た
心
温
か
い
地
元
の
方
々
に
魅
了

さ
れ
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ

な
く
な
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
兵
庫

を
離
れ
２
年
前
の
春
に
高
知
県
に

移
住
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
私
は
、
仁
淀
川
の

自
然
の
美
し
さ
、
キ
ャ
ン
プ
を
通

し
た
野
遊
び
の
魅
力
を
県
内
外
の

多
く
の
方
に
ご
案
内
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
お

ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
し
て

い
ま
す
。

　
私
の
大
好
き
な
仁
淀
川
の
魅
力

を
満
喫
で
き
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
お

ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

と
、
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
か
わ
の
駅
お

ち
で
は
、
越
知
町
に
関
わ
る
す
べ

て
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
宿
泊
利
用
料
が
半
額

と
な
る
「
お
ち
割
」
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。

　
対
象
者
は
越
知
町
民
の
皆
さ

ん
、
越
知
町
内
企
業
勤
務
者
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
予
約
等

詳
細
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
10
区
の
仁
野
村
満
さ
ん
よ
り
、

越
知
小
学
校
に
卓
球
台
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
卓
球
台
は
、
越
知

小
学
校
児
童
の
た
め
に
、
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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仁
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２
２
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３
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が
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民
会
館
で
行
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れ
、
約
60
人
の
観

客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
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イ
ベ
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ト
は
「
観
光
お
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大
使
」
で
あ
り
、
越
知
小
学
校
落

語
教
室
の
先
生
で
も
あ
る
淀
家
萬

月
さ
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が
企
画
し
、
今
年
度
で
８

回
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
３

年
生
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人
が
出
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し
ま
し
た
。
授

業
で
習
っ
た
小
ば
な
し
や
、
即
興

で
あ
い
う
え
お
作
文
を
披
露
し
、

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
見
事
な
話
芸

に
、
会
場
内
は
笑
い
に
包
ま
れ
、

特
別
ゲ
ス
ト
の
オ
ダ
ウ
エ
ダ
の
お

二
人
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

【
出
場
者
芸
名
】

　（小
ば
な
し
演
目
）

●

仁
淀
家
　
ひ
ろ

　（
総
理
の
資
質
、
化
粧
）

●

越
知
亭
　
杏
子

　（
運
動
会
、
ご
自
由
）

●

越
知
亭
　
ヨ
ッ
シ
ー

　（
神
様
、
も
の
わ
す
れ
）

●

越
知
亭
　
ヨ
コ
ロ
ー

　（
魚
屋
、
ひ
つ
じ
）

●

仁
淀
家
　
し
お
り

　（
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ピ
カ
ソ
、
帰

り
道
）

●

越
知
亭
　
み
か

　（
く
じ
引
き
、
ち
が
う
）

●

越
知
亭
　
陸
ノ
助

　（
ミ
カ
ン
、
海
女
さ
ん
）

お
ち
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グ
ラ
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プ
リ

〜
越
知
小
学
生
お
笑
い
の
び
の
び
発
表
会
〜

〜
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
ス
タ
ッ
フ
か
ら
〜

  
仁
淀
川
に
心
引
か
れ
て

小
学
校
に
卓
球
台

を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

　
３
月
３
日
、
越
知
町
消
防
団
に

よ
る
大
桐
地
区
、
野
老
山
地
区
、

横
畠
地
区
の
消
防
水
利
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
点
検
は
、
火
災
発
生
時
に

速
や
か
な
消
火
活
動
を
行
う
た
め

に
、
毎
年
春
と
秋
に
消
防
団
行
事

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
越
知
町
消
防
団
は
、
こ
れ
か
ら

も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力
し

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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滝
上
町
は
２
月
29
日
に
、
北
海

道
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
日
本

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
加
盟
す

る
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
を

運
営
す
る
『
株
式
会
社
コ
ン
サ

ド
ー
レ
』
と
、
地
域
活
性
化
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の

心
身
の
育
成
な
ど
を
目
指
し
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し

て
活
動
す
る
『
一
般
社
団
法
人
コ

ン
サ
ド
ー
レ
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
』
と
の
間
で
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
滝
上
小
学
校
で
包
括
連
携
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
、
株
式
会
社
コ

ン
サ
ド
ー
レ
の
河
合
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
コ

ン
サ
ド
ー
レ
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

チ
ー
ム
・
キ
ャ
プ
テ
ン
）
と
コ
ン

サ
ド
ー
レ
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
岩
崎
代
表
理
事
が
、
清
原
町

長
と
包
括
連
携
協
定
の
サ
イ
ン
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
の
前
後
に
は
、
子
ど
も

た
ち
と
コ
ン
サ
ド
ー
レ
で
活
躍
し

た
河
合
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
の
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
交
流
も
行
わ
れ
、
サ
ッ

カ
ー
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
の
活
性
に
つ
な
が
る
連
携
協
定

の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
新
た
な
地
域
活
性
に
！

  

〜「
滝
上
町×

コ
ン
サ
ド
ー
レ
」

　
　 

　
　
包
括
連
携
協
定
締
結
〜

ピコロ通信

【北海道滝上町】

（左から）岩崎代表理事、河合ＣＲＣ、清原町長が
サインを交わしました

水利点検の様子

あいうえお作文を披露 出演者の皆さん

プロで活躍した選手とのサッカー交流を楽しむ
子どもたち

越
知
町
消
防
団
　

春
の
水
利
点
検と

う
は
ん

　
令
和
５
年
度
の
総
合
健
診
で
特

定
健
康
診
査
を
受
け
た
30
歳
か
ら

74
歳
、総
勢
２
７
１
人
の
中
か
ら
、

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
左
記
の

10
人
の
方
に
血
圧
計
や
歯
周
病
予

防
セ
ッ
ト
が
当
た
り
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
選
し
た
方
は
、「
予
防
セ
ッ

ト
で
歯
の
健
康
に
気
を
つ
け
た

い
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
当
選
者
】
　

（
１
区
） 

古
味
都
喜
美
さ
ん

（
１
区
） 

坂
口
　
文
惠
さ
ん

（
６
区
） 

岡
林
　
泰
秀
さ
ん

（
10
区
） 

大
川
口
　
修
さ
ん

（
10
区
） 

藤
原
　
眞
一
さ
ん

（
佐
之
国
） 

白
井
　
千
晃
さ
ん

（
袖
野
） 

山
本
　
清
美
さ
ん

（
鎌
井
田
） 

藤
田
美
智
子
さ
ん

（
谷
ノ
内
） 

中
川
　
立
子
さ
ん

 

他
１
人

　
今
年
度
も
総
合
健
診
で
の
特
定

健
診
受
診
で
健
康
グ
ッ
ズ
が
当
た

り
ま
す
（
国
保
の
方
に
限
り
ま

す
）。
　
　

　
次
回
、
当
選
す
る
の
は
あ
な
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
健
康
と
楽
し

み
を
一
緒
に
手
に
入
れ
て
み
ま
せ

ん
か
？

当
選
者
発
表

特
定
健
診
を
受
け
て
、「
健
康
グ
ッ
ズ
」を
当
て
よ
う
！町長が抽選をしました

健康グッズ

歯周病予防セットが当たりました
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消毒のため原木をドラム缶でゆでる

越知の中心地

カブト嶽石鎚神社

ナラの木の伐倒作業

　
昨
年
、
初
め
て
マ
イ
タ
ケ
栽
培

を
実
施
し
て
、
失
敗
も
あ
り
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
業
務
で
の
目
的
は

「
マ
イ
タ
ケ
栽
培
を
通
し
た
地
域

貢
献
・
地
域
活
性
・
環
境
保
全
」

で
す
。

　
倒
木
の
除
去
や
竹
林
の
整
備
な

ど
で
出
た
端
材
は
、
マ
イ
タ
ケ
を

植
菌
す
る
原
木
の
煮
沸
消
毒
の
燃

料
（
ま
き
）
と
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。

  

　
す
で
に
今
年
の
分
と
し
て
数

回
、
煮
沸
消
毒
の
作
業
を
実
施
し

て
お
り
、「
ま
き
」
が
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
い
ろ
ん
な
場
所
へ
整
備

し
に
行
っ
て
、「
ま
き
」
の
確
保

を
し
な
く
て
は
！

　
ま
た
、
う
れ
し
い
こ
と
に
「
う

ち
の
原
木
使
っ
て
よ
〜
」
と
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
ナ
ラ

の
木
で
し
た
が
、ク
ヌ
ギ
、ク
リ
、

カ
キ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ブ
ナ
な
ど
も

マ
イ
タ
ケ
栽
培
に
適
し
て
い
る
の

で
、
お
持
ち
の
方
は
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ

て
伺
い
ま
す
！

   

　
越
知
町
に
来
て
４
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
福
島
出
身
の
私
は
、
今

ま
で
と
は
違
う
気
候
や
地
形
に
驚

く
こ
と
も
あ
り
、
遠
く
に
来
た
も

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
て
か
ら
す
ぐ
に
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
横
倉
山
に

登
り
ま
し
た
。
第
一
駐
車
場
か
ら

の
登
山
道
は
わ
り
と
険
し
く
少
し

疲
れ
ま
し
た
が
、「
カ
ブ
ト
嶽
」

か
ら
の
景
色
は
と
て
も
素
晴
ら
し

く
、
町
の
中
心
が
一
望
で
き
ま
し

た
。

 

　
仁
淀
川
や
周
り
の
山
々
を
見
渡

し
、
こ
こ
で
生
活
を
し
て
い
く
ん

スダ
（リバーガイド）

サトウ
（地域活性・環境保全）

越
知
で
の
新
し
い
生
活

今
年
も

マ
イ
タ
ケ
つ
く
る
ぞ
！

だ
な
と
、
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
が

湧
い
て
き
ま
し
た
。

 

　
協
力
隊
の
活
動
の
一
環
と
し
て

横
倉
山
ガ
イ
ド
研
修
に
参
加
。

　
植
生
、
地
質
、
歴
史
な
ど
興
味

深
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
中

で
も
安
徳
天
皇
伝
説
に
は
驚
き
ま

し
た
。
今
ま
で
壇
ノ
浦
の
話
し
か

知
ら
な
か
っ
た
も
の
で･･･

。

　
植
物
や
樹
木
の
名
前
も
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、「
ガ
イ
ド
」

と
い
う
仕
事
の
難
し
さ
、
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
「
リ
バ

ー
ガ
イ
ド
」
の
活
動
は
こ
れ
か
ら

本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
ち
ら

も
初
め
て
の
経
験
な
の
で
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
不
安
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ト
の
操
作
技
術
や
安

全
、
お
客
様
に
安
心
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

習
得
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
よ
そ
も
ん
通
信
と
は
、固
定
概
念
な
く
ま
ち
の
魅
力
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を「
よ
そ
も
ん
」と
置
き
換
え
、そ
の
活

動
内
容
を
町
民
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
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整備作業前の竹林整備後の竹を割って燃料に

■
２
０
２
４
年
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

募
集
中

　
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

ス
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
『
ド
ッ
グ
ス
ク
ラ
ブ
』
会
員
様

を
、
今
年
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
て
募
集
中
で
す
！

　
昨
年
と
同
じ
く
、
お
得
な
お
買

物
券
が
も
ら
え
る
プ
ラ
ン
を
は
じ

め
、
新
プ
ラ
ン
と
し
て
『
Ｂ
Ｌ
Ａ

Ｃ
Ｋ
　
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
』
会
員

が
登
場
！
試
合
イ
ベ
ン
ト
参
加
権

や
、
セ
レ
モ
ニ
ア
ル
ピ
ッ
チ
へ
の

登
板
権
も
つ
い
た
特
別
な
体
験
が

で
き
る
豪
華
プ
ラ
ン
で
す
。
詳
細

は
球
団
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
お
近
く
の
ス

タ
ッ
フ
ま
で
！

■
２
０
２
４
年
シ
ー
ズ
ン
開
幕

　
３
月
30
日
、
い
よ
い
よ
２
０
２

４
年
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
ま
す
！

開
幕
戦
は
、
徳
島
Ｉ
Ｓ
戦
を
徳

島
・
む
つ
み
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

し
ま
す
。

　
高
知
で
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
は
４

月
６
日
（
土
）
に
高
知
球
場
、
午

後
６
時
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。
対

戦
相
手
は
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ

レ
ー
ツ
。
大
事
な
一
戦
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
は
球
場

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
声
援
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

　
川
﨑
宗
則
さ
ん
に
は
試
合
前
の

練
習
か
ら
試
合
中
も
ベ
ン
チ
に
入

り
、
試
合
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
な
ん
と
、
川
﨑
宗
則

さ
ん
が
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス

（
現
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
）
入
団
１
年
目
に
同
チ
ー
ム
の

二
軍
総
合
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
た

の
が
定
岡
智
秋
監
督
。
翌
年
か
ら

は
二
軍
監
督
に
就
任
し
、
共
に
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
２
人

の
長
年
の
ご
縁
が
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実

施
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
越
知
町
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
対
戦
相
手
は
、同
じ「
四

国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」

に
属
す
る
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ

ク
ス
。
結
果
は
３
対
４
と
敗
戦
し

た
も
の
の
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
元

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
川
﨑
宗
則

さ
ん
、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
ら
ん
ま
ん
」
に
出
演
さ
れ
た

高
知
県
出
身
俳
優
の
中
村
里
帆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
気
も
杞
憂
に
終
わ
り
、
お
二
方

に
は
試
合
前
の
始
球
式
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
お
見
事
な
ス
ト
ラ

イ
ク
投
球
に
場
内
は
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。

   

■
越
知
町
長
杯
開
催

　
２
月
24
日
、
毎
年
恒
例
の
交
流

試
合
「
越
知
町
長
杯
」
を
開
催
し

ま
し
た
！

 

越
知
町
に
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
置
く

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

の
情
報
を

お
届
け
！

き
ゆ
う
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に
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ぎ
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し
た
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出
身
の
私
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、
今
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で
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は
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気
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や
地
形
に
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く
こ
と
も
あ
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、
遠
く
に
来
た
も

の
だ
と
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に
、
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で
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、
中
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も
安
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天
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に
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き
ま

し
た
。
今
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で
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の
話
し
か

知
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な
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植
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や
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の
名
前
も
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ら

な
い
こ
と
ば
か
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で
、「
ガ
イ
ド
」

と
い
う
仕
事
の
難
し
さ
、
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
「
リ
バ

ー
ガ
イ
ド
」
の
活
動
は
こ
れ
か
ら

本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
ち
ら

も
初
め
て
の
経
験
な
の
で
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
不
安
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ト
の
操
作
技
術
や
安

全
、
お
客
様
に
安
心
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

習
得
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
よ
そ
も
ん
通
信
と
は
、固
定
概
念
な
く
ま
ち
の
魅
力
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を「
よ
そ
も
ん
」と
置
き
換
え
、そ
の
活

動
内
容
を
町
民
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。
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ド
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ま
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に
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に
は
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に
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だ
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、
ご
声
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試
合
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中
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チ
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入
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、
試
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だ
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ま
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と
、
川
﨑
宗
則

さ
ん
が
福
岡
ダ
イ
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ホ
ー
ク
ス

（
現
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
）
入
団
１
年
目
に
同
チ
ー
ム
の

二
軍
総
合
コ
ー
チ
を
務
め
て
い
た

の
が
定
岡
智
秋
監
督
。
翌
年
か
ら

は
二
軍
監
督
に
就
任
し
、
共
に
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
２
人

の
長
年
の
ご
縁
が
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実

施
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
越
知
町
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
対
戦
相
手
は
、同
じ「
四

国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」

に
属
す
る
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ

ク
ス
。
結
果
は
３
対
４
と
敗
戦
し

た
も
の
の
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
元

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
川
﨑
宗
則

さ
ん
、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
ら
ん
ま
ん
」
に
出
演
さ
れ
た

高
知
県
出
身
俳
優
の
中
村
里
帆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
気
も
杞
憂
に
終
わ
り
、
お
二
方

に
は
試
合
前
の
始
球
式
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
お
見
事
な
ス
ト
ラ

イ
ク
投
球
に
場
内
は
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。

   

■
越
知
町
長
杯
開
催

　
２
月
24
日
、
毎
年
恒
例
の
交
流

試
合
「
越
知
町
長
杯
」
を
開
催
し

ま
し
た
！

 

越
知
町
に
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
置
く

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス

の
情
報
を

お
届
け
！

き
ゆ
う

9 8広報おち―4月号 広報おち―4月号



　歳
出
に
つ
い
て

　
主
な
性
質
別
経
費
を
見
る
と
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
20

億
２
２
９
４
万
円
（
対
前
年
度
比

０
・
６
％
減
）
で
、
全
体
の
39
・

４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
の
う
ち
、
公
債
費

は
、
６
億
５
３
４
０
万
円
（
対
前

年
度
比
10
・
０
％
減
）
と
な
っ
て

２
万
円
（
対
前
年
度
比
35
・
７
％

増
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
に
つ
き
ま
し

て
は
、
歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
総
務
省
が
公
表

し
て
い
る
地
方
財
政
計
画
に
お
け

る
地
方
交
付
税
の
伸
び
率
や
前
年

度
決
算
見
込
を
参
考
に
23
億
７
７

８
３
万
円
（
対
前
年
度
比
１
・
６

％
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
３
月
の
定
例
議
会
で
、
令
和
６

年
度
の
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
２
つ
の
企
業
会
計
の

当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額
51

億
３
５
０
５
万
円
で
前
年
度
当
初

予
算
額
45
億
６
８
７
１
万
円
と
比

較
し
、
12
・
４
％
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
予
算
は
一
般
的
に
そ
の
自
治
体

の
構
想
や
行
政
方
針
を
示
す
計
画

書
と
も
い
わ
れ
る
重
要
な
も
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

直
接
関
係
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
一
般
会
計
の
中
身

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　歳
入
に
つ
い
て

　
本
町
が
確
保
で
き
る
町
税
等
の

自
主
財
源
は
、
全
体
の
25
・
９
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
の
74
・

１
％
を
地
方
交
付
税
や
国
・
県
補

助
金
、
町
債
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
歳
入
の
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
う
ち
、
町
税
は
、

定
額
減
税
等
に
よ
り
４
億
２
９
７

２
万
円
（
対
前
年
度
比
３
・
８
％

減
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
減

収
分
は
、
国
か
ら
全
額
補
填
が
あ

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
繰
入
金
は
、
充
当
す
る
歳
出
事

業
の
増
加
に
伴
い
、
５
億
９
６
６

他
の
経
費
」
は
25
億
１
７
６
６
万

円
で
、
全
体
の
49
・
０
％
（
対
前

年
度
比
15
・
６
％
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、
物
件

費
に
お
い
て
、
自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
に
対
応
し

た
基
幹
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
経

費
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
財
源

と
し
て
町
が
借
り
入
れ
る
地
方
債

現
在
高
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
近
年
、
減
少
傾
向
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
財
源
不
足
が

生
じ
る
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
基

金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
物

価
高
騰
等
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運

営
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
的
確
な

見
通
し
の
も
と
、
健
全
な
財
政
運

営
の
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県
が

最
重
点
施
策
と
し
て
推
進
す
る
人

口
減
少
対
策
で
は
、
中
山
間
対
策

と
少
子
化
対
策
を
一
体
と
し
て
取

り
組
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
県
と
連
携
し
な
が
ら

人
口
減
少
対
策
を
は
じ
め
と
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

総
合
交
付
金
事
業
の
事
業
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
現
在
施
工
中
の
日
ノ
浦
地
区

の
災
害
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
工

法
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
事
業

費
が
増
額
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
一
部
事
務
組
合
や
各
種

団
体
へ
の
負
担
金
、
補
助
金
や
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
「
そ
の

い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
や
災
害
復
旧

事
業
費
の
投
資
的
経
費
は
５
億
９

４
４
４
万
円
（
対
前
年
度
比
67
・

５
％
増
）
で
、
全
体
の
11
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
の
う
ち
、
普
通
建

設
事
業
費
に
お
い
て
は
、
築
池
防

災
対
策
工
事
に
係
る
設
計
委
託
業

務
や
洞
門
修
繕
、
社
会
資
本
整
備

各会計当初予算前年度比較

6年度 5年度 増減

51億3,505万円 45億6,871万円 12.4

国 保 会 計 7億1,251万円 7億979万円 0.4

介 護 会 計 9億6,155万円 10億6,020万円 △ 9.3

後 期 高 齢 者 会 計 1億2,840万円 1億2,385万円 3.7

土 地 会 計 1万円 1万円 0.0

蚕 糸 会 計 23万円 26万円 △ 12.9

博 物 館 会 計 3,496万円 2,954万円 18.4

簡 易 水 道 事 業 会 計 1億7,139万円 1億4,552万円 17.8

下 水 道 事 業 会 計 2億1,568万円 4億3,885万円 △ 50.9

73億5,976万円 70億7,672万円 4.0

会  計  別

一 般 会 計

合  計

特

別

会

計

令
和
６
年
度

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
！

交付金等の内訳
地方譲与税                        8,445万円 
利子割交付金                         37万円 
配当割交付金                       226万円 
株式等譲渡所得割交付金       251万円 
法人事業税交付金　　　　　　　  706万円 
地方消費税交付金             13,230万円 
環境性能割交付金                 438万円 
地方特例交付金                  1,800万円 
交通安全対策特別交付金         60万円 

依存財源
38億539万円
（74.1％）

交付金等
2億5,193万円
（4.9％）

自主財源
13億2,966万円
（25.9％）

62億6,315万円 

65億7,937万円 
64億736万円 

61億7,622万円 

56億4,911万円 

53億5,060万円 

54億7,603万円 

60億5,663万円 

62億6,617万円 

61億9,514万円 

64億9,897万円 

58億1,904万円 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度　 令和６年度　
(見込) (見込) 

（単位：億円） 地方債現在高推移

国庫支出金
4億5,904万円
（8.9%） 

地方交付税
23億7,783万円
（46.3%） 

町税
4億2,972万円
（8.4%） 

県支出金
3億7,736万円
（7.4%） 

町債
3億3,923万円
（6.6%） 

分担金及び負担金
2,569万円
（0.5%） 

使用料及び手数料
5,836万円
（1.1%） 

繰入金
5億9,662万円
（11.6%） 

その他
2億1,928万円
（4.3%） 

一般会計
歳入

51億3,505万円

一般会計
歳出（性質別）
51億3,505万円

その他
2億5,600万円
（5.0%）

繰出金
4億6,548万円
（9.1%）

補助費等
8億8,578万円
（17.3%）

物件費
9億1,041万円
（17.7%）

その他の経費
25億1,766万円
（49.0％）

義務的経費
20億2,294万円
（39.4％）

扶助費
2億3,346万円
（4.6%）

人件費
11億3,608万円
（22.1%）

公債費
6億5,340万円
（12.7%）

投資的経費
5億9,444万円
（11.6％）

普通建設事業費
3億8,411万円
（7.5%）

災害復旧事業費
2億1,033万円
（4.1%）

※各項目の金額は四捨五
入しており、合計と一致
しない場合があります。
※（　　）内は、構成比

※各項目の金額は四捨五入しており、合計と一致しない場合があります。

ほ
て
ん

企
業
会
計
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　歳
出
に
つ
い
て

　
主
な
性
質
別
経
費
を
見
る
と
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
償
還
金
で
あ

る
公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
20

億
２
２
９
４
万
円
（
対
前
年
度
比

０
・
６
％
減
）
で
、
全
体
の
39
・

４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
の
う
ち
、
公
債
費

は
、
６
億
５
３
４
０
万
円
（
対
前

年
度
比
10
・
０
％
減
）
と
な
っ
て

２
万
円
（
対
前
年
度
比
35
・
７
％

増
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
に
つ
き
ま
し

て
は
、
歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
総
務
省
が
公
表

し
て
い
る
地
方
財
政
計
画
に
お
け

る
地
方
交
付
税
の
伸
び
率
や
前
年

度
決
算
見
込
を
参
考
に
23
億
７
７

８
３
万
円
（
対
前
年
度
比
１
・
６

％
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
３
月
の
定
例
議
会
で
、
令
和
６

年
度
の
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
２
つ
の
企
業
会
計
の

当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
総
額
51

億
３
５
０
５
万
円
で
前
年
度
当
初

予
算
額
45
億
６
８
７
１
万
円
と
比

較
し
、
12
・
４
％
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
予
算
は
一
般
的
に
そ
の
自
治
体

の
構
想
や
行
政
方
針
を
示
す
計
画

書
と
も
い
わ
れ
る
重
要
な
も
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

直
接
関
係
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
一
般
会
計
の
中
身

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　歳
入
に
つ
い
て

　
本
町
が
確
保
で
き
る
町
税
等
の

自
主
財
源
は
、
全
体
の
25
・
９
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
の
74
・

１
％
を
地
方
交
付
税
や
国
・
県
補

助
金
、
町
債
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
歳
入
の
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
う
ち
、
町
税
は
、

定
額
減
税
等
に
よ
り
４
億
２
９
７

２
万
円
（
対
前
年
度
比
３
・
８
％

減
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
減

収
分
は
、
国
か
ら
全
額
補
填
が
あ

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
繰
入
金
は
、
充
当
す
る
歳
出
事

業
の
増
加
に
伴
い
、
５
億
９
６
６

他
の
経
費
」
は
25
億
１
７
６
６
万

円
で
、
全
体
の
49
・
０
％
（
対
前

年
度
比
15
・
６
％
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、
物
件

費
に
お
い
て
、
自
治
体
情
報
シ
ス

テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
に
対
応
し

た
基
幹
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
経

費
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
財
源

と
し
て
町
が
借
り
入
れ
る
地
方
債

現
在
高
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
近
年
、
減
少
傾
向
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
財
源
不
足
が

生
じ
る
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
基

金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
物

価
高
騰
等
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運

営
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
的
確
な

見
通
し
の
も
と
、
健
全
な
財
政
運

営
の
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県
が

最
重
点
施
策
と
し
て
推
進
す
る
人

口
減
少
対
策
で
は
、
中
山
間
対
策

と
少
子
化
対
策
を
一
体
と
し
て
取

り
組
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
県
と
連
携
し
な
が
ら

人
口
減
少
対
策
を
は
じ
め
と
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

総
合
交
付
金
事
業
の
事
業
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
現
在
施
工
中
の
日
ノ
浦
地
区

の
災
害
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
工

法
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
事
業

費
が
増
額
と
な
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
一
部
事
務
組
合
や
各
種

団
体
へ
の
負
担
金
、
補
助
金
や
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
「
そ
の

い
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
や
災
害
復
旧

事
業
費
の
投
資
的
経
費
は
５
億
９

４
４
４
万
円
（
対
前
年
度
比
67
・

５
％
増
）
で
、
全
体
の
11
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
の
う
ち
、
普
通
建

設
事
業
費
に
お
い
て
は
、
築
池
防

災
対
策
工
事
に
係
る
設
計
委
託
業

務
や
洞
門
修
繕
、
社
会
資
本
整
備

各会計当初予算前年度比較

6年度 5年度 増減

51億3,505万円 45億6,871万円 12.4

国 保 会 計 7億1,251万円 7億979万円 0.4

介 護 会 計 9億6,155万円 10億6,020万円 △ 9.3

後 期 高 齢 者 会 計 1億2,840万円 1億2,385万円 3.7

土 地 会 計 1万円 1万円 0.0

蚕 糸 会 計 23万円 26万円 △ 12.9

博 物 館 会 計 3,496万円 2,954万円 18.4

簡 易 水 道 事 業 会 計 1億7,139万円 1億4,552万円 17.8

下 水 道 事 業 会 計 2億1,568万円 4億3,885万円 △ 50.9

73億5,976万円 70億7,672万円 4.0

会  計  別

一 般 会 計

合  計

特

別

会

計

令
和
６
年
度

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
！

交付金等の内訳
地方譲与税                        8,445万円 
利子割交付金                         37万円 
配当割交付金                       226万円 
株式等譲渡所得割交付金       251万円 
法人事業税交付金　　　　　　　  706万円 
地方消費税交付金             13,230万円 
環境性能割交付金                 438万円 
地方特例交付金                  1,800万円 
交通安全対策特別交付金         60万円 

依存財源
38億539万円
（74.1％）

交付金等
2億5,193万円
（4.9％）

自主財源
13億2,966万円
（25.9％）

62億6,315万円 

65億7,937万円 
64億736万円 

61億7,622万円 

56億4,911万円 

53億5,060万円 

54億7,603万円 

60億5,663万円 

62億6,617万円 

61億9,514万円 

64億9,897万円 

58億1,904万円 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度　 令和６年度　
(見込) (見込) 

（単位：億円） 地方債現在高推移

国庫支出金
4億5,904万円
（8.9%） 

地方交付税
23億7,783万円
（46.3%） 

町税
4億2,972万円
（8.4%） 

県支出金
3億7,736万円
（7.4%） 

町債
3億3,923万円
（6.6%） 

分担金及び負担金
2,569万円
（0.5%） 

使用料及び手数料
5,836万円
（1.1%） 

繰入金
5億9,662万円
（11.6%） 

その他
2億1,928万円
（4.3%） 

一般会計
歳入

51億3,505万円

一般会計
歳出（性質別）
51億3,505万円

その他
2億5,600万円
（5.0%）

繰出金
4億6,548万円
（9.1%）

補助費等
8億8,578万円
（17.3%）

物件費
9億1,041万円
（17.7%）

その他の経費
25億1,766万円
（49.0％）

義務的経費
20億2,294万円
（39.4％）

扶助費
2億3,346万円
（4.6%）

人件費
11億3,608万円
（22.1%）

公債費
6億5,340万円
（12.7%）

投資的経費
5億9,444万円
（11.6％）

普通建設事業費
3億8,411万円
（7.5%）

災害復旧事業費
2億1,033万円
（4.1%）

※各項目の金額は四捨五
入しており、合計と一致
しない場合があります。
※（　　）内は、構成比

※各項目の金額は四捨五入しており、合計と一致しない場合があります。

ほ
て
ん

企
業
会
計
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け
し
の
仲
間
は
、
通
常
４
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
美
し
い
大
き
な

花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
そ
の
一
部

に
は
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
庭

先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
自
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か

け
た
り
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
勝
手
に
抜
か
ず
、
中
央
西
福

祉
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

中
央
西
福
祉
保
健
所

℡（
２
２
）
１
２
８
６

こ
ん
な 〝
け
し
〞 

を

見
つ
け
た
ら
福
祉

保
健
所
ま
で
連
絡
を
！

① 花びらは一重のものや、八重のものなどさまざま
　 ある。赤、薄紫、白、桃などの色がある
② 葉は互い違いに茎につき、茎を抱き込むような形
③ 葉や茎にほとんど毛がない

詳細は
こちら

体
調
に
よ
っ
て
お
酒
が
飲
め
な

い
場
合
は
事
前
に
周
囲
へ
伝
え

る
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は…

●

衣
服
を
緩
め
て
楽
な
姿
勢
を
と

り
、
安
静
に
す
る
。

●

嘔
吐
に
よ
る
窒
息
に
備
え
、
顔

を
横
に
向
け
て
寝
か
す
。

●

呼
び
か
け
や
、
体
を
動
か
し
て

も
反
応
が
な
い
場
合
は
、
１
１

９
番
通
報
を
し
て
救
急
車
を
呼

ぶ
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
吾
北
消
防
（
署
）

℡（
２
６
）
２
１
１
１

　
気
温
が
高
く
な
り
、
歓
送
迎
会

な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て

く
る
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
無
理
な
飲
酒
に
よ
る
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
に
は
十
分
注
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
短
時
間
の
う
ち
に
大
量
に
飲
酒

す
る
と
、
血
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
急
激
に
上
昇
し
、
判
断
能
力

の
低
下
、
言
語
不
明
瞭
、
運
動
失

調
な
ど
の
症
状
が
出
始
め
、
重
症

化
す
る
と
昏
睡
状
態
に
陥
り
、
最

悪
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

て
も
そ
の
日
の
体
調
や
環
境
に
よ

り
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
症
状

に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
久
し

ぶ
り
の
飲
酒
や
、
飲
酒
経
験
が
少

な
い
な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。

本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
た

ち
も
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
ら
な

い
た
め
に…

●

一
気
飲
み
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

●

飲
酒
の
強
要
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

●

自
分
の
適
量
を
知
り
、
体
質
や

〜
高
吾
北
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

お
酒
の
飲
み
方
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

主な事業と予算額
○総務費 ○農林水産業費
地域おこし協力隊事業 4,777万円 農作業現場環境改善支援事業 90万円
移住定住促進事業 2,838万円 農業労働力確保支援事業費補助金 102万円
ふるさと寄附金事業 2億7,430万円 有害鳥獣被害対策事業 953万円
PR事業 376万円 地域おこし協力隊事業 1,178万円
集落支援員事業 1,708万円 築池防災対策工事詳細設計委託業務 1,376万円
国土調査事業 1億4,837万円 森林経営管理事業 1億1,030万円
町民バス運行事業 1,698万円 作業班関係事業 1,495万円
町内ネットワーク事業 3,030万円 ○商工費
横畠西部集落活動センター事業 1,110万円 商工会補助金 491万円

観光協会補助金 2,688万円
おち駅事業 450万円

○民生費 仁淀川を活かした体験型観光強化事業 2,451万円
あったかふれあいセンター事業 2,378万円 観光地清掃 477万円
社会福祉協議会補助金 1,873万円 地域おこし協力隊事業 382万円
老人ホーム入所措置費 3,138万円 ○土木費
在宅介護手当支給事業 240万円 県営事業負担金 1,085万円
地域ハイヤーチケット事業 616万円 住宅耐震改修事業 2,295万円
乳幼児医療費助成 1,308万円 老朽住宅等除去事業 823万円
ひとり親家庭医療費助成 309万円 道路メンテナンス事業 6,297万円
放課後児童クラブ推進事業 1,351万円 がけくずれ住家防災対策事業 1,400万円
重度心身障害児・者医療費助成 2,153万円 下水道事業会計繰出金 1億3,637万円
福祉ガソリン・タクシー事業 263万円
高吾北広域町村事務組合負担金 6,170万円 ○消防費
介護保険事業特別会計繰出金 1億7,143万円 高吾北広域町村事務組合負担金 1億2,170万円
後期高齢者医療保険事業負担金 1億3,450万円 小型動力ポンプ付き積載車 1,641万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 4,321万円 防火水槽耐震工事 968万円
国民健康保険事業特別会計繰出金 7,921万円 避難所開設訓練 200万円

○教育費
○衛生費 通学対策費 1,304万円
予防接種事業 1,330万円 放課後等学習支援事業 1,305万円
高吾北広域町村事務組合負担金 1億3,226万円 子どもの未来を拓く教育研究事業 2,198万円
ごみ出し支援業務 68万円 総合運動場野球場トイレ改修工事 721万円
堂林地区水源調査業務 475万円 横倉山自然の森博物館事業特別会計繰出金 3,105万円
簡易水道事業会計繰出金 4,728万円
妊娠出産子育て支援交付金事業 302万円 ○公債費
子育て世代包括支援センター事業 130万円 定期償還元金 6億3,774万円

定期償還利子 1,556万円

名
・
生
年
月
日
な
ど
）。

【
添
付
資
料
】

　
対
象
者
の
在
学
証
明
書
も
し
く

は
学
生
証
の
コ
ピ
ー

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
画
面
↓

お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
み

ん
な
ぁ
で
今
を
乗
り
越
え
よ
う
‼

↓
高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た
学
生

へ
の
特
産
品
支
給
に
つ
い
て
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
左
記
ま
で
ご

提
出
い
た
だ
く
か
、
直
接
企
画
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　
10
月
31
日
（
木
）

※

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
今
回
の
支
援
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
（
食
育
支
援
）
で
い
た
だ
い
た

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
運
用
し
ま

す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
　
ふ
る
さ
と
納
税
担
当

　
℡（
２
６
）
１
１
６
４

　
〒
７
８
１
│
１
３
０
１

　
越
知
町
越
知
甲
１
９
７
０
番
地

　
生
活
費
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
、
高
校
卒
業
資
格
を
有
し
た
方

の
う
ち
、
大
学
等
へ
在
学
中
の
方

に
対
し
、
３
千
円
相
当
の
越
知
町

の
特
産
品
を
最
大
９
回
支
給
し
ま

す
。

【
対
象
者（
申
請
者
）】

　
町
内
に
保
護
者
が
い
る
方
で
あ

り
、
高
校
卒
業
資
格
を
有
し
て
お

り
、
大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・

専
門
学
校
、
ま
た
は
そ
れ
ら
に
同

等
す
る
学
校
に
在
学
中
の
方
（
実

家
暮
ら
し
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）。

【
対
象
期
間
】

　
令
和
６
年
５
月
か
ら
令
和
７
年

１
月
ま
で
の
希
望
す
る
９
カ
月

間
、
３
千
円
相
当
の
特
産
品
を
最

大
９
回
支
給
（
支
給
月
の
変
更
は

随
時
可
能
で
す
）。

【
支
給
品
】

　
特
産
品（
飲
料
、菓
子
、米
、肉
、

野
菜
な
ど
）
を
支
給
（
支
給
品
は

申
請
者
が
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
）。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
の
提
出
（
内
容
：
対
象

者
と
そ
の
保
護
者
の
住
所
・
氏

高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た

学
生
の
皆
さ
ん
に
特
産
品
を
支
給
し
ま
す
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け
し
の
仲
間
は
、
通
常
４
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
美
し
い
大
き
な

花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
そ
の
一
部

に
は
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
、
誤
っ
て
庭

先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
自
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か

け
た
り
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
勝
手
に
抜
か
ず
、
中
央
西
福

祉
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

中
央
西
福
祉
保
健
所

℡（
２
２
）
１
２
８
６

こ
ん
な 〝
け
し
〞 

を

見
つ
け
た
ら
福
祉

保
健
所
ま
で
連
絡
を
！

① 花びらは一重のものや、八重のものなどさまざま
　 ある。赤、薄紫、白、桃などの色がある
② 葉は互い違いに茎につき、茎を抱き込むような形
③ 葉や茎にほとんど毛がない

詳細は
こちら

体
調
に
よ
っ
て
お
酒
が
飲
め
な

い
場
合
は
事
前
に
周
囲
へ
伝
え

る
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は…

●

衣
服
を
緩
め
て
楽
な
姿
勢
を
と

り
、
安
静
に
す
る
。

●

嘔
吐
に
よ
る
窒
息
に
備
え
、
顔

を
横
に
向
け
て
寝
か
す
。

●

呼
び
か
け
や
、
体
を
動
か
し
て

も
反
応
が
な
い
場
合
は
、
１
１

９
番
通
報
を
し
て
救
急
車
を
呼

ぶ
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
吾
北
消
防
（
署
）

℡（
２
６
）
２
１
１
１

　
気
温
が
高
く
な
り
、
歓
送
迎
会

な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
て

く
る
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
無
理
な
飲
酒
に
よ
る
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
に
は
十
分
注
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
短
時
間
の
う
ち
に
大
量
に
飲
酒

す
る
と
、
血
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
が
急
激
に
上
昇
し
、
判
断
能
力

の
低
下
、
言
語
不
明
瞭
、
運
動
失

調
な
ど
の
症
状
が
出
始
め
、
重
症

化
す
る
と
昏
睡
状
態
に
陥
り
、
最

悪
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
私
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

て
も
そ
の
日
の
体
調
や
環
境
に
よ

り
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
症
状

に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
久
し

ぶ
り
の
飲
酒
や
、
飲
酒
経
験
が
少

な
い
な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。

本
人
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
た

ち
も
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
ら
な

い
た
め
に…

●

一
気
飲
み
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

●

飲
酒
の
強
要
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

●

自
分
の
適
量
を
知
り
、
体
質
や

〜
高
吾
北
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

お
酒
の
飲
み
方
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

主な事業と予算額
○総務費 ○農林水産業費
地域おこし協力隊事業 4,777万円 農作業現場環境改善支援事業 90万円
移住定住促進事業 2,838万円 農業労働力確保支援事業費補助金 102万円
ふるさと寄附金事業 2億7,430万円 有害鳥獣被害対策事業 953万円
PR事業 376万円 地域おこし協力隊事業 1,178万円
集落支援員事業 1,708万円 築池防災対策工事詳細設計委託業務 1,376万円
国土調査事業 1億4,837万円 森林経営管理事業 1億1,030万円
町民バス運行事業 1,698万円 作業班関係事業 1,495万円
町内ネットワーク事業 3,030万円 ○商工費
横畠西部集落活動センター事業 1,110万円 商工会補助金 491万円

観光協会補助金 2,688万円
おち駅事業 450万円

○民生費 仁淀川を活かした体験型観光強化事業 2,451万円
あったかふれあいセンター事業 2,378万円 観光地清掃 477万円
社会福祉協議会補助金 1,873万円 地域おこし協力隊事業 382万円
老人ホーム入所措置費 3,138万円 ○土木費
在宅介護手当支給事業 240万円 県営事業負担金 1,085万円
地域ハイヤーチケット事業 616万円 住宅耐震改修事業 2,295万円
乳幼児医療費助成 1,308万円 老朽住宅等除去事業 823万円
ひとり親家庭医療費助成 309万円 道路メンテナンス事業 6,297万円
放課後児童クラブ推進事業 1,351万円 がけくずれ住家防災対策事業 1,400万円
重度心身障害児・者医療費助成 2,153万円 下水道事業会計繰出金 1億3,637万円
福祉ガソリン・タクシー事業 263万円
高吾北広域町村事務組合負担金 6,170万円 ○消防費
介護保険事業特別会計繰出金 1億7,143万円 高吾北広域町村事務組合負担金 1億2,170万円
後期高齢者医療保険事業負担金 1億3,450万円 小型動力ポンプ付き積載車 1,641万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 4,321万円 防火水槽耐震工事 968万円
国民健康保険事業特別会計繰出金 7,921万円 避難所開設訓練 200万円

○教育費
○衛生費 通学対策費 1,304万円
予防接種事業 1,330万円 放課後等学習支援事業 1,305万円
高吾北広域町村事務組合負担金 1億3,226万円 子どもの未来を拓く教育研究事業 2,198万円
ごみ出し支援業務 68万円 総合運動場野球場トイレ改修工事 721万円
堂林地区水源調査業務 475万円 横倉山自然の森博物館事業特別会計繰出金 3,105万円
簡易水道事業会計繰出金 4,728万円
妊娠出産子育て支援交付金事業 302万円 ○公債費
子育て世代包括支援センター事業 130万円 定期償還元金 6億3,774万円

定期償還利子 1,556万円

名
・
生
年
月
日
な
ど
）。

【
添
付
資
料
】

　
対
象
者
の
在
学
証
明
書
も
し
く

は
学
生
証
の
コ
ピ
ー

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
画
面
↓

お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
み

ん
な
ぁ
で
今
を
乗
り
越
え
よ
う
‼

↓
高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た
学
生

へ
の
特
産
品
支
給
に
つ
い
て
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
左
記
ま
で
ご

提
出
い
た
だ
く
か
、
直
接
企
画
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　
10
月
31
日
（
木
）

※

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
今
回
の
支
援
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
（
食
育
支
援
）
で
い
た
だ
い
た

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
運
用
し
ま

す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
　
ふ
る
さ
と
納
税
担
当

　
℡（
２
６
）
１
１
６
４

　
〒
７
８
１
│
１
３
０
１

　
越
知
町
越
知
甲
１
９
７
０
番
地

　
生
活
費
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
、
高
校
卒
業
資
格
を
有
し
た
方

の
う
ち
、
大
学
等
へ
在
学
中
の
方

に
対
し
、
３
千
円
相
当
の
越
知
町

の
特
産
品
を
最
大
９
回
支
給
し
ま

す
。

【
対
象
者（
申
請
者
）】

　
町
内
に
保
護
者
が
い
る
方
で
あ

り
、
高
校
卒
業
資
格
を
有
し
て
お

り
、
大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・

専
門
学
校
、
ま
た
は
そ
れ
ら
に
同

等
す
る
学
校
に
在
学
中
の
方
（
実

家
暮
ら
し
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）。

【
対
象
期
間
】

　
令
和
６
年
５
月
か
ら
令
和
７
年

１
月
ま
で
の
希
望
す
る
９
カ
月

間
、
３
千
円
相
当
の
特
産
品
を
最

大
９
回
支
給
（
支
給
月
の
変
更
は

随
時
可
能
で
す
）。

【
支
給
品
】

　
特
産
品（
飲
料
、菓
子
、米
、肉
、

野
菜
な
ど
）
を
支
給
（
支
給
品
は

申
請
者
が
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
）。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
の
提
出
（
内
容
：
対
象

者
と
そ
の
保
護
者
の
住
所
・
氏

高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た

学
生
の
皆
さ
ん
に
特
産
品
を
支
給
し
ま
す
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【
給
付
時
期
】

　
返
信
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
４

月
中
旬
以
降
順
次
、
口
座
に
振
り

込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
と
し
て
、
国
の
「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
低

所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
給
付

し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

　
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１

日
）
に
お
い
て
、
越
知
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が
令
和

５
年
度
住
民
税
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

※

住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら

な
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

①
非
課
税
世
帯

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
（
７
万

円
）
の
給
付
対
象
世
帯

②
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
す

る
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
と
し
て
、
国
の
「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
令

和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

　
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１

日
）
に
お
い
て
、
越
知
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が
令
和

５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
、
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
者
と
均
等
割
非

課
税
者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

※

住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら

な
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

【
給
付
額
】

　
１
世
帯
当
た
り
10
万
円

【
申
請
手
続
き
】

　
３
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
「
支
給
要
件
確
認
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
信
く
だ

さ
い
。

【
申
請
が
必
要
な
場
合
】

　
未
申
告
の
方
が
い
る
世
帯

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
（
10
万

円
）
の
給
付
対
象
世
帯

【
給
付
額
】

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円（
平

成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
）

【
対
象
児
童
が
お
ら
れ
る
場
合
】

①
非
課
税
世
帯

　
３
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
「
支
給
要
件
確
認
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
信
く
だ

さ
い
。

②
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
４
月
下
旬
か
ら
対
象
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
「
支
給
要
件
確
認
書
」

の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
が
必
要
な
場
合
】

●

基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

が
属
す
る
世
帯

●

世
帯
外
の
対
象
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
世
帯

【
給
付
時
期
】

①
非
課
税
世
帯

　
返
信
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
４

月
中
旬
以
降
順
次
、
口
座
に
振
り

込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
５
月
中
旬
か
ら
給
付
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
　

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

　
こ
の
事
業
は
、
家
庭
ご
み
を
自

ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
排
出

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
ご
み
出

し
に
係
る
負
担
を
軽
減
し
、
生
活

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
現

に
居
住
す
る
世
帯
で
あ
っ
て
、
左

の
「
対
象
世
帯
」
に
該
当
す
る
方

の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
で
、
自

ら
ご
み
を
集
積
所
へ
排
出
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
他
者
か

ら
の
ご
み
出
し
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

●

75
歳
以
上
の
方

●

65
歳
以
上
で
、
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

方
●

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

●

納
期
の
到
来
し
た
町
税
等
を
世

帯
員
全
員
が
完
納
し
て
い
る
こ

と
【
収
集
方
法
】

●

決
め
ら
れ
た
日
に
玄
関
前
な
ど

所
定
の
場
所
に
ご
み
を
出
し
て

い
た
だ
く
と
、
当
日
中
に
収
集

し
ま
す
。

●

可
燃
ご
み
は
週
１
回
、
不
燃
ご

み
、
資
源
ご
み
は
月
１
回
の
収

集
を
行
い
ま
す
。

【
利
用
申
し
込
み
】

●

環
境
水
道
課
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
や
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
そ
の
写
し
を
併
せ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
は
代
理
の
方
で
も
可
能
で

す
。

●

申
請
書
は
環
境
水
道
課
に
あ
り

ま
す
。

【
面
談
】

　
後
日
、
職
員
が
申
請
者
ご
自
宅

に
訪
問
し
、
身
体
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

【
利
用
の
決
定
】

　
面
談
時
に
お
聞
き
し
た
状
況
な

ど
を
審
査
の
う
え
、
通
知
書
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
℡（
２
６
）
１
１
１
４

月日 場　所 集合時間 月日 場　所 集合時間
1区　宮崎商店前 午前8時40分～9時 清助　集落入口カーブ 午前９時
13区　濱田学氏宅前 午前9時10分

４
月
16
日
（
火
）

４
月
18
日
（
木
）

４
月
15
日
（
月
）

横畠西部老人里の家前 午前9時15分～9時20分
15区１　藤原次郎氏宅前 午前9時20分 本村集会所 午前9時35分～9時40分
16区2　本村集会所 午前9時35分 堂岡集会所 午前9時50分～9時55分
文徳集会所 午前9時55分～10時10分 今成集会所 午前10時5分～10時10分
遊行寺集会所 午前10時15分～10時30分 宮地上　神母谷 午前10時25分
山室集会所前 午前10時50分 柴尾集会所 午前10時35分～10時40分
役場東側車庫 午前11時10分～11時35分 役場東側車庫 午前10時55分～11時20分
鎌井田 明治中学校プール上 午後１時15分～1時25分
梶ヶ奈路　広場 午後1時40分

月日 場　所 集合時間

片岡老人里の家前 午後2時5分
小日浦　岡村敬喜氏宅下 午前9時

黒瀬集会所 午後2時15分
西浦複合集会所 午前9時25分
田代 斎藤満行氏宅入口県道三差路 午前9時40分
栃ノ木集会所 午前10時
大平集会所前 午前10時15分
上流バス停横 午前10時30分～10時40分
五味複合集会所 午前10時50分～11時
保健福祉センター駐車場 午前11時15分～11時45分

※予防注射は、都合のよい場所で受けられます。ただし、
　実施日の時間に遅れないようご注意ください。
※注射や道路の状況により、多少の遅れが生じる場合があり
　ます。

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
に
対
す
る
電
力

・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
低
所
得
者
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
電
力
・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金（
こ
ど
も
加
算
）に
つ
い
て

【令和６年度　狂犬病予防注射日程】

越
知
町
す
ま
い
る

収
集
支
援
事
業
を

４
月
か
ら
開
始
し

ま
す

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
犬
の
登
録
】

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
30
日

以
内
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（
生

後
90
日
以
内
の
犬
は
、
生
後
90
日

を
経
過
し
て
か
ら
30
日
以
内
）

●

登
録
が
お
済
み
で
な
い
飼
い
主

の
方
は
、
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

●

な
お
、
下
記
表
の
狂
犬
病
予
防

注
射
当
日
も
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
と
問
診
票
を
送
付
し
ま

す
。

　
登
録
を
す
る
と
「
犬
鑑
札
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
犬
の
首

輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
行
方
不
明
で
保
護
さ
れ
た
と

き
、「
犬
鑑
札
」を
付
け
て
い
れ

ば
飼
い
主
が
分
か
り
飼
い
主
の

元
へ
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
さ

れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】　

　
４
月
に
、
下
記
狂
犬
病
予
防
注

射
日
程
に
よ
り
集
合
注
射
を
町
内

各
地
域
で
行
い
ま
す
。
毎
年
１
回

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
集
合
注
射
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
動
物
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

●

登
録
済
み
の
飼
い
主
の
方
に
は

予
防
注
射
の
通
知
と
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

●

問
診
票
は
注
射
を
受
け
る
と
き

は
、
必
ず
必
要
事
項
を
記
入
し

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
を
忘
れ
る
と
注
射
　
　

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
）

【
料
金（
１
匹
に
つ
き
）】

登
録
料
　
３
０
０
０
円

注
射
料
　
３
３
０
０
円

※

つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

こ
の
集
合
注
射
以
外
で
接
種
を

さ
れ
て
、
注
射
済
票
交
付
手
数

料
を
支
払
わ
れ
て
な
い
場
合

は
、
別
途
５
５
０
円
（
１
匹
当

た
り
）
を
役
場
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　
登
録
し
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た

り
、
犬
の
所
在
な
ど
登
録
事
項
が

変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

●

散
歩
の
途
中
で
犬
が
フ
ン
を
し

た
場
合
は
、
必
ず
自
宅
へ
持
ち

帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●

尿
は
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き
ず

悪
臭
と
な
り
清
潔
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●

家
の
周
囲
（
庭
先
や
生
け
垣
沿

い
な
ど
）
で
す
る
と
、
そ
こ
で

生
活
を
し
て
い
る
方
に
迷
惑
と

な
り
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　

℡（
２
６
）
１
１
１
４

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
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【
給
付
時
期
】

　
返
信
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
４

月
中
旬
以
降
順
次
、
口
座
に
振
り

込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
と
し
て
、
国
の
「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
低

所
得
者
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
給
付

し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

　
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１

日
）
に
お
い
て
、
越
知
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が
令
和

５
年
度
住
民
税
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
世
帯

※

住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら

な
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

①
非
課
税
世
帯

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
（
７
万

円
）
の
給
付
対
象
世
帯

②
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
す

る
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
と
し
て
、
国
の
「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
令

和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

　
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１

日
）
に
お
い
て
、
越
知
町
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
が
令
和

５
年
度
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
、
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
者
と
均
等
割
非

課
税
者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

※
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら

な
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

【
給
付
額
】

　
１
世
帯
当
た
り
10
万
円

【
申
請
手
続
き
】

　
３
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
「
支
給
要
件
確
認
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
信
く
だ

さ
い
。

【
申
請
が
必
要
な
場
合
】

　
未
申
告
の
方
が
い
る
世
帯

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
（
10
万

円
）
の
給
付
対
象
世
帯

【
給
付
額
】

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円（
平

成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
）

【
対
象
児
童
が
お
ら
れ
る
場
合
】

①
非
課
税
世
帯

　
３
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
「
支
給
要
件
確
認
書
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
信
く
だ

さ
い
。

②
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
４
月
下
旬
か
ら
対
象
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
「
支
給
要
件
確
認
書
」

の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
が
必
要
な
場
合
】

●

基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

が
属
す
る
世
帯

●

世
帯
外
の
対
象
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
世
帯

【
給
付
時
期
】

①
非
課
税
世
帯

　
返
信
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
４

月
中
旬
以
降
順
次
、
口
座
に
振
り

込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　
５
月
中
旬
か
ら
給
付
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
　

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

　
こ
の
事
業
は
、
家
庭
ご
み
を
自

ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
排
出

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
ご
み
出

し
に
係
る
負
担
を
軽
減
し
、
生
活

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
現

に
居
住
す
る
世
帯
で
あ
っ
て
、
左

の
「
対
象
世
帯
」
に
該
当
す
る
方

の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
で
、
自

ら
ご
み
を
集
積
所
へ
排
出
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
他
者
か

ら
の
ご
み
出
し
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

●

75
歳
以
上
の
方

●

65
歳
以
上
で
、
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

方
●

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

●

納
期
の
到
来
し
た
町
税
等
を
世

帯
員
全
員
が
完
納
し
て
い
る
こ

と
【
収
集
方
法
】

●

決
め
ら
れ
た
日
に
玄
関
前
な
ど

所
定
の
場
所
に
ご
み
を
出
し
て

い
た
だ
く
と
、
当
日
中
に
収
集

し
ま
す
。

●

可
燃
ご
み
は
週
１
回
、
不
燃
ご

み
、
資
源
ご
み
は
月
１
回
の
収

集
を
行
い
ま
す
。

【
利
用
申
し
込
み
】

●

環
境
水
道
課
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
や
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
そ
の
写
し
を
併
せ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
は
代
理
の
方
で
も
可
能
で

す
。

●

申
請
書
は
環
境
水
道
課
に
あ
り

ま
す
。

【
面
談
】

　
後
日
、
職
員
が
申
請
者
ご
自
宅

に
訪
問
し
、
身
体
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

【
利
用
の
決
定
】

　
面
談
時
に
お
聞
き
し
た
状
況
な

ど
を
審
査
の
う
え
、
通
知
書
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
℡（
２
６
）
１
１
１
４

月日 場　所 集合時間 月日 場　所 集合時間
1区　宮崎商店前 午前8時40分～9時 清助　集落入口カーブ 午前９時
13区　濱田学氏宅前 午前9時10分

４
月
16
日
（
火
）

４
月
18
日
（
木
）

４
月
15
日
（
月
）

横畠西部老人里の家前 午前9時15分～9時20分
15区１　藤原次郎氏宅前 午前9時20分 本村集会所 午前9時35分～9時40分
16区2　本村集会所 午前9時35分 堂岡集会所 午前9時50分～9時55分
文徳集会所 午前9時55分～10時10分 今成集会所 午前10時5分～10時10分
遊行寺集会所 午前10時15分～10時30分 宮地上　神母谷 午前10時25分
山室集会所前 午前10時50分 柴尾集会所 午前10時35分～10時40分
役場東側車庫 午前11時10分～11時35分 役場東側車庫 午前10時55分～11時20分
鎌井田 明治中学校プール上 午後１時15分～1時25分
梶ヶ奈路　広場 午後1時40分

月日 場　所 集合時間

片岡老人里の家前 午後2時5分
小日浦　岡村敬喜氏宅下 午前9時

黒瀬集会所 午後2時15分
西浦複合集会所 午前9時25分
田代 斎藤満行氏宅入口県道三差路 午前9時40分
栃ノ木集会所 午前10時
大平集会所前 午前10時15分
上流バス停横 午前10時30分～10時40分
五味複合集会所 午前10時50分～11時
保健福祉センター駐車場 午前11時15分～11時45分

※予防注射は、都合のよい場所で受けられます。ただし、
　実施日の時間に遅れないようご注意ください。
※注射や道路の状況により、多少の遅れが生じる場合があり
　ます。

令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
に
対
す
る
電
力

・ガ
ス・食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
低
所
得
者
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
電
力
・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援

給
付
金（
こ
ど
も
加
算
）に
つ
い
て

【令和６年度　狂犬病予防注射日程】

越
知
町
す
ま
い
る

収
集
支
援
事
業
を

４
月
か
ら
開
始
し

ま
す

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
犬
の
登
録
】

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
30
日

以
内
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（
生

後
90
日
以
内
の
犬
は
、
生
後
90
日

を
経
過
し
て
か
ら
30
日
以
内
）

●

登
録
が
お
済
み
で
な
い
飼
い
主

の
方
は
、
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

●

な
お
、
下
記
表
の
狂
犬
病
予
防

注
射
当
日
も
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
と
問
診
票
を
送
付
し
ま

す
。

　
登
録
を
す
る
と
「
犬
鑑
札
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
犬
の
首

輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
行
方
不
明
で
保
護
さ
れ
た
と

き
、「
犬
鑑
札
」を
付
け
て
い
れ

ば
飼
い
主
が
分
か
り
飼
い
主
の

元
へ
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す

（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
さ

れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】　

　
４
月
に
、
下
記
狂
犬
病
予
防
注

射
日
程
に
よ
り
集
合
注
射
を
町
内

各
地
域
で
行
い
ま
す
。
毎
年
１
回

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
集
合
注
射
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
動
物
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

●

登
録
済
み
の
飼
い
主
の
方
に
は

予
防
注
射
の
通
知
と
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

●

問
診
票
は
注
射
を
受
け
る
と
き

は
、
必
ず
必
要
事
項
を
記
入
し

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
を
忘
れ
る
と
注
射
　
　

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
）

【
料
金（
１
匹
に
つ
き
）】

登
録
料
　
３
０
０
０
円

注
射
料
　
３
３
０
０
円

※

つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

こ
の
集
合
注
射
以
外
で
接
種
を

さ
れ
て
、
注
射
済
票
交
付
手
数

料
を
支
払
わ
れ
て
な
い
場
合

は
、
別
途
５
５
０
円
（
１
匹
当

た
り
）
を
役
場
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　
登
録
し
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た

り
、
犬
の
所
在
な
ど
登
録
事
項
が

変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

●

散
歩
の
途
中
で
犬
が
フ
ン
を
し

た
場
合
は
、
必
ず
自
宅
へ
持
ち

帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●

尿
は
持
ち
帰
る
こ
と
は
で
き
ず

悪
臭
と
な
り
清
潔
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●

家
の
周
囲
（
庭
先
や
生
け
垣
沿

い
な
ど
）
で
す
る
と
、
そ
こ
で

生
活
を
し
て
い
る
方
に
迷
惑
と

な
り
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　

℡（
２
６
）
１
１
１
４

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

15 14
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ら
ず
就
学
が
可
能
と
な
る
支
援
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
一
人

で
悩
ま
ず
、
あ
き
ら
め
ず
、
お
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局

　
℡
０
８
８（
８
２
２
）３
３
３
１

※

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、

（
３
）
番
を
選
択
後
、
さ
ら
に

（
１
）
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
、
交
付
、
夜

間
・
休
日
開
庁
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
予
約
の
う
え
、
役
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
越
知
郵
便
局
で
の
申
請
サ
ポ
ー

ト
は
令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
　

　
℡（
２
６
）
１
１
１
５

　
戸
籍
上
、
前
夫
の
子
ど
も
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
り
、
前

夫
に
子
ど
も
の
存
在
を
知
ら
れ
た

く
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
出
生
届

を
提
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
因
で

無
戸
籍
と
な
る
方
が
い
ま
す
。
戸

籍
や
住
民
票
が
な
く
、
進
学
で
き

な
い
、
保
険
へ
の
加
入
が
で
き
な

い
な
ど
、
社
会
生
活
上
、
困
難
な

状
況
に
悩
ん
で
い
る
方
が
、
近
隣

や
地
域
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

《
民
法
の
改
正
》

　
従
来
の
民
法
で
は
、
夫
の
み
が

父
子
関
係
を
否
定
す
る
裁
判
を
提

起
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
子
お
よ
び
母
も
こ
の
裁
判
を

提
起
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
１
年
以
内
に
限
り
、
令
和
６

年
４
月
１
日
よ
り
前
に
生
ま
れ
た

子
や
そ
の
母
も
、
こ
の
裁
判
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
法
務
省
、
文
部
科
学
省
な
ど
の

関
係
省
庁
に
お
い
て
は
、
無
戸
籍

者
が
適
切
な
手
続
き
に
よ
り
、
戸

籍
に
記
載
さ
れ
る
た
め
の
支
援
を

は
じ
め
、
戸
籍
の
有
無
に
か
か
わ

【
検
診
内
容
】

　
申
込
者
に
保
健
福
祉
課
か
ら
受

診
票
と
問
診
票
を
送
付
し
、
受
診

で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
予
約
後
、

受
診
し
ま
す
。

【
自
己
負
担
金
】

　
３
０
０
０
円

　（
医
療
機
関
で
支
払
い
ま
す
）

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
毎
年
実

施
し
て
い
る
総
合
健
診
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
の
日
程
に
つ
い

て
、
今
月
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
個
別
に
受
診
希
望

調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
方
で

も
、
職
場
等
で
が
ん
検
診
の
受
診

機
会
が
な
い
方
は
受
診
で
き
ま
す

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診
は
、
加
入
さ
れ
て
い

る
医
療
保
険
に
よ
り
総
合
健
診
で

受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
年
齢
や
健
診
費
用
に
つ
い
て

は
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

総
合
健
診
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
町
で
行
う
が
ん
検
診

と
し
て
、
胃
内
視
鏡
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
医
療
機
関
で
の
個
別
検

診
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総

合
健
診
と
は
別
に
お
電
話
で
お
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
次
の
方
は
、
胃
内
視
鏡
検
査
を

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　
妊
娠
中
、
入
院
中
、
胃
疾
患
で

受
療
中
の
方
（
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
中

の
方
を
含
み
ま
す
）、
胃
全
摘
出

術
後
の
方
、
令
和
５
年
度
に
町
の

胃
内
視
鏡
検
査
を
受
診
し
た
方

【
受
付
期
間
】

　
４
月
８
日
（
月
）
〜

　
　
６
月
28
日
（
金
）

【
対
象
者
】

　
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
50
歳

以
上
で
、
職
場
な
ど
で
胃
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
機
会
が
な
く
、
胃

疾
患
に
関
連
す
る
症
状
の
な
い
方

（
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
後
の
人
は
対

象
）

【
検
診
の
間
隔
】

　
２
年
に
１
回
（
翌
年
度
の
胃
が

ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）

【
検
診
時
期
】

　
５
月
か
ら
１
月
末

【
募
集
人
数
】　
７
人

胃
内
視
鏡
検
査

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
に
は
教
育
相
談
専

用
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
　

　
主
に
小
学
校
の
児
童
、
中
学
校

の
生
徒
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
や
、
お
困
り
ご
と
を
お
持
ち
の

保
護
者
の
方
や
子
ど
も
自
身
か
ら

の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
の
一
切
の
秘
密
は
守

り
ま
す
。

【
受
付
】

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

【
担
当
】

教
育
相
談
員
・
補
導
専
門
職
員

（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も
可
能
で

す
）

　
　
　
　

◆
教
育
相
談
専
用
電
話

　
℡（
２
６
）
２
０
６
０

教
育
相
談
専
用
電
話

に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
精
神
、
知
的
ま

た
は
身
体
障
害
な
ど
で
政
令
に
定

め
る
程
度
以
上
の
障
害
に
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童

の
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
国
が
手
当
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

【
手
当
を
受
け
ら
れ
る
対
象
者
】

　
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
自
宅
で
養
育
し
て
い
る
保
護
者

に
支
給
し
ま
す
。

【
判
別
方
法
】

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要

件
を
満
た
す
程
度
の
障
害
が
あ
る

か
ど
う
か
は
、
診
断
書
で
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
提
出
さ

れ
た
「
診
断
書
」
を
基
に
高
知
県

が
審
査
を
依
頼
し
て
い
る
判
定
医

に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課 

℡（
２
６
）
３
２
１
１

「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」に
つ
い
て

認定基準
はこちら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
て
い
る
方
へ

無
戸
籍
問
題
の
解
消

に
つ
い
て

●

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
１
枚
６
４
０
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

（
例
）
５
月
申
請
の
場
合

　
５
月
〜
３
月
の
11
カ
月
分
22
枚

を
交
付

【
注
意
事
項
】

　
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
は
、

手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
チ
ケ
ッ

ト
は
、
４
月
１
日
以
降
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、

交
付
対
象
者
が
同
乗
し
、
介
護
す

る
方
が
運
転
す
る
場
合
も
利
用
で

き
ま
す
。
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
、

町
外
の
一
部
の
事
業
者
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
乗
車
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

　
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
福
祉
ガ
ソ

リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
障
害
者
用
）
を

交
付
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
福

祉
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
の
重
複
交

付
、
交
付
後
の
変
更
、
地
域
ハ
イ

ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
高
齢
者
用
）
と

の
重
複
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
交
付
対
象
者
】

　
次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

●

療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
級
・
２
級

【
交
付
枚
数
】

●

福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

①
１
枚
５
６
０
円

24
枚
（
月
２
枚
）

②
１
枚
80
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

※

初
乗
運
賃
が
５
８
０
円
か
ら
５

６
０
円
に
変
更
と
な
り
、
乗
車

距
離
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
２

種
類
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま

す
。

６
０
円
に
変
更
と
な
り
乗
車
距

離
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
２
種

類
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

※

申
請
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま

で
の
月
数×

２
枚
と
な
り
ま

す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
印
鑑

※

チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
は
審
査
を
行

い
、
後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
先
】

●

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
１
階

　
保
健
福
祉
課

●

役
場
　
１
階

　
住
民
課

◎
地
域
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
本

人
以
外
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
令
和
５
年
度
以
前
に
発
行
し
た

チ
ケ
ッ
ト
は
、
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

間
違
え
て
利
用
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
廃
棄
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
代
理
で
の
申
請
や
、
郵
送
で
の

申
請
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

℡（
２
６
）
３
２
１
１

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ず
、

地
域
で
頑
張
る
高
齢
者
の
外
出
を

支
援
す
る
た
め
、
地
域
ハ
イ
ヤ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

※

車
を
運
転
さ
れ
て
い
る
方
も
利

用
で
き
ま
す
！

【
対
象
者
】

　
越
知
町
に
居
住
し
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
75
歳
以
上
の
方
で
、

次
の
事
項
全
て
に
該
当
す
る
方
。

●

介
護
保
険
事
業
の
要
支
援
認
定

お
よ
び
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方

●

越
知
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
お

よ
び
越
知
町
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
制

度
の
対
象
で
な
い
方

●

町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

【
利
用
方
法
】

　
町
内
の
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
所
で
の

み
使
用
で
き
ま
す
。

【
交
付
枚
数
】

①
１
枚
５
６
０
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

②
１
枚
80
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

※

初
乗
運
賃
が
５
８
０
円
か
ら
５

元
気
な
高
齢
者
の
方
に

ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
福
祉
タ
ク
シ
ー・福
祉

　ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
〜
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ら
ず
就
学
が
可
能
と
な
る
支
援
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
一
人

で
悩
ま
ず
、
あ
き
ら
め
ず
、
お
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局

　
℡
０
８
８（
８
２
２
）３
３
３
１

※

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、

（
３
）
番
を
選
択
後
、
さ
ら
に

（
１
）
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
、
交
付
、
夜

間
・
休
日
開
庁
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
予
約
の
う
え
、
役
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
越
知
郵
便
局
で
の
申
請
サ
ポ
ー

ト
は
令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
　

　
℡（
２
６
）
１
１
１
５

　
戸
籍
上
、
前
夫
の
子
ど
も
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
り
、
前

夫
に
子
ど
も
の
存
在
を
知
ら
れ
た

く
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
出
生
届

を
提
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
因
で

無
戸
籍
と
な
る
方
が
い
ま
す
。
戸

籍
や
住
民
票
が
な
く
、
進
学
で
き

な
い
、
保
険
へ
の
加
入
が
で
き
な

い
な
ど
、
社
会
生
活
上
、
困
難
な

状
況
に
悩
ん
で
い
る
方
が
、
近
隣

や
地
域
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

《
民
法
の
改
正
》

　
従
来
の
民
法
で
は
、
夫
の
み
が

父
子
関
係
を
否
定
す
る
裁
判
を
提

起
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

は
、
子
お
よ
び
母
も
こ
の
裁
判
を

提
起
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
１
年
以
内
に
限
り
、
令
和
６

年
４
月
１
日
よ
り
前
に
生
ま
れ
た

子
や
そ
の
母
も
、
こ
の
裁
判
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
法
務
省
、
文
部
科
学
省
な
ど
の

関
係
省
庁
に
お
い
て
は
、
無
戸
籍

者
が
適
切
な
手
続
き
に
よ
り
、
戸

籍
に
記
載
さ
れ
る
た
め
の
支
援
を

は
じ
め
、
戸
籍
の
有
無
に
か
か
わ

【
検
診
内
容
】

　
申
込
者
に
保
健
福
祉
課
か
ら
受

診
票
と
問
診
票
を
送
付
し
、
受
診

で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
予
約
後
、

受
診
し
ま
す
。

【
自
己
負
担
金
】

　
３
０
０
０
円

　（
医
療
機
関
で
支
払
い
ま
す
）

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
毎
年
実

施
し
て
い
る
総
合
健
診
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
の
日
程
に
つ
い

て
、
今
月
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
個
別
に
受
診
希
望

調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
方
で

も
、
職
場
等
で
が
ん
検
診
の
受
診

機
会
が
な
い
方
は
受
診
で
き
ま
す

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診
は
、
加
入
さ
れ
て
い

る
医
療
保
険
に
よ
り
総
合
健
診
で

受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
年
齢
や
健
診
費
用
に
つ
い
て

は
、
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

総
合
健
診
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
町
で
行
う
が
ん
検
診

と
し
て
、
胃
内
視
鏡
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
医
療
機
関
で
の
個
別
検

診
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総

合
健
診
と
は
別
に
お
電
話
で
お
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
次
の
方
は
、
胃
内
視
鏡
検
査
を

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　
妊
娠
中
、
入
院
中
、
胃
疾
患
で

受
療
中
の
方
（
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
中

の
方
を
含
み
ま
す
）、
胃
全
摘
出

術
後
の
方
、
令
和
５
年
度
に
町
の

胃
内
視
鏡
検
査
を
受
診
し
た
方

【
受
付
期
間
】

　
４
月
８
日
（
月
）
〜

　
　
６
月
28
日
（
金
）

【
対
象
者
】

　
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
50
歳

以
上
で
、
職
場
な
ど
で
胃
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
機
会
が
な
く
、
胃

疾
患
に
関
連
す
る
症
状
の
な
い
方

（
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
後
の
人
は
対

象
）

【
検
診
の
間
隔
】

　
２
年
に
１
回
（
翌
年
度
の
胃
が

ん
検
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）

【
検
診
時
期
】

　
５
月
か
ら
１
月
末

【
募
集
人
数
】　
７
人

胃
内
視
鏡
検
査

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
に
は
教
育
相
談
専

用
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
　

　
主
に
小
学
校
の
児
童
、
中
学
校

の
生
徒
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
や
、
お
困
り
ご
と
を
お
持
ち
の

保
護
者
の
方
や
子
ど
も
自
身
か
ら

の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
の
一
切
の
秘
密
は
守

り
ま
す
。

【
受
付
】

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
ま
で

（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

【
担
当
】

教
育
相
談
員
・
補
導
専
門
職
員

（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も
可
能
で

す
）

　
　
　
　

◆
教
育
相
談
専
用
電
話

　
℡（
２
６
）
２
０
６
０

教
育
相
談
専
用
電
話

に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
、
精
神
、
知
的
ま

た
は
身
体
障
害
な
ど
で
政
令
に
定

め
る
程
度
以
上
の
障
害
に
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童

の
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
国
が
手
当
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

【
手
当
を
受
け
ら
れ
る
対
象
者
】

　
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
自
宅
で
養
育
し
て
い
る
保
護
者

に
支
給
し
ま
す
。

【
判
別
方
法
】

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要

件
を
満
た
す
程
度
の
障
害
が
あ
る

か
ど
う
か
は
、
診
断
書
で
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
提
出
さ

れ
た
「
診
断
書
」
を
基
に
高
知
県

が
審
査
を
依
頼
し
て
い
る
判
定
医

に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課 

℡（
２
６
）
３
２
１
１

「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」に
つ
い
て

認定基準
はこちら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
て
い
る
方
へ

無
戸
籍
問
題
の
解
消

に
つ
い
て

●

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
１
枚
６
４
０
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

（
例
）
５
月
申
請
の
場
合

　
５
月
〜
３
月
の
11
カ
月
分
22
枚

を
交
付

【
注
意
事
項
】

　
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
は
、

手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
の
チ
ケ
ッ

ト
は
、
４
月
１
日
以
降
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、

交
付
対
象
者
が
同
乗
し
、
介
護
す

る
方
が
運
転
す
る
場
合
も
利
用
で

き
ま
す
。
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
、

町
外
の
一
部
の
事
業
者
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
乗
車
時
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
各
種
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

　
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
福
祉
ガ
ソ

リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
障
害
者
用
）
を

交
付
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
福

祉
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
の
重
複
交

付
、
交
付
後
の
変
更
、
地
域
ハ
イ

ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
高
齢
者
用
）
と

の
重
複
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
交
付
対
象
者
】

　
次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級

●

療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
級
・
２
級

【
交
付
枚
数
】

●

福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

①
１
枚
５
６
０
円

24
枚
（
月
２
枚
）

②
１
枚
80
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

※

初
乗
運
賃
が
５
８
０
円
か
ら
５

６
０
円
に
変
更
と
な
り
、
乗
車

距
離
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
２

種
類
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま

す
。

６
０
円
に
変
更
と
な
り
乗
車
距

離
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
、
２
種

類
の
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

※

申
請
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま

で
の
月
数×

２
枚
と
な
り
ま

す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
印
鑑

※

チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
は
審
査
を
行

い
、
後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
先
】

●

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
１
階

　
保
健
福
祉
課

●

役
場
　
１
階

　
住
民
課

◎
地
域
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
本

人
以
外
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◎
令
和
５
年
度
以
前
に
発
行
し
た

チ
ケ
ッ
ト
は
、
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

間
違
え
て
利
用
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
廃
棄
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
代
理
で
の
申
請
や
、
郵
送
で
の

申
請
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

℡（
２
６
）
３
２
１
１

　
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
ず
、

地
域
で
頑
張
る
高
齢
者
の
外
出
を

支
援
す
る
た
め
、
地
域
ハ
イ
ヤ
ー

チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

※

車
を
運
転
さ
れ
て
い
る
方
も
利

用
で
き
ま
す
！

【
対
象
者
】

　
越
知
町
に
居
住
し
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
75
歳
以
上
の
方
で
、

次
の
事
項
全
て
に
該
当
す
る
方
。

●

介
護
保
険
事
業
の
要
支
援
認
定

お
よ
び
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方

●

越
知
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
お

よ
び
越
知
町
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
制

度
の
対
象
で
な
い
方

●

町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

【
利
用
方
法
】

　
町
内
の
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
所
で
の

み
使
用
で
き
ま
す
。

【
交
付
枚
数
】

①
１
枚
５
６
０
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

②
１
枚
80
円

　
24
枚
（
月
２
枚
）

※

初
乗
運
賃
が
５
８
０
円
か
ら
５

元
気
な
高
齢
者
の
方
に

ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

〜
福
祉
タ
ク
シ
ー・福
祉

　ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
〜
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➡

➡

➡

国保税率改定について

　８月の広報でお知らせしましたように、令和12年度に県内の国保税率が統一されます。それに向けて、令和6
年度より下表のとおり国保税の税率などを改定します。
　被保険者の皆さんにはご負担をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※国保税は、医療分・後期高齢者支援金分・介護納付金分（40歳～ 64歳の被保険者のみ）の合算額となります。
※上記の税率で算定された税額は年額です。年度途中で加入・脱退された場合は月割で計算します。
※所得が一定以下の世帯の場合、均等割と平等割が軽減されます。軽減率は、所得に応じて 7 割・5 割・2 割と
なります。
※「特定同一世帯所属者」とは、国保から後期高齢者医療制度へ移行された方で、後期高齢者医療の被保険者と
なった後も継続して同一の世帯に属する方をいいます。

◆ 令和６年度から国民健康保険税の税率などが変わります。

◎令和 6年度国保税の納税通知書は、7月中旬ごろに送付します。

課税の内容 医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

応
能
割

応
益
割

所得割 前年中の所得―43万円×税率 7.7％ 2.7％ 2.5％

資産割 本年度の固定資産税額×税率
（土地・家屋分） 30.0％ 13.0％ 17.0％

均等割 被保険者1人につき 18,000円 9,000円 11,000円

平等割 1世帯につき 18,000円 8,000円 6,000円

賦課限度額（年間上限額） 65万円 22万円 17万円

課税の内容 医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

応
能
割

応
益
割

所得割 前年中の所得―43万円×税率 8.1％ 3.5％ 2.9％

資産割 本年度の固定資産税額×税率
（土地・家屋分） 廃止 廃止 廃止

均等割 被保険者1人につき 26,000円 12,000円 17,000円

平等割 1世帯につき 21,000円 10,000円 6,000円

賦課限度額（年間上限額） 65万円 24万円 17万円

軽減判定所得
　7割軽減＝基礎控除額　43万円　以下
　5割軽減＝基礎控除額　43万円　＋29万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下
　2割軽減＝基礎控除額　43万円　＋53万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下

令和５年度（改定前税率）

令和６年度（改定後税率）

軽減判定所得
　7割軽減＝基礎控除額　43万円　以下
　5割軽減＝基礎控除額　43万円　＋29万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下
　2割軽減＝基礎控除額　43万円　＋54万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下

★国保税額のモデルケース

【例 1】 夫婦と子ども2人の4人世帯の場合
世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 42 歳 農業 5,000,000円 2,000,000円 1,570,000円 50,000円
妻 38 歳 給与 900,000円 350,000円 0円 0円
子 15 歳 高校生のため収入等なし
子 12 歳 中学生のため収入等なし
※この世帯は、世帯の合計所得により2割軽減に該当するため均等割と平等割が軽減されます。
※妻と子は40歳未満のため介護分の課税なし。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 353,100円 年 額 392,300円 39,200円

【例 2】 年金受給者夫婦の2人世帯の場合
世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 68 歳 年金 2,000,000円 900,000円 470,000円 50,000円
妻 66 歳 年金 600,000円 0円 0円 0円
※この世帯は、世帯の合計所得により5割軽減に該当するため均等割と平等割が軽減されます。
※共に65歳以上のため介護分の課税なし。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 110,200円 年 額 107,900円 ▲2,300円

【例 3】 単身世帯（年金受給者）の場合
世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 70 歳 年金 1,000,000円 0円 0円 0円
※この世帯は所得により7割軽減に該当するため均等割と平等割が軽減されます。
※世帯主は65歳以上のため介護分の課税なし。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 15,900円 年 額 20,700円 4,800円

【例 4】 単身世帯（給与所得者）の場合

世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 47 歳 給与 3,000,000円 2,020,000円 1,590,000円 0円
※この世帯は所得により軽減は適用されません。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 275,000円 年 額 322,400円 47,400円

※上記はあくまでモデルケースであり、世帯や収入の状況により税額は異なります。

◆お問い合わせ先

・加入・脱退などの届け出 住民課 保険係 ℡（２６）１１１５
・国保税に関すること 税務課 国保税係 ℡（２６）１３８３
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国保税率改定について

　８月の広報でお知らせしましたように、令和12年度に県内の国保税率が統一されます。それに向けて、令和6
年度より下表のとおり国保税の税率などを改定します。
　被保険者の皆さんにはご負担をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※国保税は、医療分・後期高齢者支援金分・介護納付金分（40歳～ 64歳の被保険者のみ）の合算額となります。
※上記の税率で算定された税額は年額です。年度途中で加入・脱退された場合は月割で計算します。
※所得が一定以下の世帯の場合、均等割と平等割が軽減されます。軽減率は、所得に応じて 7 割・5 割・2 割と
なります。
※「特定同一世帯所属者」とは、国保から後期高齢者医療制度へ移行された方で、後期高齢者医療の被保険者と
なった後も継続して同一の世帯に属する方をいいます。

◆ 令和６年度から国民健康保険税の税率などが変わります。

◎令和 6年度国保税の納税通知書は、7月中旬ごろに送付します。

課税の内容 医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

応
能
割

応
益
割

所得割 前年中の所得―43万円×税率 7.7％ 2.7％ 2.5％

資産割 本年度の固定資産税額×税率
（土地・家屋分） 30.0％ 13.0％ 17.0％

均等割 被保険者1人につき 18,000円 9,000円 11,000円

平等割 1世帯につき 18,000円 8,000円 6,000円

賦課限度額（年間上限額） 65万円 22万円 17万円

課税の内容 医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

応
能
割

応
益
割

所得割 前年中の所得―43万円×税率 8.1％ 3.5％ 2.9％

資産割 本年度の固定資産税額×税率
（土地・家屋分） 廃止 廃止 廃止

均等割 被保険者1人につき 26,000円 12,000円 17,000円

平等割 1世帯につき 21,000円 10,000円 6,000円

賦課限度額（年間上限額） 65万円 24万円 17万円

軽減判定所得
　7割軽減＝基礎控除額　43万円　以下
　5割軽減＝基礎控除額　43万円　＋29万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下
　2割軽減＝基礎控除額　43万円　＋53万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下

令和５年度（改定前税率）

令和６年度（改定後税率）

軽減判定所得
　7割軽減＝基礎控除額　43万円　以下
　5割軽減＝基礎控除額　43万円　＋29万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下
　2割軽減＝基礎控除額　43万円　＋54万5千円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）以下

★国保税額のモデルケース

【例 1】 夫婦と子ども2人の4人世帯の場合
世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 42 歳 農業 5,000,000円 2,000,000円 1,570,000円 50,000円
妻 38 歳 給与 900,000円 350,000円 0円 0円
子 15 歳 高校生のため収入等なし
子 12 歳 中学生のため収入等なし
※この世帯は、世帯の合計所得により2割軽減に該当するため均等割と平等割が軽減されます。
※妻と子は40歳未満のため介護分の課税なし。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 353,100円 年 額 392,300円 39,200円

【例 2】 年金受給者夫婦の2人世帯の場合
世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 68 歳 年金 2,000,000円 900,000円 470,000円 50,000円
妻 66 歳 年金 600,000円 0円 0円 0円
※この世帯は、世帯の合計所得により5割軽減に該当するため均等割と平等割が軽減されます。
※共に65歳以上のため介護分の課税なし。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 110,200円 年 額 107,900円 ▲2,300円

【例 3】 単身世帯（年金受給者）の場合
世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 70 歳 年金 1,000,000円 0円 0円 0円
※この世帯は所得により7割軽減に該当するため均等割と平等割が軽減されます。
※世帯主は65歳以上のため介護分の課税なし。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 15,900円 年 額 20,700円 4,800円

【例 4】 単身世帯（給与所得者）の場合

世帯
構成 年齢 収入の

種 類
令和 5 年中
の収入額

左記による
所得金額①

基準総所得金額
（①－43 万円）

固定資産税額
（土地・家屋分）

世帯主 47 歳 給与 3,000,000円 2,020,000円 1,590,000円 0円
※この世帯は所得により軽減は適用されません。

改定前税額 令和6年度（改定後）税額 増加額
年 額 275,000円 年 額 322,400円 47,400円

※上記はあくまでモデルケースであり、世帯や収入の状況により税額は異なります。

◆お問い合わせ先

・加入・脱退などの届け出 住民課 保険係 ℡（２６）１１１５
・国保税に関すること 税務課 国保税係 ℡（２６）１３８３
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　被保険者均等割額は、同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計が、下記を満たす場合に軽減され
る仕組みとなっています。5割・2割軽減対象者の基準が広がりました。

※総所得金額等の合計額とは、前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合計額です。
　給与・年金所得者数とは、給与収入が55万円を超えるまたは公的年金等収入が125万円（65歳未満の方は 60万
円）を超える世帯主及び被保険者の合計人数です。合計人数が2人以上いる場合に適用します。

【軽減判定の注意点】
 ●65歳以上で公的年金等所得がある場合、公的年金等所得から15万円を差し引いた額で軽減を判定します。
 ●事業所得の必要経費に専従者給与は入らず、事業主の所得は専従者控除前の所得で計算します。（専従者給与
所得は専従者本人の給与所得から除外します）

 ●譲渡所得の特別控除は適用されませんが、雑損失の繰越控除は適用されます。

◆お問い合わせ先　住民課　℡（２６）１１１５

◆被保険者均等割額軽減対象者の基準が広がります

　高知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も増加しています。
　将来にわたって安定した制度運営を行っていくために、令和６・７年度の保険料率については、令和４・
５年度の保険料率（被保険者均等割額 55,500円・所得割率 10.50%・年間保険料の上限66万円）から
引き上げることとなりました。
　保険料の引き上げ幅については、基金を活用して抑制しています。令和６年度の個々の保険料額につきまして
は、前年中の所得が確定した後、次の計算方法により７月初旬に決定する予定です。

★令和６年度の保険料の計算方法
保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく
「所得割額」を合計して被保険者個人ごとに算出します。

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　                     　　　　

○ 賦課基準額とは、総所得金額等（被保険者の前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合
計額）から基礎控除額（43 万円）を差し引いた金額です。

○ 保険料の激変緩和措置により令和６年度の１人あたりの年間保険料の上限は73万円です。（※100円未満
切り捨て）ただし、令和６年４月1日以降に75歳に到達し、後期高齢者医療制度の被保険者となられた
方の年間保険料の上限は80万円です。

◆令和 6年度は激変緩和措置があります

① 所得割率の激変緩和措置
　総所得金額等から基礎控除額 43 万円を差し引いた金額が 58 万円以下の方が対象

② 年間保険料の上限の激変緩和措置
　令和６年３月 31 日以前に 75 歳になられた方及び障害認定により後期高齢者医療制度の被保険者となられた方
が対象

●被保険者均等割額　56,000 円　●所得割率　10.78％　●年間保険料の上限　80万円

後期高齢者医療制度の令和６・７年度の保険料率が決まりました

１人あたりの
年間保険料

（100円未満切り捨て）

［被保険者均等割額］

56,000円
＋＝

［所得割額］

賦課基準額×10.78％

軽減の
割合

軽減後の
被保険者
均等割額

同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計額（※）

改正前（令和５年度） 改正後（令和６年度以降）

７割 16,800円
43万円＋10万円×（給与・年金
所得者数※－１)以下

変更無し

５割 28,000円
43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１）＋ 
（29万円×被保険者数）以下

43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１)＋
（29.5万円×被保険者数）以下

２割 44,800円
43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１)＋
（53.5万円×被保険者数）以下

43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１）＋
（54.5万円×被保険者数）以下

軽減
無し

56,000円 上記以外の方 変更無し
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広報おち―4月号 広報おち―4月号

Ochi information
情 報 広 場

所得割率
改正前（令和５年度） 改正後（令和６年度） 改正後（令和７年度）

10.50％ 10.01％ 10.78％

年間保険料
上限額

改正前（令和５年度） 改正後（令和６年度） 改正後（令和７年度）

66万円 73万円 80万円



　
介
護
保
険
料
は
本
人
の
所
得
や

年
金
収
入
額
、
世
帯
の
住
民
税
の

課
税
状
況
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
介
護
保
険
料
は

７
月
に
決
定
す
る
た
め
、
４
・
６
・

８
月
の
介
護
保
険
料
額
は
、
令
和

６
年
２
月
と
同
じ
保
険
料
額
を
年

金
か
ら
天
引
き
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
（
仮
徴
収
）。

　
な
お
、
６
・
８
月
の
介
護
保
険

料
額
が
変
更
さ
れ
て
い
る
方
に
は

仮
徴
収
変
更
通
知
書
を
、
４
月
か

ら
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
方
に

は
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
（
仮
徴

収
）
を
４
月
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　
令
和
６
年
度
介
護
保
険
料
（
年

額
）
は
、
所
得
等
が
確
定
し
た
後

に
決
定
し
、
仮
徴
収
３
回
分
を
年

額
か
ら
差
し
引
い
て
、
10
・
12
・

２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
（
本
徴
収
）。

　
納
入
通
知
書
（
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
） 

は
、
７
月
中
旬
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
℡（
２
６
）
１
１
７
０

介
護
保
険
料
を
年
金

天
引
き（
特
別
徴
収
）

で
納
め
て
い
る
方
へ

　被保険者均等割額は、同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計が、下記を満たす場合に軽減され
る仕組みとなっています。5割・2割軽減対象者の基準が広がりました。

※総所得金額等の合計額とは、前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合計額です。
　給与・年金所得者数とは、給与収入が55万円を超えるまたは公的年金等収入が125万円（65歳未満の方は 60万
円）を超える世帯主及び被保険者の合計人数です。合計人数が2人以上いる場合に適用します。

【軽減判定の注意点】
 ●65歳以上で公的年金等所得がある場合、公的年金等所得から15万円を差し引いた額で軽減を判定します。
 ●事業所得の必要経費に専従者給与は入らず、事業主の所得は専従者控除前の所得で計算します。（専従者給与
所得は専従者本人の給与所得から除外します）

 ●譲渡所得の特別控除は適用されませんが、雑損失の繰越控除は適用されます。

◆お問い合わせ先　住民課　℡（２６）１１１５

◆被保険者均等割額軽減対象者の基準が広がります

　高知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も増加しています。
　将来にわたって安定した制度運営を行っていくために、令和６・７年度の保険料率については、令和４・
５年度の保険料率（被保険者均等割額 55,500円・所得割率 10.50%・年間保険料の上限66万円）から
引き上げることとなりました。
　保険料の引き上げ幅については、基金を活用して抑制しています。令和６年度の個々の保険料額につきまして
は、前年中の所得が確定した後、次の計算方法により７月初旬に決定する予定です。

★令和６年度の保険料の計算方法
保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく
「所得割額」を合計して被保険者個人ごとに算出します。

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　                     　　　　

○ 賦課基準額とは、総所得金額等（被保険者の前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合
計額）から基礎控除額（43 万円）を差し引いた金額です。

○ 保険料の激変緩和措置により令和６年度の１人あたりの年間保険料の上限は73万円です。（※100円未満
切り捨て）ただし、令和６年４月1日以降に75歳に到達し、後期高齢者医療制度の被保険者となられた
方の年間保険料の上限は80万円です。

◆令和 6年度は激変緩和措置があります

① 所得割率の激変緩和措置
　総所得金額等から基礎控除額 43 万円を差し引いた金額が 58 万円以下の方が対象

② 年間保険料の上限の激変緩和措置
　令和６年３月 31 日以前に 75 歳になられた方及び障害認定により後期高齢者医療制度の被保険者となられた方
が対象

●被保険者均等割額　56,000 円　●所得割率　10.78％　●年間保険料の上限　80万円

後期高齢者医療制度の令和６・７年度の保険料率が決まりました

１人あたりの
年間保険料

（100円未満切り捨て）

［被保険者均等割額］

56,000円
＋＝

［所得割額］

賦課基準額×10.78％

軽減の
割合

軽減後の
被保険者
均等割額

同一世帯内の世帯主と被保険者の総所得金額等の合計額（※）

改正前（令和５年度） 改正後（令和６年度以降）

７割 16,800円
43万円＋10万円×（給与・年金
所得者数※－１)以下

変更無し

５割 28,000円
43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１）＋ 
（29万円×被保険者数）以下

43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１)＋
（29.5万円×被保険者数）以下

２割 44,800円
43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１)＋
（53.5万円×被保険者数）以下

43万円＋10万円×（給与・
年金所得者数※－１）＋
（54.5万円×被保険者数）以下

軽減
無し

56,000円 上記以外の方 変更無し
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改正前（令和５年度） 改正後（令和６年度） 改正後（令和７年度）

66万円 73万円 80万円



　
越
知
町
で
は
、
既
存
住
宅
の
居

住
環
境
の
質
の
向
上
、
住
宅
投
資

の
波
及
効
果
に
よ
る
経
済
の
活
性

化
お
よ
び
定
住
人
口
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
よ
う

な
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●

木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金

　
高
知
県
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
住
宅

の
耐
震
工
事
を
行
う
際
に
、
併
せ

て
行
う
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
行
う
場
合

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
既
存
住
宅
の
増
改
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

【
補
助
対
象
住
宅
】

●

木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
の
場
合

　
高
知
県
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

事
業
費
補
助
の
対
象
と
な
る
越
知

町
に
現
存
す
る
住
宅

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
場

　
合

　
越
知
町
内
に
現
存
し
、
現
に
自

己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅

【
補
助
対
象
者
】

●

越
知
町
内
に
住
宅
を
所
有
し
て

い
る
方

●

世
帯
全
員
が
納
期
の
到
来
し
た

町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

●

世
帯
全
員
が
暴
力
団
員
等
で
な

い
こ
と

【
補
助
対
象
工
事
】

●

補
助
対
象
と
な
る
工
事
は
、
該

当
す
る
住
宅
に
係
る
リ
フ
ォ
ー

ム
等
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30

万
円
以
上
で
あ
る
も
の
。

※

次
の
工
事
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
は
補
助
金
の
交
付
対
象
と

は
し
ま
せ
ん
。

⑴ 

門
・
塀
等
の
外
構
工
事

⑵ 

車
庫
・
物
置
の
設
置

⑶ 

家
電
・
家
具
等
備
品
の
購
入

⑷ 

他
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て

行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事

⑸ 

そ
の
他
補
助
金
の
交
付
が
適

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
工

事

【
補
助
金
の
額
】

　
補
助
金
の
額
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

等
工
事
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
千

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き

は
、そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

と
し
、
木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
の
場
合
は
30
万
円
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
場
合
は

20
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

 ※

注
意
　

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
工
事
の
着
工
前
に

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
工
事

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。（
工
事

完
了
後
の
申
請
や
着
工
し
て
か
ら

の
申
請
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

●

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
　

　
℡（
２
６
）
１
１
６
４

越
知
町  

木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
　
　
　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

第
３
回・第
４
回
学
校
運
営
協
議
会

　
令
和
５
年
度
、
第
３
回
の
学
校

運
営
協
議
会
が
１
月
30
日
に
、
第

４
回
が
２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎

小
・
中
学
校
の
委
員
の
皆
さ
ん

よ
り

●

町
中
で
中
学
生
が
元
気
に
挨
拶

を
し
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し

か
っ
た
。

●

１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
ピ
ッ

タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
見
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
商
店
街
で
た
く

さ
ん
の
応
援
が
あ
り
、
そ
の
応

援
を
励
み
に
子
ど
も
た
ち
が
頑

張
っ
て
走
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
大
変
感
激
し
た
。
ぜ
ひ
、

来
年
以
降
も
学
校
行
事
と
し
て

参
加
を
続
け
て
ほ
し
い
。

◎

学
校
よ
り

　
中
学
校
よ
り
、
令
和
７
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
制
服
の
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
さ
ん
か
ら
は
、
女

子
生
徒
が
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
る
の
か
、
と
い
う

質
問
が
あ
り
、
可
能
で
あ
る
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎

学
校
評
価
に
つ
い
て

　
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
、
第

３
回
の
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の

学
校
評
価
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
委
員
さ

ん
か
ら
「
教
員
業
務
支
援
員
さ
ん

な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
先
生
の
残

業
時
間
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
検

証
が
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し
た
」

と
い
っ
た
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
４
回
の
会
で
は
学
校
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
中
学
校
の
委
員
さ
ん
か

ら
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や『
す
ぐ
ー

る
』
を
通
し
て
学
校
全
体
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
学
級

の
様
子
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
感

じ
る
。
学
級
通
信
な
ど
が
発
行
さ

れ
れ
ば
、
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
改

善
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
い
っ
た
ご
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
学
校
、
中
学
校
と

も
に
、
今
年
度
の
学
校
評
価
の
内

容
を
令
和
６
年
度
の
学
校
経
営
に

生
か
し
て
い
く
と
い
う
説
明
が
学

校
か
ら
あ
り
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
へ
感
謝
状

贈
呈
式
】

　
３
月
１
日
に
、
小
学
校
で
今
年

度
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
へ
、
感
謝
状
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
５

人
の
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、

「
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん

か
ら
の
年
賀
状
や
お
手
紙
を
い
つ

も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
学
校
に
来

ま
す
の
で
、
ま
た
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
」と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
常

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の

広
報
に
『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
申
請
書
』
が
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
小
学
校

　
℡（
２
６
）
１
１
０
１

　
越
知
中
学
校

　
℡（
２
６
）
１
１
０
２

　
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
修

学
資
金
は
、
介
護
福
祉
士
養
成
施

設
ま
た
は
社
会
福
祉
士
養
成
施
設

に
在
学
し
て
い
る
方
で
、
介
護
福

祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
し
、
卒
業
後
、
高
知
県
内

の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
介
護
職

員
な
ど
と
し
て
従
事
す
る
意
思
の

あ
る
方
に
対
し
、
修
学
の
た
め
の

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
う
制
度
で

す
。

　
な
お
、
養
成
施
設
を
卒
業
後
、

介
護
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士

と
し
て
高
知
県
内
の
社
会
福
祉
施

設
な
ど
に
お
い
て
原
則
５
年
間
継

続
し
て
従
事
し
た
場
合
、
借
り
受

け
た
修
学
資
金
の
返
還
が
全
額
免

除
さ
れ
ま
す
。

【
貸
付
対
象
者
】

　
令
和
６
年
度
の
養
成
施
設
の
入

学
選
考
に
合
格
し
、
入
学
し
た
者

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日
（
月
）
〜

　
５
月
20
日
（
月
）

【
申
請
方
法
】

　
養
成
施
設
を
通
じ
て
の
申
請
と

　
こ
の
奨
学
金
は
、
ロ
ー
ソ
ン
グ

ル
ー
プ
と
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団

体
協
議
会
が
力
を
合
わ
せ
、
ひ
と

り
親
家
庭
を
応
援
す
る
給
付
型
奨

学
金
で
す
。

【
募
集
人
数
】

　
全
国
４
０
０
人

　（
各
都
道
府
県
４
人
〜
）

【
対
象
学
年
】

　
中
学
３
年
生
、
高
等
学
校
１
〜

３
年
生
、
高
等
専
門
学
校
１
〜
３

年
生
な
ど
に
在
籍
す
る
生
徒

　
　
　
　
　
　
　（
４
月
時
点
）

【
応
募
資
格
】

　
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
こ
と
。

●

ひ
と
り
親
世
帯
（
母
子
・
父
子

家
庭
な
ど
）
で
あ
り
、
就
学
に

関
し
て
経
済
的
に
困
難
な
生
徒

●

夢
を
実
現
す
る
た
め
の
意
欲
が

あ
り
、
社
会
貢
献
へ
の
積
極
的

な
姿
勢
の
あ
る
品
行
方
正
な
生

徒
●

全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議

会
加
盟
団
体
の
会
員
、
お
よ
び

入
会
を
希
望
す
る
方
の
子
ど
も

（
生
徒
）

●

会
員
ま
た
は
入
会
を
希
望
す
る

加
盟
団
体
代
表
者
が
奨
学
生
と

し
て
推
薦
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

生
徒

※

応
募
対
象
外

●

令
和
５
年
の
世
帯
１
人
あ
た
り

の
収
入
平
均
額
が
１
０
０
万
円

以
上
の
場
合

●

令
和
５
年
度
の
学
校
出
席
率
が

80
％
未
満
の
場
合

●

兄
弟
姉
妹
に
よ
る
複
数
の
申
請

（
１
世
帯
１
人
の
申
請
）

【
募
集
期
間
】

３
月
21
日
（
木
）
〜

４
月
19
日
（
金
）
必
着

【
奨
学
金
】

　
月
額
３
万
円
（
返
還
不
要
、
他

の
奨
学
金
と
の
併
用
可
）

【
応
募
方
法
】

　
応
募
書
類
を
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
印

刷
可
能
で
す
。
必
要
書
類
を
確
認

し
、
居
住
地
域
の
全
国
母
子
寡
婦

福
祉
団
体
協
議
会
加
盟
団
体
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
在
住
の
方
は
全
国
母
子

寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会

℡
０
３（
６
７
１
８
）４
０
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://zenbo.org

ま
た
は
「
全

母
子
協
」
で
検
索

２
０
２
４
年
度
夢
を
応
援
基
金『
ひ
と
り
親

家
庭
支
援
奨
学
金
制
度
』の
募
集
に
つ
い
て

な
り
ま
す
。
申
請
書
類
一
式
を
養

成
施
設
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

養
成
施
設
に
よ
っ
て
取
り
ま
と

め
時
期
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
在
学
す
る
養
成
施
設

に
期
限
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※

貸
付
申
請
に
必
要
な
様
式
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

https://www.kochiken-shak
yo.or.jp/ 

ま
た
は
「
高
知
県
社
協
　
介
護

福
祉
士
修
学
資
金
」
で
検
索

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人

高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
資
金
課
　
　
　

℡
０
８
８（
８
４
４
）４
６
０
０

令
和
６
年
度
高
知
県
介
護

福
祉
士・社
会
福
祉
士
修
学

資
金
の
募
集
に
つ
い
て

二次元コード

越
知
小
学
校・中
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

感謝状贈呈式
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越
知
町
で
は
、
既
存
住
宅
の
居

住
環
境
の
質
の
向
上
、
住
宅
投
資

の
波
及
効
果
に
よ
る
経
済
の
活
性

化
お
よ
び
定
住
人
口
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
よ
う

な
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●

木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金

　
高
知
県
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て
住
宅

の
耐
震
工
事
を
行
う
際
に
、
併
せ

て
行
う
増
改
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
行
う
場
合

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
既
存
住
宅
の
増
改
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
を
行
う
場
合

【
補
助
対
象
住
宅
】

●

木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
の
場
合

　
高
知
県
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進

事
業
費
補
助
の
対
象
と
な
る
越
知

町
に
現
存
す
る
住
宅

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
場

　
合

　
越
知
町
内
に
現
存
し
、
現
に
自

己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅

【
補
助
対
象
者
】

●

越
知
町
内
に
住
宅
を
所
有
し
て

い
る
方

●

世
帯
全
員
が
納
期
の
到
来
し
た

町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

●

世
帯
全
員
が
暴
力
団
員
等
で
な

い
こ
と

【
補
助
対
象
工
事
】

●

補
助
対
象
と
な
る
工
事
は
、
該

当
す
る
住
宅
に
係
る
リ
フ
ォ
ー

ム
等
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30

万
円
以
上
で
あ
る
も
の
。

※

次
の
工
事
に
要
す
る
費
用
に
つ

い
て
は
補
助
金
の
交
付
対
象
と

は
し
ま
せ
ん
。

⑴ 

門
・
塀
等
の
外
構
工
事

⑵ 

車
庫
・
物
置
の
設
置

⑶ 

家
電
・
家
具
等
備
品
の
購
入

⑷ 

他
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て

行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事

⑸ 

そ
の
他
補
助
金
の
交
付
が
適

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
工

事

【
補
助
金
の
額
】

　
補
助
金
の
額
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

等
工
事
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
千

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き

は
、そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

と
し
、
木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
の
場
合
は
30
万
円
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
場
合
は

20
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

 ※

注
意
　

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
工
事
の
着
工
前
に

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
工
事

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。（
工
事

完
了
後
の
申
請
や
着
工
し
て
か
ら

の
申
請
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

●

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
　

　
℡（
２
６
）
１
１
６
４

越
知
町  

木
造
住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
　
　
　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

第
３
回・第
４
回
学
校
運
営
協
議
会

　
令
和
５
年
度
、
第
３
回
の
学
校

運
営
協
議
会
が
１
月
30
日
に
、
第

４
回
が
２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎

小
・
中
学
校
の
委
員
の
皆
さ
ん

よ
り

●

町
中
で
中
学
生
が
元
気
に
挨
拶

を
し
て
く
れ
て
大
変
う
れ
し

か
っ
た
。

●

１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
ピ
ッ

タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
見
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
商
店
街
で
た
く

さ
ん
の
応
援
が
あ
り
、
そ
の
応

援
を
励
み
に
子
ど
も
た
ち
が
頑

張
っ
て
走
っ
て
い
る
姿
を
見

て
、
大
変
感
激
し
た
。
ぜ
ひ
、

来
年
以
降
も
学
校
行
事
と
し
て

参
加
を
続
け
て
ほ
し
い
。

◎

学
校
よ
り

　
中
学
校
よ
り
、
令
和
７
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
制
服
の
モ
デ
ル

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
さ
ん
か
ら
は
、
女

子
生
徒
が
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
る
の
か
、
と
い
う

質
問
が
あ
り
、
可
能
で
あ
る
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎

学
校
評
価
に
つ
い
て

　
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
、
第

３
回
の
会
で
は
、
令
和
５
年
度
の

学
校
評
価
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
委
員
さ

ん
か
ら
「
教
員
業
務
支
援
員
さ
ん

な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
先
生
の
残

業
時
間
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
検

証
が
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し
た
」

と
い
っ
た
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
４
回
の
会
で
は
学
校
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
中
学
校
の
委
員
さ
ん
か

ら
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や『
す
ぐ
ー

る
』
を
通
し
て
学
校
全
体
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
学
級

の
様
子
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
感

じ
る
。
学
級
通
信
な
ど
が
発
行
さ

れ
れ
ば
、
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
改

善
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
い
っ
た
ご
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
学
校
、
中
学
校
と

も
に
、
今
年
度
の
学
校
評
価
の
内

容
を
令
和
６
年
度
の
学
校
経
営
に

生
か
し
て
い
く
と
い
う
説
明
が
学

校
か
ら
あ
り
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
へ
感
謝
状

贈
呈
式
】

　
３
月
１
日
に
、
小
学
校
で
今
年

度
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
へ
、
感
謝
状
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
５

人
の
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、

「
い
つ
も
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん

か
ら
の
年
賀
状
や
お
手
紙
を
い
つ

も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
学
校
に
来

ま
す
の
で
、
ま
た
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
」と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
常

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
の

広
報
に
『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
申
請
書
』
が
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
小
学
校

　
℡（
２
６
）
１
１
０
１

　
越
知
中
学
校

　
℡（
２
６
）
１
１
０
２

　
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
修

学
資
金
は
、
介
護
福
祉
士
養
成
施

設
ま
た
は
社
会
福
祉
士
養
成
施
設

に
在
学
し
て
い
る
方
で
、
介
護
福

祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
し
、
卒
業
後
、
高
知
県
内

の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
介
護
職

員
な
ど
と
し
て
従
事
す
る
意
思
の

あ
る
方
に
対
し
、
修
学
の
た
め
の

資
金
の
貸
し
付
け
を
行
う
制
度
で

す
。

　
な
お
、
養
成
施
設
を
卒
業
後
、

介
護
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士

と
し
て
高
知
県
内
の
社
会
福
祉
施

設
な
ど
に
お
い
て
原
則
５
年
間
継

続
し
て
従
事
し
た
場
合
、
借
り
受

け
た
修
学
資
金
の
返
還
が
全
額
免

除
さ
れ
ま
す
。

【
貸
付
対
象
者
】

　
令
和
６
年
度
の
養
成
施
設
の
入

学
選
考
に
合
格
し
、
入
学
し
た
者

【
募
集
期
間
】

４
月
１
日
（
月
）
〜

　
５
月
20
日
（
月
）

【
申
請
方
法
】

　
養
成
施
設
を
通
じ
て
の
申
請
と

　
こ
の
奨
学
金
は
、
ロ
ー
ソ
ン
グ

ル
ー
プ
と
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団

体
協
議
会
が
力
を
合
わ
せ
、
ひ
と

り
親
家
庭
を
応
援
す
る
給
付
型
奨

学
金
で
す
。

【
募
集
人
数
】

　
全
国
４
０
０
人

　（
各
都
道
府
県
４
人
〜
）

【
対
象
学
年
】

　
中
学
３
年
生
、
高
等
学
校
１
〜

３
年
生
、
高
等
専
門
学
校
１
〜
３

年
生
な
ど
に
在
籍
す
る
生
徒

　
　
　
　
　
　
　（
４
月
時
点
）

【
応
募
資
格
】

　
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
こ
と
。

●

ひ
と
り
親
世
帯
（
母
子
・
父
子

家
庭
な
ど
）
で
あ
り
、
就
学
に

関
し
て
経
済
的
に
困
難
な
生
徒

●

夢
を
実
現
す
る
た
め
の
意
欲
が

あ
り
、
社
会
貢
献
へ
の
積
極
的

な
姿
勢
の
あ
る
品
行
方
正
な
生

徒
●

全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議

会
加
盟
団
体
の
会
員
、
お
よ
び

入
会
を
希
望
す
る
方
の
子
ど
も

（
生
徒
）

●

会
員
ま
た
は
入
会
を
希
望
す
る

加
盟
団
体
代
表
者
が
奨
学
生
と

し
て
推
薦
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

生
徒

※

応
募
対
象
外

●

令
和
５
年
の
世
帯
１
人
あ
た
り

の
収
入
平
均
額
が
１
０
０
万
円

以
上
の
場
合

●

令
和
５
年
度
の
学
校
出
席
率
が

80
％
未
満
の
場
合

●

兄
弟
姉
妹
に
よ
る
複
数
の
申
請

（
１
世
帯
１
人
の
申
請
）

【
募
集
期
間
】

３
月
21
日
（
木
）
〜

４
月
19
日
（
金
）
必
着

【
奨
学
金
】

　
月
額
３
万
円
（
返
還
不
要
、
他

の
奨
学
金
と
の
併
用
可
）

【
応
募
方
法
】

　
応
募
書
類
を
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
印

刷
可
能
で
す
。
必
要
書
類
を
確
認

し
、
居
住
地
域
の
全
国
母
子
寡
婦

福
祉
団
体
協
議
会
加
盟
団
体
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
在
住
の
方
は
全
国
母
子

寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会

℡
０
３（
６
７
１
８
）４
０
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://zenbo.org

ま
た
は
「
全

母
子
協
」
で
検
索

２
０
２
４
年
度
夢
を
応
援
基
金『
ひ
と
り
親

家
庭
支
援
奨
学
金
制
度
』の
募
集
に
つ
い
て

な
り
ま
す
。
申
請
書
類
一
式
を
養

成
施
設
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

養
成
施
設
に
よ
っ
て
取
り
ま
と

め
時
期
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
在
学
す
る
養
成
施
設

に
期
限
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※

貸
付
申
請
に
必
要
な
様
式
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

https://www.kochiken-shak
yo.or.jp/ 

ま
た
は
「
高
知
県
社
協
　
介
護

福
祉
士
修
学
資
金
」
で
検
索

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人

高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
資
金
課
　
　
　

℡
０
８
８（
８
４
４
）４
６
０
０

令
和
６
年
度
高
知
県
介
護

福
祉
士・社
会
福
祉
士
修
学

資
金
の
募
集
に
つ
い
て

二次元コード

越
知
小
学
校・中
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

感謝状贈呈式
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今
年
度
内
に
、20
歳
、30
歳
、40

歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
な
ら

れ
る
方
に
は
、
年
度
中
に
１
回
無

料
で
歯
科
健
診
を
受
診
で
き
る
受

診
票
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
者
へ

の
個
別
発
送
は
４
月
中
を
予
定
、

受
診
期
間
は
、
４
月
か
ら
12
月
ま

で
で
す
。
健
診
に
か
か
る
費
用
は

無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
に
個
別
に
郵
送
し

た
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

は
２
０
２
３
年
３
月
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
令
和
６
年
度
も
引
き
続

き
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
昭
和
37
年
４

月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
で
、
令
和
３
年
度
ま

で
に
無
料
の
抗
体
検
査
を
受
け
て

い
な
い
方
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
有
効
期
限
は
、
令
和
７
年
２
月

末
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

無
料
歯
科
健
診
の

ご
案
内

成
人
風
し
ん
抗
体
検
査
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

教
育
相
談
専
用
電
話

に
つ
い
て

●

企
画
展

「
横
倉
山
の
自
然
は
、い
ま
〜
横
倉

山
生
物
総
合
調
査
成
果
報
告
〜
」

　
開
催
中
〜
５
月
26
日
（
日
）

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
と
四

国
自
然
史
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が

協
力
し
て
行
っ
た
「
横
倉
山
生
物

総
合
調
査
」
の
成
果
発
表
で
す
。

　
調
査
し
た
生
物
は
植
物
、菌
類
、

蘚
苔
類
、哺
乳
類
、鳥
類
、爬
虫
類
、

両
生
類
、
魚
類
、
貝
類
、
甲
殻
類
、

昆
虫
類
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
調
査
範
囲
は
、
仁
淀
川
と
坂

折
川
の
合
流
点
か
ら
坂
折
川
を
さ

か
の
ぼ
り
、
越
知
町
と
仁
淀
川
町

境
に
至
り
、
町
境
を
北
上
し
て
仁

淀
川
に
至
り
、
仁
淀
川
を
下
降
し

て
仁
淀
川
と
坂
折
川
の
合
流
点
ま

で
と
設
定
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
展
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
で
、
横
倉
山
を
中
心
と
し
た
仁

淀
川
中
流
域
の
自
然
環
境
に
つ
い

て
最
新
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●

観
察
会

「
ス
ミ
レ
の
仲
間
た
ち
」

４
月
13
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
株
式
会
社
相
愛
か
ら
大
利
卓
海

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
ま

す
。
横
倉
山
の
第
３
駐
車
場
か
ら

安
徳
水
ま
で
の
間
で
春
に
見
ら
れ

る
ス
ミ
レ
な
ど
の
小
さ
な
花
を
観

察
し
ま
す
。

「
カ
エ
ル
の
夕
べ
」

５
月
18
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

　
博
物
館
の
水
庭
で
、
カ
エ
ル
を

さ
が
し
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ

ル
、シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
、

ツ
チ
ガ
エ
ル
を
さ
が
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
鳴
き
声
の
聞
き
く
ら
べ
も

し
ま
す
。

●

講
座

 「
横
倉
山
生
物
総
合
調
査
ポ
ス
タ

ー
内
容
説
明
会
」

４
月
７
日
（
日
）・
５
月
５
日

（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
横
倉
山
生
物
総
合
調
査
で
分
か

っ
た
横
倉
山
の
生
物
に
つ
い
て
、

調
査
参
加
者
に
よ
る
詳
細
な
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
気
に
な
る
こ
と
を

質
問
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

講
座
と
観
察
会
は
要
事
前
申
し

込
み
（
４
月
７
日
・
５
月
５
日

は
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
）。

　
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応

募
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
に
て
。

各
イ
ベ
ン
ト
の
１
カ
月
前
か
ら
前

日
ま
で
受
け
付
け
。

　
定
員
は
15
人
。
先
着
順
。

【
入
館
料
】

　
大
人
５
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円
。
長
寿
手
帳
ご
提
示
か
70
歳

以
上
の
方
は
半
額
。身
障
者
の
方
、

小
学
生
未
満
は
無
料
。

※

越
知
小
・
中
学
生
と
博
物
館
友

の
会
会
員
は
無
料
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　
℡（
２
６
）
１
０
６
０

博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
よ
り
、
越
知
保
育
園

と
越
知
幼
稚
園
を
統
合
し
、
越
知

保
育
園
の
施
設
を
活
用
し
て
、「
越

知
町
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
お
ち
の
子
」
が
開
園
し
ま
す
。

　
４
月
５
日
（
金
）
に
は
、開
園
、

入
園
・
進
級
式
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。職
員
一
同
、保
護
者
の
方
々

と
協
力
し
な
が
ら
越
知
町
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
よ
り
良

い
保
育
・
教
育
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
に
は
、
今
後
と
も

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
で
は
、
４
月
か
ら
園

庭
開
放
日
を
設
け
ま
す
。
就
学
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
、
ぜ

ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
園
庭
開
放
日
】

こ
ど
も
園
の
お
誕
生
会
の
日

は
、
毎
月
園
庭
開
放
日
で
す
。

（
８
月
は
お
休
み
で
す
）

 

４
月
の
お
誕
生
会

【
日
時
】
４
月
19
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※

お
誕
生
会
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ

り
、
園
庭
で
遊
ん
だ
り
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
園
で
は
随
時
育

児
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

に
つ
い
て
の
お
悩
み
等
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
認
定
こ
ど
も
園
　
お
ち
の
子

　
℡（
２
６
）
２
１
４
１

　
先
日
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
に
は
、

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４

月
１
日
よ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
場
所

は
、
旧
越
知
幼
稚
園
内
で
す
。
未

就
学
児
を
子
育
て
中
の
方
・
妊
娠

中
の
方
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
月
に
数
回
は
行
事
（
な

か
よ
し
ひ
ろ
ば
）
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

【
開
所
日
】

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

※

休
日
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
と
月
の
お
便
り
で
お
知
ら

せ
ま
す
。

【
開
所
時
間
】

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 越

知
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

園庭に元気な声が響きます

★
４
月
の
予
定
★

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎

11
日
（
木
）

　
楽
し
く
遊
ぼ
う
！

　
お
部
屋
や
庭
で
遊
び
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎

19
日
（
金
）

　
お
誕
生
会
を
楽
し
も
う
！
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
場
所
】

　
こ
ど
も
園
お
ち
の
子

　
　
　
　
　

※

午
前
中
は
、
こ
ど
も
園
お
ち
の

子
に
い
ま
す
の
で
、
直
接
こ
ど

も
園
に
来
て
く
だ
さ
い
。
午
後

は
、
い
つ
も
通
り
開
所
し
て
い

ま
す
。

◎

25
日
（
木
）

一
緒
に
作
ろ
う
！

　（
こ
い
の
ぼ
り
）

【
時
間
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡（
２
６
）
１
１
０
７

砂遊び楽しいねー

　「
み
ら
い
」
で
は
子
ど
も
た
ち

の
支
援
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を

育
て
て
い
く
保
護
者
の
方
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
子
育
て
で
、
子
ど
も
が

言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ず
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
思
う
よ
う
な
育
児

が
で
き
な
く
て
落
ち
込
ん
だ
り
悩

ん
だ
り
し
た
と
き
に
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
「
み
ら
い
」
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
・
連
絡
先

越
知
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点「
み
ら
い
」

℡（
２
０
）
９
０
７
８

℡
０
８
０（
８
６
３
３
）７
９
４
３

※
平
日
・
夜
間
・
休
日
の
緊
急
時

【
そ
の
他
関
係
機
関
】

☆
高
知
県
中
央
児
童
相
談
所

℡
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

☆
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り

℡（
２
０
）
０
２
０
３

℡
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

☆
佐
川
警
察
署

℡（
２
２
）
０
１
１
０

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発
行
で

き
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

★
乳
児
健
診

【
日
程
】

　
４
月
17
日
（
水
）

　
　
午
前
８
時
40
分
受
付
開
始

【
対
象
児
】

　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜

　
令
和
６
年
１
月
17
日
生

【
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階

＊
対
象
児
に
は
約
１
カ
月
前
に
通

知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

４
月
の
母
子
保
健

事
業
の
ご
案
内

せ
ん
た
い

は
ち
ゅ
う

「
越
知
町
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
お
ち
の
子
」開
園
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今
年
度
内
に
、20
歳
、30
歳
、40

歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
な
ら

れ
る
方
に
は
、
年
度
中
に
１
回
無

料
で
歯
科
健
診
を
受
診
で
き
る
受

診
票
を
送
付
し
ま
す
。
対
象
者
へ

の
個
別
発
送
は
４
月
中
を
予
定
、

受
診
期
間
は
、
４
月
か
ら
12
月
ま

で
で
す
。
健
診
に
か
か
る
費
用
は

無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
に
個
別
に
郵
送
し

た
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

は
２
０
２
３
年
３
月
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
令
和
６
年
度
も
引
き
続

き
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
昭
和
37
年
４

月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
男
性
で
、
令
和
３
年
度
ま

で
に
無
料
の
抗
体
検
査
を
受
け
て

い
な
い
方
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
有
効
期
限
は
、
令
和
７
年
２
月

末
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

無
料
歯
科
健
診
の

ご
案
内

成
人
風
し
ん
抗
体
検
査
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

教
育
相
談
専
用
電
話

に
つ
い
て

●

企
画
展

「
横
倉
山
の
自
然
は
、い
ま
〜
横
倉

山
生
物
総
合
調
査
成
果
報
告
〜
」

　
開
催
中
〜
５
月
26
日
（
日
）

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
と
四

国
自
然
史
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が

協
力
し
て
行
っ
た
「
横
倉
山
生
物

総
合
調
査
」
の
成
果
発
表
で
す
。

　
調
査
し
た
生
物
は
植
物
、菌
類
、

蘚
苔
類
、哺
乳
類
、鳥
類
、爬
虫
類
、

両
生
類
、
魚
類
、
貝
類
、
甲
殻
類
、

昆
虫
類
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
調
査
範
囲
は
、
仁
淀
川
と
坂

折
川
の
合
流
点
か
ら
坂
折
川
を
さ

か
の
ぼ
り
、
越
知
町
と
仁
淀
川
町

境
に
至
り
、
町
境
を
北
上
し
て
仁

淀
川
に
至
り
、
仁
淀
川
を
下
降
し

て
仁
淀
川
と
坂
折
川
の
合
流
点
ま

で
と
設
定
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
展
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
で
、
横
倉
山
を
中
心
と
し
た
仁

淀
川
中
流
域
の
自
然
環
境
に
つ
い

て
最
新
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●

観
察
会

「
ス
ミ
レ
の
仲
間
た
ち
」

４
月
13
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分

　
株
式
会
社
相
愛
か
ら
大
利
卓
海

さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
ま

す
。
横
倉
山
の
第
３
駐
車
場
か
ら

安
徳
水
ま
で
の
間
で
春
に
見
ら
れ

る
ス
ミ
レ
な
ど
の
小
さ
な
花
を
観

察
し
ま
す
。

「
カ
エ
ル
の
夕
べ
」

５
月
18
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

　
博
物
館
の
水
庭
で
、
カ
エ
ル
を

さ
が
し
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ

ル
、シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
、

ツ
チ
ガ
エ
ル
を
さ
が
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
鳴
き
声
の
聞
き
く
ら
べ
も

し
ま
す
。

●

講
座

 「
横
倉
山
生
物
総
合
調
査
ポ
ス
タ

ー
内
容
説
明
会
」

４
月
７
日
（
日
）・
５
月
５
日

（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
横
倉
山
生
物
総
合
調
査
で
分
か

っ
た
横
倉
山
の
生
物
に
つ
い
て
、

調
査
参
加
者
に
よ
る
詳
細
な
説
明

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
気
に
な
る
こ
と
を

質
問
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

講
座
と
観
察
会
は
要
事
前
申
し

込
み
（
４
月
７
日
・
５
月
５
日

は
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
）。

　
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応

募
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
に
て
。

各
イ
ベ
ン
ト
の
１
カ
月
前
か
ら
前

日
ま
で
受
け
付
け
。

　
定
員
は
15
人
。
先
着
順
。

【
入
館
料
】

　
大
人
５
０
０
円
、
高
校
・
大
学

生
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円
。
長
寿
手
帳
ご
提
示
か
70
歳

以
上
の
方
は
半
額
。身
障
者
の
方
、

小
学
生
未
満
は
無
料
。

※

越
知
小
・
中
学
生
と
博
物
館
友

の
会
会
員
は
無
料
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

　
℡（
２
６
）
１
０
６
０

博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
よ
り
、
越
知
保
育
園

と
越
知
幼
稚
園
を
統
合
し
、
越
知

保
育
園
の
施
設
を
活
用
し
て
、「
越

知
町
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
お
ち
の
子
」
が
開
園
し
ま
す
。

　
４
月
５
日
（
金
）
に
は
、開
園
、

入
園
・
進
級
式
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。職
員
一
同
、保
護
者
の
方
々

と
協
力
し
な
が
ら
越
知
町
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
よ
り
良

い
保
育
・
教
育
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
に
は
、
今
後
と
も

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
で
は
、
４
月
か
ら
園

庭
開
放
日
を
設
け
ま
す
。
就
学
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
、
ぜ

ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
園
庭
開
放
日
】

こ
ど
も
園
の
お
誕
生
会
の
日

は
、
毎
月
園
庭
開
放
日
で
す
。

（
８
月
は
お
休
み
で
す
）

 

４
月
の
お
誕
生
会

【
日
時
】
４
月
19
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※

お
誕
生
会
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ

り
、
園
庭
で
遊
ん
だ
り
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
園
で
は
随
時
育

児
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

に
つ
い
て
の
お
悩
み
等
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
認
定
こ
ど
も
園
　
お
ち
の
子

　
℡（
２
６
）
２
１
４
１

　
先
日
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
に
は
、

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
４

月
１
日
よ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
場
所

は
、
旧
越
知
幼
稚
園
内
で
す
。
未

就
学
児
を
子
育
て
中
の
方
・
妊
娠

中
の
方
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
月
に
数
回
は
行
事
（
な

か
よ
し
ひ
ろ
ば
）
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

【
開
所
日
】

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

※

休
日
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
と
月
の
お
便
り
で
お
知
ら

せ
ま
す
。

【
開
所
時
間
】

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　 越

知
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

園庭に元気な声が響きます

★
４
月
の
予
定
★

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎

11
日
（
木
）

　
楽
し
く
遊
ぼ
う
！

　
お
部
屋
や
庭
で
遊
び
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎

19
日
（
金
）

　
お
誕
生
会
を
楽
し
も
う
！
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

【
場
所
】

　
こ
ど
も
園
お
ち
の
子

　
　
　
　
　

※

午
前
中
は
、
こ
ど
も
園
お
ち
の

子
に
い
ま
す
の
で
、
直
接
こ
ど

も
園
に
来
て
く
だ
さ
い
。
午
後

は
、
い
つ
も
通
り
開
所
し
て
い

ま
す
。

◎

25
日
（
木
）

一
緒
に
作
ろ
う
！

　（
こ
い
の
ぼ
り
）

【
時
間
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡（
２
６
）
１
１
０
７

砂遊び楽しいねー

　「
み
ら
い
」
で
は
子
ど
も
た
ち

の
支
援
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
を

育
て
て
い
く
保
護
者
の
方
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
子
育
て
で
、
子
ど
も
が

言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ず
イ
ラ

イ
ラ
し
た
り
、
思
う
よ
う
な
育
児

が
で
き
な
く
て
落
ち
込
ん
だ
り
悩

ん
だ
り
し
た
と
き
に
は
、
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
「
み
ら
い
」
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
・
連
絡
先

越
知
町
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点「
み
ら
い
」

℡（
２
０
）
９
０
７
８

℡
０
８
０（
８
６
３
３
）７
９
４
３

※
平
日
・
夜
間
・
休
日
の
緊
急
時

【
そ
の
他
関
係
機
関
】

☆
高
知
県
中
央
児
童
相
談
所

℡
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

☆
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り

℡（
２
０
）
０
２
０
３

℡
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

☆
佐
川
警
察
署

℡（
２
２
）
０
１
１
０

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
発
行
で

き
ま
す
の
で
、
保
健
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

★
乳
児
健
診

【
日
程
】

　
４
月
17
日
（
水
）

　
　
午
前
８
時
40
分
受
付
開
始

【
対
象
児
】

　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜

　
令
和
６
年
１
月
17
日
生

【
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階

＊
対
象
児
に
は
約
１
カ
月
前
に
通

知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課

　
℡（
２
６
）
３
２
１
１

４
月
の
母
子
保
健

事
業
の
ご
案
内

せ
ん
た
い

は
ち
ゅ
う

「
越
知
町
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
お
ち
の
子
」開
園

25 24
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２０,０００円 ５月中旬 駐車場１台

　
現
在
、
９
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ

て
町
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
活

動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

【
日
時
】

４
月
22
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時
30
分
頃

【
場
所
】
役
場
　
３
階
大
会
議
室

　
こ
れ
ま
で
、
協
力
隊
と
関
わ
っ

た
こ
と
の
あ
る
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
　

　
℡（
２
６
）
１
１
６
４

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

自
然
に
接
し
、
川
遊
び
に
親
し
む

こ
と
で
、
次
世
代
の
仁
淀
川
の
保

全
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

目
的
に
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ハ

ヤ
釣
り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時
30
分

※

雨
天
中
止

【
場
所
】　
宮
の
前
公
園

【
集
合
場
所
】
　宮
の
前
公
園
　
　

【
参
加
費
】　
無
料

【
参
加
条
件
】

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

２
人
１
組
　
先
着
20
組

【
持
ち
物
】

　
帽
子
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
マ
ス
ク
、
バ
ケ
ツ
＆
ク
ー

ラ
ー
（
魚
を
持
ち
帰
る
場
合
）

※

釣
り
竿
、
エ
サ
は
主
催
者
が
用

意
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て

ど
ん
な
こ
と
し
て
る
の
？

　
１
回
目
の
勉
強
会
で
は
、
他
県

の
事
例
を
参
考
に
参
加
者
で
話
し

合
い
、
小
水
力
発
電
が
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
２
回
目
は

「
や
さ
し
い
小
水
力
発
電
を
学
ぼ

う
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ど
ん
な
条

件
が
あ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
発
電

が
で
き
る
の
か
な
ど
一
歩
踏
み
込

ん
だ
内
容
で
す
。
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
】

４
月
20
日(

土) 

午
後
６
時
〜
８
時

【
場
所
】

　
鎌
井
田
老
人
里
の
家

　
　
　
　（
鎌
井
田
本
村
６
８
２
）

【
参
加
費
】

　
無
料

【
対
象
者
】

越
知
町
に
在
住
ま
た
は
関
係
の

あ
る
子
ど
も
、
大
人

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
で
小
水
力
発
電
を
学
ぶ
会

℡
０
８
０（
７
８
１
２
）４
９
６
１

（
仲
村
）

第
２
回
環
境
に

や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

勉
強
会
の
ご
案
内

仁
淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い

ハ
ヤ
釣
り
教
室

皆で協力して活動中

詳細、
HPからの
申込はこちら

【
服
装
】

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

※

長
靴
は
水
が
た
ま
る
と
危
険
で

す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
主
催
者
が
用
意
し

ま
す
。

【
内
容
】

受
付
開
始
　
午
前
８
時
30
分

集
合
　
　
　
午
前
９
時

開
会
挨
拶
・
釣
り
方
説
明

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

釣
り
開
始
　
午
前
10
時

釣
り
終
了
　
午
前
11
時
30
分

閉
会
式
　
　
正
午
　
　
　

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

　
℡
０
８
８（
８
９
３
）２
３
０
０

毎月第３日曜日は　「家　庭　の　日」

青少年育成越知町民会議

「家庭の日」の標語
いじめ見て　勇気を出して

「それはダメ」

三行詩入賞作品
「ママー」とよぶ声で、
おねがい事だとなぜわかる

中間管理住宅（第１号・８区）の入居者を募集します

　中間管理住宅１戸の入居者を募集します。希望される方は下記のとおり申し込みをお願いします。

＊中間管理住宅とは……町が空き家を12年間借り上げ、耐震工事やリフォーム工事を行い、移住者や移住希
望者に貸し出す住宅。

１　募集する住宅　

２　受付期間　　　４月１日（月）～15日（月）午後５時まで（土、日、祝日を除く）（入居申請書必着）

３　入居資格　　　
　中間管理住宅に入居できる者は、自治会に加入し近隣住民と積極的に交流する意思があり、その者およびそ
の同居者に租税公課の滞納がなく、越知町の事務および事業における暴力団の排除に関する規則（平成25年越
知町規則第18号）第２条第２項第５号に定める排除措置対象者に該当しない者で、次の各号のいずれかに該当
する者とする。
（１）町外から転入して越知町に居住しようとする者
（２）世帯主またはその配偶者もしくはその両方が、町外から転入し、越知町に住所を定めた日から５年を経過

しない者で、継続して越知町に居住する意思のある者
（３）世帯主またはその配偶者もしくはその両方が、越知町で地域おこし協力隊もしくは集落支援員の任に就い

ている者またはその任を退いてから１年以内の者（ただし、着任前に越知町に住所を有していない者）で、
継続して越知町に居住する意思のある者

４　その他の賃貸条件
　　　・入居の契約時に連帯保証人１人以上と敷金２カ月分（４万円）が必要となります。
　　　・水道光熱費等に要する費用、地区会費などは入居者負担となります。
　　　・犬、猫などのペットの飼育は不可。
　　　・入居期間は最長で令和 18年３月 31日までとなります。

５　申し込みに必要な書類　
（１）越知町中間管理住宅入居許可申請書（用紙は企画課にあります）
（２）住民票の写し（入居申請者および同居予定者全員）
（３）市町村が発行する所得額の証明書（入居申請者および同居予定者全員）
（４）現在お住まいの市町村が発行する完納証明書（入居申請者および同居予定者全員）

６　入居者の選考
　　越知町中間管理住宅入居者選考委員会に諮り、入居者の選考を行い、該当者多数の場合は抽選で決定します。

◆お申し込み・お問い合わせ先　企画課　℡（２６）１１６４
　※間取りなど詳細は町ホームページにて確認できます。
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越知町中間管理
住宅第１号

（甲1785番4）

名称・所在 構造等 間取り

木造
２階建て

１ＬＤＫ
【49.11㎡】

家　賃 入居予定日 備　考

２０,０００円 ５月中旬 駐車場１台

　
現
在
、
９
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ

て
町
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
活

動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

【
日
時
】

４
月
22
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時
30
分
頃

【
場
所
】
役
場
　
３
階
大
会
議
室

　
こ
れ
ま
で
、
協
力
隊
と
関
わ
っ

た
こ
と
の
あ
る
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課
　

　
℡（
２
６
）
１
１
６
４

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

自
然
に
接
し
、
川
遊
び
に
親
し
む

こ
と
で
、
次
世
代
の
仁
淀
川
の
保

全
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

目
的
に
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ハ

ヤ
釣
り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時
30
分

※

雨
天
中
止

【
場
所
】　
宮
の
前
公
園

【
集
合
場
所
】
　宮
の
前
公
園
　
　

【
参
加
費
】　
無
料

【
参
加
条
件
】

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

２
人
１
組
　
先
着
20
組

【
持
ち
物
】

　
帽
子
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
マ
ス
ク
、
バ
ケ
ツ
＆
ク
ー

ラ
ー
（
魚
を
持
ち
帰
る
場
合
）

※

釣
り
竿
、
エ
サ
は
主
催
者
が
用

意
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て

ど
ん
な
こ
と
し
て
る
の
？

　
１
回
目
の
勉
強
会
で
は
、
他
県

の
事
例
を
参
考
に
参
加
者
で
話
し

合
い
、
小
水
力
発
電
が
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
２
回
目
は

「
や
さ
し
い
小
水
力
発
電
を
学
ぼ

う
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ど
ん
な
条

件
が
あ
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
の
発
電

が
で
き
る
の
か
な
ど
一
歩
踏
み
込

ん
だ
内
容
で
す
。
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
】

４
月
20
日(

土) 

午
後
６
時
〜
８
時

【
場
所
】

　
鎌
井
田
老
人
里
の
家

　
　
　
　（
鎌
井
田
本
村
６
８
２
）

【
参
加
費
】

　
無
料

【
対
象
者
】

越
知
町
に
在
住
ま
た
は
関
係
の

あ
る
子
ど
も
、
大
人

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
で
小
水
力
発
電
を
学
ぶ
会

℡
０
８
０（
７
８
１
２
）４
９
６
１

（
仲
村
）

第
２
回
環
境
に

や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

勉
強
会
の
ご
案
内

仁
淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い

ハ
ヤ
釣
り
教
室

皆で協力して活動中

詳細、
HPからの
申込はこちら

【
服
装
】

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

※

長
靴
は
水
が
た
ま
る
と
危
険
で

す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
主
催
者
が
用
意
し

ま
す
。

【
内
容
】

受
付
開
始
　
午
前
８
時
30
分

集
合
　
　
　
午
前
９
時

開
会
挨
拶
・
釣
り
方
説
明

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

釣
り
開
始
　
午
前
10
時

釣
り
終
了
　
午
前
11
時
30
分

閉
会
式
　
　
正
午
　
　
　

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

　
℡
０
８
８（
８
９
３
）２
３
０
０

毎月第３日曜日は　「家　庭　の　日」

青少年育成越知町民会議

「家庭の日」の標語
いじめ見て　勇気を出して

「それはダメ」

三行詩入賞作品
「ママー」とよぶ声で、
おねがい事だとなぜわかる

中間管理住宅（第１号・８区）の入居者を募集します

　中間管理住宅１戸の入居者を募集します。希望される方は下記のとおり申し込みをお願いします。

＊中間管理住宅とは……町が空き家を12年間借り上げ、耐震工事やリフォーム工事を行い、移住者や移住希
望者に貸し出す住宅。

１　募集する住宅　

２　受付期間　　　４月１日（月）～15日（月）午後５時まで（土、日、祝日を除く）（入居申請書必着）

３　入居資格　　　
　中間管理住宅に入居できる者は、自治会に加入し近隣住民と積極的に交流する意思があり、その者およびそ
の同居者に租税公課の滞納がなく、越知町の事務および事業における暴力団の排除に関する規則（平成25年越
知町規則第18号）第２条第２項第５号に定める排除措置対象者に該当しない者で、次の各号のいずれかに該当
する者とする。
（１）町外から転入して越知町に居住しようとする者
（２）世帯主またはその配偶者もしくはその両方が、町外から転入し、越知町に住所を定めた日から５年を経過

しない者で、継続して越知町に居住する意思のある者
（３）世帯主またはその配偶者もしくはその両方が、越知町で地域おこし協力隊もしくは集落支援員の任に就い

ている者またはその任を退いてから１年以内の者（ただし、着任前に越知町に住所を有していない者）で、
継続して越知町に居住する意思のある者

４　その他の賃貸条件
　　　・入居の契約時に連帯保証人１人以上と敷金２カ月分（４万円）が必要となります。
　　　・水道光熱費等に要する費用、地区会費などは入居者負担となります。
　　　・犬、猫などのペットの飼育は不可。
　　　・入居期間は最長で令和 18年３月 31日までとなります。

５　申し込みに必要な書類　
（１）越知町中間管理住宅入居許可申請書（用紙は企画課にあります）
（２）住民票の写し（入居申請者および同居予定者全員）
（３）市町村が発行する所得額の証明書（入居申請者および同居予定者全員）
（４）現在お住まいの市町村が発行する完納証明書（入居申請者および同居予定者全員）

６　入居者の選考
　　越知町中間管理住宅入居者選考委員会に諮り、入居者の選考を行い、該当者多数の場合は抽選で決定します。

◆お申し込み・お問い合わせ先　企画課　℡（２６）１１６４
　※間取りなど詳細は町ホームページにて確認できます。
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交通安全協会佐川支部 ・ 佐川警察署　℡ (22) 0110
 交通安全協会は、 皆さんの会費で運営されています。 ご協力をよろしくお願いします。

 高吾北地区地域安全協会事務局（佐川警察署 刑事生活安全課内）　℡（22）0560 

４月は20歳未満飲酒防止強調月間です。

20歳未満の者がお酒を飲んではいけない５つの理由
１　脳の機能を低下させます。
２　肝臓をはじめとする臓器に障害を起こしやすくなります。
３　性ホルモンの分泌に異常が起きるおそれがあります。
４　アルコール依存症になりやすくなります。
５　20歳未満の者の飲酒を禁ずる法律があります。

高知県収入証紙販売のお知らせ
　交通安全協会では、『高知県の収入証紙』の販売
を行っています。進学や、その他お手続きにともない
証紙が必要になった際は、ぜひ、佐川警察署内交通
安全協会にてご購入よろしくお願いします。

　春の歓送迎会等飲酒の機会も増える時期ですが、イッキ飲みなどで急激に大量の
飲酒をした場合、急性アルコール中毒を起こし、意識障害や死に至る危険
性もあるので過度の飲酒は控えましょう。

期間中、指導員・ボランティアの方が街頭指導してくれます。
皆さんのご協力よろしくお願いします!!

　交通安全協会は悲惨な交通事故を防ぐため、免許
保有者から納めていただいた会費を財源に、さまざま
な交通安全活動を展開しております。
　その 1 つに、新入学児童にランドセルカバーを贈呈
しています。まだ通学路に慣れていませんので、温か
い目で見守ってあげてください。

～販売窓口ご案内～
平日のみ（土・日・祝日・年末年始は除く）
●午前8時30分～午後5時
　（正午～午後1時は除く）

今月の「加盟店」ピックアップ紹介

『年間500円（×有効年）』で会員へ！

お酒は になってから20歳20歳

中津渓谷 ゆの森
～温泉入浴料

　　　　100円引き～

中津渓谷 ゆの森
～温泉入浴料

　　　　100円引き～
仁淀川町名野川258-1

　　℡（36）0680会員証と免許証を呈示してください♪会員証と免許証を呈示してください♪

新入学児童に
ランドセルカバー贈呈

実施期間
４月６日(土)～４月15日(月)

の全国交通
安全運動春 人生は選択の連続。何を選択するかは自分

で決める。自分のことを分かっておこう。

皆さんのお話を聞いて
感じたことを共有中

友輔さんの作業道具を
身につけてみた。重い～！

　越知小学校の校舎、体育館など
全ての施設の電灯をLEDに換え
ていただきました。特に体育館
は、小学生だけでなく、たくさんの
地域の方が利用していただいて
おり、夜でも大変明るくなりまし
た。ありがとうございました。

２/２７ 「６年生との思い出をつくる会」
　縦割り班でお世話になった６年生との思い出づくりをしました。５年生が企
画し、全校で楽しい時間を過ごしました。6年生、いっぱいありがとう！

２/15 「おもちゃフェスティバル」
　来年の新入生（保育・幼稚園の年長さ
ん）を招待し、２年生が生活科で作ったお
もちゃで楽しく遊びました。１年生が案内役
をし、ワクワク楽しい
時間となりました。入
学、待ってるね！

３/１ ボランティアさん 感謝状贈呈集会
　今年も、たくさんの地域ボランティアの
皆さんにお世話になりました。のべ855人
（３/６現在）の皆さんにご協力いただきまし
た。全校で心をこめて感
謝状を送りました。あり
がとうございました。

　６月に予定している職場体験学習に向けた事前学習の一環として、３月
１日に、越知町地域プロジェクトマネージャーである廣瀬真也さんを講師
にお迎えし、２年生で「仕事について」の授業が行われました。
　今回の授業では、仕事を多面的に捉えることの重要性について教えてい
ただきました。仕事をどう捉えるかは人によって違いますが、「時間・機会・
つながり・自己表現」といった概念からそれぞれを掘り下げて説明してい
ただき、仕事に対する考え方を広げることができました。
　また、キャリアについての理解を深めるために知っておいてほしい行動
特性や思考特性についても述べられました。その中で特に印象に残ったの
は、「失敗とは何もしていないこと」という言葉でした。生徒たちが、多
様な経験や学びを積み重ね、自分らしいキャリアを築いていくことを願い
ます。
　さらに後半では、近藤沙綾保健師、林
業に携わる村澤友輔さん・木材やお花の
作品制作をされている千夏さんご夫妻か
ら仕事に対する思いや培ってきたものな
どのお話を聞き、２年生にとって大変貴
重な機会となりました。ご協力いただい
た皆さん、本当にありがとうございまし
た。

～たくさんの交流・感謝と共に～～たくさんの交流・感謝と共に～

越知中学校
～２年生 「職場体験プログラム」スタート～～２年生 「職場体験プログラム」スタート～

電灯LED化

越知小学校
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交通安全協会佐川支部 ・ 佐川警察署　℡ (22) 0110
 交通安全協会は、 皆さんの会費で運営されています。 ご協力をよろしくお願いします。

 高吾北地区地域安全協会事務局（佐川警察署 刑事生活安全課内）　℡（22）0560 

４月は20歳未満飲酒防止強調月間です。

20歳未満の者がお酒を飲んではいけない５つの理由
１　脳の機能を低下させます。
２　肝臓をはじめとする臓器に障害を起こしやすくなります。
３　性ホルモンの分泌に異常が起きるおそれがあります。
４　アルコール依存症になりやすくなります。
５　20歳未満の者の飲酒を禁ずる法律があります。

高知県収入証紙販売のお知らせ
　交通安全協会では、『高知県の収入証紙』の販売
を行っています。進学や、その他お手続きにともない
証紙が必要になった際は、ぜひ、佐川警察署内交通
安全協会にてご購入よろしくお願いします。

　春の歓送迎会等飲酒の機会も増える時期ですが、イッキ飲みなどで急激に大量の
飲酒をした場合、急性アルコール中毒を起こし、意識障害や死に至る危険
性もあるので過度の飲酒は控えましょう。

期間中、指導員・ボランティアの方が街頭指導してくれます。
皆さんのご協力よろしくお願いします!!

　交通安全協会は悲惨な交通事故を防ぐため、免許
保有者から納めていただいた会費を財源に、さまざま
な交通安全活動を展開しております。
　その 1 つに、新入学児童にランドセルカバーを贈呈
しています。まだ通学路に慣れていませんので、温か
い目で見守ってあげてください。

～販売窓口ご案内～
平日のみ（土・日・祝日・年末年始は除く）
●午前8時30分～午後5時
　（正午～午後1時は除く）

今月の「加盟店」ピックアップ紹介

『年間500円（×有効年）』で会員へ！

お酒は になってから20歳20歳

中津渓谷 ゆの森
～温泉入浴料

　　　　100円引き～

中津渓谷 ゆの森
～温泉入浴料

　　　　100円引き～
仁淀川町名野川258-1

　　℡（36）0680会員証と免許証を呈示してください♪会員証と免許証を呈示してください♪

新入学児童に
ランドセルカバー贈呈

実施期間
４月６日(土)～４月15日(月)

の全国交通
安全運動春 人生は選択の連続。何を選択するかは自分

で決める。自分のことを分かっておこう。

皆さんのお話を聞いて
感じたことを共有中

友輔さんの作業道具を
身につけてみた。重い～！

　越知小学校の校舎、体育館など
全ての施設の電灯をLEDに換え
ていただきました。特に体育館
は、小学生だけでなく、たくさんの
地域の方が利用していただいて
おり、夜でも大変明るくなりまし
た。ありがとうございました。

２/２７ 「６年生との思い出をつくる会」
　縦割り班でお世話になった６年生との思い出づくりをしました。５年生が企
画し、全校で楽しい時間を過ごしました。6年生、いっぱいありがとう！

２/15 「おもちゃフェスティバル」
　来年の新入生（保育・幼稚園の年長さ
ん）を招待し、２年生が生活科で作ったお
もちゃで楽しく遊びました。１年生が案内役
をし、ワクワク楽しい
時間となりました。入
学、待ってるね！

３/１ ボランティアさん 感謝状贈呈集会
　今年も、たくさんの地域ボランティアの
皆さんにお世話になりました。のべ855人
（３/６現在）の皆さんにご協力いただきまし
た。全校で心をこめて感
謝状を送りました。あり
がとうございました。

　６月に予定している職場体験学習に向けた事前学習の一環として、３月
１日に、越知町地域プロジェクトマネージャーである廣瀬真也さんを講師
にお迎えし、２年生で「仕事について」の授業が行われました。
　今回の授業では、仕事を多面的に捉えることの重要性について教えてい
ただきました。仕事をどう捉えるかは人によって違いますが、「時間・機会・
つながり・自己表現」といった概念からそれぞれを掘り下げて説明してい
ただき、仕事に対する考え方を広げることができました。
　また、キャリアについての理解を深めるために知っておいてほしい行動
特性や思考特性についても述べられました。その中で特に印象に残ったの
は、「失敗とは何もしていないこと」という言葉でした。生徒たちが、多
様な経験や学びを積み重ね、自分らしいキャリアを築いていくことを願い
ます。
　さらに後半では、近藤沙綾保健師、林
業に携わる村澤友輔さん・木材やお花の
作品制作をされている千夏さんご夫妻か
ら仕事に対する思いや培ってきたものな
どのお話を聞き、２年生にとって大変貴
重な機会となりました。ご協力いただい
た皆さん、本当にありがとうございまし
た。

～たくさんの交流・感謝と共に～～たくさんの交流・感謝と共に～

越知中学校
～２年生 「職場体験プログラム」スタート～～２年生 「職場体験プログラム」スタート～

電灯LED化

越知小学校
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※マイナンバーカード交付のための夜間開庁は毎週月～金曜日（祝日を除く）に変更します（16ページ参照）
　前の週までに予約がない場合は開庁しませんので、事前にお電話でご予約をお願いします。

お
く
や
み

2
月
届
出
分

※届け出の際に親族等に掲載の意思を確認しています。
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転出

1
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4,921

2,317

2,604

2,569

△ 10

△ 6

△ 4

△ 8

（2月29日現在）

5
月

日 曜日 備　　考

25ページ参照

※16ページ参照

集合時間など場  所種     目

2

5

9

10

17

19

23

27

火

金

火

水

水

金

火

土

ミニデイ（桐見川1区）

ミニデイ（鎌井田）

ミニデイ（ 12 区）　

ミニデイ（筏津）

乳児健診

ミニデイ（宮ヶ奈路）

あいさつ運動

ミニデイ（大平）

ミニデイ（桐見川 2区）

マイナンバーカード交付のための土曜日開庁

桐見ふれあいの里

鎌井田老人里の家

遊行寺集会所

筏津集会所

保健福祉センター

宮ヶ奈路集会所

役場前

大平集会所

桐見川2区公民館

住民課

10：00～13：00

10：00～14：30

  9：30～11：30

13：15～14：45

  8：40～

  9：30～11：00

  7：40～  8：15

10：00～14：00

10：00～13：00

  8：30～12：30

日 曜日 備　　考集合時間など場  所種     目

3 金 ミニデイ（鎌井田） 鎌井田老人里の家 10：00～14：30　　　　

4
月

本の森図書館からのお知らせ本の森図書館からのお知らせ
新 刊 （一般向け）

新 刊 （子ども向け）

開館時間 午前10時～午後6時 休館 月曜日（祝日の場合は翌日）・特別整理日・年末年始  ◆お問い合わせ先 ℡（26）2433（FAX兼用）

世界のビジネスエ
リートが身につけ
ている占い

予言ではなく助言

実直なホテルマン
と奔放な書道家
があなたの思い
を代筆します!!

「教養としての
　　　  占い」

症状にあった暮ら
し対策をQ&Aで
紹介

弱った親と自分を
守るお金とおトク
なサービス超入門

「化学物質過
 敏症の暮らし
 と住まい」

「墨のゆらめき」

「知っトク介護」
いろいろ情報を詰
め込みすぎて、 う
まく伝わらないお
話も、文章も、デ
ザインも、原則は
同じ

「伝え方」

7年で資産4000
万円を達成
やったことは3つ
だけ 

「アラサー夫婦の
    セミリタイア」

世界最古級の
長編小説ストー
リーをわかりや
すく解説

「キャラ絵で
　学ぶ！
　源氏物語」 虫を食べるふしぎ

な植物食虫植物
のおもしろさをく
わしく知ることの
できる本

「食虫植物の
　　　 わな」

点々から生まれ
た兄弟がいろい
ろな言葉に点を
つける言葉遊び
絵本です

「てんてん
 きょうだい」

自宅でここまでで
きる!!
“がんばらせずに”
“教えずに”
“お金をかけずに”
できる! 

「子ども英語
　　超自習法」 樹木医が教える身近な木々で

楽しくあそべるアイデア満載

「子どもと木であそぶ」
政治・経済観光地
にグルメ…
すべてのことは地
理に通ずる

「地理の図鑑」

事業者名 連 絡 先
町内の水道指定業者一覧

有限会社西商店（６区）

有限会社中山石油（２区）

有限会社三宮商事（８区）

 植 水道設備配管工事店（１区）

岡村電設（２区）
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※マイナンバーカード交付のための夜間開庁は毎週月～金曜日（祝日を除く）に変更します（16ページ参照）
　前の週までに予約がない場合は開庁しませんので、事前にお電話でご予約をお願いします。
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絵本です

「てんてん
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自宅でここまでで
きる!!
“がんばらせずに”
“教えずに”
“お金をかけずに”
できる! 

「子ども英語
　　超自習法」 樹木医が教える身近な木々で
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にグルメ…
すべてのことは地
理に通ずる
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むし ば さい じ

2月28日実施の３歳児健診で虫歯のなかったお子さんを紹介します。
ぴかぴかの歯と、すてきな笑顔を見せてくれました。

 ～ 虫歯ゼロの３歳児 ～ 

おだはら  　 こうや

小田原 晄也 くん
なかむら　しん

中村 心 くん
かわうち　しゅうま

河内 柊卓 くん

西川 瑠華ちゃん
にしがわ　  る    か

岡本 依颯 ちゃん
おかもと　  いちか

畠山 瑛太くん
はたけやま   えいた

大原 颯 くん
おおはら　りく

刈谷 仁 くん
かりや　 じん

これからも、
しっかり歯みがきをして、
きれいな歯を守ってね！

<>
パ
タ
パ
タ
<>
通
信

【
先
日
の
よ
コ
ジ
ロ
ー
】

　
宮
の
前
公
園
に
お
花
見
に
や

っ
て
き
た
、
よ
コ
ジ
ロ
ー
。

　
今
年
も
き
れ
い
に
咲
い
た
桜

の
花
に
胸
が
高
鳴
り
、
足
取
り

軽
く
楽
し
そ
う
に
お
散
歩
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

宮の前公園にいる「よコジロー」

新
し
い
こ
と
が
は
じ
ま
る

ど
き
ど
き
な
季
節
だ
ね
。

ぼ
く
も
み
ん
な
に
元
気
を

あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
く
よ
〜
!!
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